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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十九章　逆花火






　魔王軍特殊部隊に襲われ、這ほう々ほうの体で私達に助けを求めてきた帝国騎士団に、私は女神らしく二つ返事で助けに向かうことを告げた。

　だが内心は、休息したい気分でいっぱいだった。竜族の末まつ裔えいであるマッシュとエルルの顔にも疲労が色濃く滲にじんでいる。無理もない。今し方、竜りゆう王おう母ぼとの戦いが終わったばかりなのだ。

　私は召喚した慎重な勇者、竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やの顔色を窺うかがう。

　うん。思った通り、聖哉だって疲労が顔に……い、いや別にそんなに疲れてないような……よく見ると少し疲れているような……あれ、やっぱりそうでもないような……な、何なのかしら……よく分かんないわ、この人……。

　普段通り、喜怒哀楽に乏しい勇者の表情がそこにあった。

「それではオルガの砦とりでまでご案内します！」

　兵士達は勢い込んで、近くで待たせてある馬まで駆けようとしたが、

「その必要はない」

　聖哉は止めた後、私に視線を送る。

「非常事態だ。門を出せ。その砦までショートカットしよう」

「だ、ダメだって！　そもそも私、オルガの砦の場所、知らないもん！　イシスター様の許可がなきゃ、行ったことのない場所には出せないんだってば！」

　聖哉が日本の能面のような顔で私を見る。

　な、何よ！　どうせまた『使えない』とか思ってるんでしょ！　顔にそう書いてあるわよ！

　だが聖哉が次に呟つぶやいた言葉は私の想像を遥はるかに超えていた。

「切れた電球……飲み終えたペットボトル……机の下のホコリ……。リスタ、お前はそんな感じだ」

「!?　ゴミばっかじゃねーかよ!!」

　とにもかくにも、聖哉は諦あきらめたようで、兵士に尋ねる。

「砦は北北東の方角だと言ったな。距離はどのくらいだ？」

「急いで馬を駆れば、半刻もあれば到着出来ます！」

「そこまで遠くはないな。飛んでいこう」

　言うなり、聖哉の体がふわりと宙に浮く。スキル『飛ひ翔しよう』を目の当たりにして、兵士達が歓声を上げた。

「何と！　勇者様は空を飛ぶことが出来るのか！」

「人の身ながら宙に浮くとは！　流石は勇者様！」

「これならベル＝ブブを打ち破れる！」

「……ベル＝ブブ？　それって何だよ？」

　マッシュが聞くと兵士達は一様に険しい顔で歯を食い縛った。

「蠅はえの姿をした魔物です！　ベル＝ブブが率いる巨大蠅の大群は、オルガの砦を断続的に攻撃！　多数の死傷者が出ております！」

「……となると、空中戦か」

　浮遊しながらアゴに指を当て、考える素振りの聖哉だったが、

「とにかく敵状視察だな。マッシュは俺と来い。それから、リスタ。エルルはお前が連れて行け」

「分かったわ」

　私は『オーダー神界特別措置法施行』にてイシスター様に許可を貰もらい、白い翼を顕現した後、エルルの手を握った。聖哉もマッシュの手を握る。

「師匠!!　いいのか!?」

「仕方あるまい。離すなよ」

「うわあ!!　師匠と一緒に空、飛べるのか!!　何だか俺、興奮しちゃうなあ!!」

　聖哉は無邪気に喜ぶマッシュを、私はエルルを連れ、兵士達より先に、オルガの砦に向かったのだった。




　……凄すさまじいスピードで飛翔する聖哉とマッシュの後を追うように飛ぶこと十数分。私の隣でエルルが声を上げた。

「ねえっ！　リスたん！　アレ、何だろ？」

　言われてみれば、前方の上空に黒い固まりが見える。

「雨雲かしら？」

　遠目から、そう思った。だが、近付くにつれ、徐々に全ぜん貌ぼうが明らかになる。それは沢山の黒い物体が寄せ集まって構成されていた。

「あ、雨雲なんかじゃない……！　アレ……敵よ……！　蠅の群れだわ……！」

　人ほどの大きさのある黒い蠅が数百匹、透明の羽を振動させながら空中停止していた。大群が織りなす不快な羽音が、随分離れたこの位置まで届いてくる。

「ひぇぇぇぇ……！　気持ち悪いよぉ……！」

　私の腕を摑つかんでいるエルルの手が小さく震えていた。

　前方の聖哉が振り返って、私達を見る。

「リスタ。此こ処こで降りるぞ」

「う、うん！」

　聖哉は、眼下に広がる森に急降下。私もその後に続く。




　森に着いた後、聖哉は木々に身を隠すようにして、遠く離れた上空の様子を窺った。蠅の大群を見る目が鋭さを増す。どうやら『能力透視』を発動しているようだ。

「……一匹一匹がレベル３０を超えている。それが三、四百体、か。考えようによっては不死の軍一万より面倒かも知れんな」

　聖哉の分析はもっともだった。動きの遅いアンデッドの大軍より、空中を素早く自由に飛び回れる高レベルの敵数百の方が厄介かも知れない。

「とりあえず、しばらく此処で様子を窺うぞ」

「そうね」

　だが、神妙な顔で空に視線を送る私と聖哉の隣で、

「オエッ……グエッ……ウエェェェ……！」

　マッシュが傍らの木に手を突き、根本に食べた物を吐き出していた。エルルがマッシュの背中をさする。

「だ、大丈夫？　マッシュ？」

「うう……！　き、気持ち悪い……！　ウプッ……！」

　どうやら聖哉の飛翔でこんな状態になってしまったらしい。私も以前、聖哉と空を飛んで目も当てられない有様となったので、マッシュの気持ちは痛いほどわかった。

　しかし、それをしでかした張本人は、

「うむ。蠅というやつは本当に気持ちが悪いな」

　マッシュの言葉を勘違いして受け止めていた。

『蠅見て吐いてんじゃなくて、アンタのせいなんですけど……！』

　皆、内心そう思っていたのだろうが、真剣な顔で敵を睨にらむ勇者を前に、誰一人、言葉には出せなかった。

　その時、突如として、空から耳をつんざく大だい音おん声じようが轟とどろく！

「跪ひざまずけ、人間共!!　我がフライ・アサルトフライ魔王軍急襲飛行部隊の圧倒的な戦力にな!!」

　空を見上げた私は、千里先まで届くような大声の主を見る。それは他の蠅とはまるで見た目が違っていた。人間より視力の良いい私の目に映るのは、浮遊する蠅の怪人だ。顔面は蠅だが二足で直立しているように見える。拳こぶしほどもある大きな赤い複眼に、ハサミのように尖とがった手。あの異形のモンスターがこの部隊を率いていることは明らかだった。

　聖哉同様、私も能力透視で敵の能力を測る。





ベル＝ブブ

Ｌｖ：76

ＨＰ：１８９６３　ＭＰ：８７５１

攻撃力：７８７７　防御力：５９６９　素早さ：４８７５６２　魔力：８８３

耐性：火・水・氷・雷・毒・麻ま痺ひ・眠り・状態異常

特殊スキル：攻撃回避（Ｌｖ：ＭＡＸ）　飛翔（Ｌｖ：ＭＡＸ）

特技：アシッド・スピット強硫酸吐出


ローリング・ドッヂ旋回傾倒回避



性格：非情






　四天王でもないようだし、能力値は大したことないわね……そう思いかけた私はベル＝ブブの素早さを二度見した。見間違いではない。

「な、何よ、あの素早さは!?　桁けた違ちがいじゃないの!!」

「何という奴だ……」

　聖哉も珍しく息を吞のんでいた。

「一体どうしてあの顔面で言葉を喋しやべれる？　どういう発声器官をしているのだろう？」

「いや、ソレ今、どうでもいいじゃん!!　それよか素早さを見なさいよ、素早さを!!」

「ね、ねえ！　リスたん、聖哉くん！　あそこ見て！　ロズガルドの人達が攻撃しようとしてるみたいだよっ！」

　目を細めたエルルが指さしたのは空ではなく地上。遠くの平原に立つ弓矢隊が上空の敵を攻撃しようとしていた。

　ベル＝ブブも気付いたらしい。だが、逃げるどころか蠅の大群は高度を下げた。

「オラオラ！　弓矢で狙える位置まで来てやったぜ？　しっかり狙えよ？」

　舐なめた口を叩たたくベル＝ブブ率いる蠅の軍団に雨のような矢が放たれる。壮観なる一斉射撃。しかし、敵の編隊に乱れはない。遠目からも、弓矢隊の攻撃は敵の戦力を削っていないように思えた。

　聖哉が呟く。

「ベル＝ブブ以外の巨大蠅もそれなりの回避能力を備えている。あれだけの矢がまるで当たっていない」

　一斉射撃が終わった後の空白を突いて、蠅達は急降下し、兵士達を襲った。逃げ遅れた十数人の兵士を六本足で獲物のように抱え、蠅は再び高度を上げて飛翔する。

　上空およそ五十メートル。兵士を捕らえた蠅達を一時停止させると、ベル＝ブブは大声を出した。

「さぁ今日もリバース・ファイアワークス逆花火の時間だぜ!!」

　──り、リバース……!?　まさか……!!

　私のイヤな予想は的中する。ベル＝ブブの指示で巨大な蠅達は、捕らえた兵士達の体を同時に離す。重力により、兵士達は凄まじい勢いで地面へと叩き付けられた。

　エルルが目を背け、マッシュが歯を食い縛る。そしてベル＝ブブは楽しげな声を出す。

「うーん！　空から見ると絶景かな絶景かな……なんだけど、まぁ、お前らからは見えないか！　脳のう漿しようと臓物をさらけ出して地上に咲く、この美しい血の花火が！」

　残虐なショーの後、ベル＝ブブは、より一層その大声を張り上げた。

「この大陸に現れたという勇者はまだ来ねーのか!!　さっさと勇者を連れて来い!!　それまで殺さつ戮りくは終わらねーぞ!!」

　聖哉は私の隣で平然と呟く。

「砦を一気に陥落させる力があるのに何故そうしないかを考えていたが……なるほどこういう理由か」

「全ては私達を誘い出す為だったのね……」

「師匠!!　俺もう我慢出来ねえ!!　やってやろうぜ!!」

　剣を構え、逸はやるマッシュの肩を聖哉は押さえる。

「焦るな、マッシュ。蠅を舐めてはいかん。蠅は人間が瞬きするより速く動くことが出来るのだ。しかもそれがこの世界の魔物ともなると、更に想像を絶する速度での移動が可能と推測出来る。その証拠に先程、偵察にと奴らに近づけたオートマティック・フェニックス鳳凰自動追撃がほぼ三基、同時にやられている」

「あ、あの強力な火の鳥が、か!?」

「そうだ。そして、俺が四天王二人を葬ったことを知っているにも拘かかわらず『連れて来い』と誘っている。つまり奴は空中での戦いに絶対的な自信を持っているのだ。わかったら容易に近付かず、今は敵状視察に徹しろ」

　だが人間花火を見て満足したのか、『ジジジジジジ!!』と雑音のような声を出して笑うと、ベル＝ブブは蠅の大群を引き連れ、北の空へと消えて行った……。




　敵がいなくなってから、私達は森を出た。ゆっくり歩きながら前方に見える巨大な砦とりでへと近付いていく。煉れん瓦がを積み上げて作られた堅けん牢ろうな外観のオルガの砦は、だが、敵の襲来により所々が破損しているようだった。

　そして砦周辺の平原には、目を覆いたくなるような惨状が広がっている。

「エルルちゃん。私の後ろにおいで」

「うん……」

　私はエルルを気遣った。足下に転がるのは少女に見せるにはあまりに残酷な死体だった。逆花火により、数十メートル上空から地面に叩き付けられ、血の華を咲かせた兵士達の体は、つい先程までそれが人間だったと思えないくらいに激しく損傷していた。他にも蠅が口から出したとみられる酸によって溶かされたような遺体が視界に入る。

　この地獄絵図の中──一人、血溜だまりに膝ひざを突き、祈りを捧ささげる兵士がいた。

　近寄る私達に気付いたのか、兵士はこちらを一いち瞥べつした。金の装飾のある鎧よろいをまとった兵士は、私の背にある白い翼に大きく目を開く。

「遂ついに……来てくださったのか……！」

　兜かぶとを取るや現れたのは長い蒼そう髪はつ。その下には美しいが勝ち気そうな女性の顔があった。

















第三十章　オルガの砦






「皆の者!!　遂にこの地に、世界を救う勇者と女神が現れたぞ!!」

　蒼髪の女戦士は剣を振りかざし、戦闘の疲労でグッタリとしている兵達に向かって叫ぶ。

「さぁ立ち上がれ!!　奴らの巣に攻め込むぞ!!」

　しかし血気盛んなのは彼女だけだった。白髭ひげを生やした老年の兵士が進言する。

「ロザリー様！　落ち着いて下さい！　ここは一度、砦に戻り態勢を整えなければ！」

「何を言う！　時は満ちた！　今こそ死んでいった兵士達の仇あだを取るのだ！」

「ご覧下さい！　残った兵達も皆、疲労困こん憊ぱい！　とても戦える状況ではございません！」

　言われて、ロザリーは傷を負った兵士達を見渡す。現実を直視したのか、女戦士は低く唸うなった後で無言になった。

「沢山の兵を失い、逸るお気持ち、このカルロ、よく存じ上げております。しかし勇者様も今し方、到着されたばかり。すぐに連れ回すというのは礼を失する行為かと……」

　ロザリーは私と聖せい哉やに目を向けた。聖哉とはまた違う眼力のある瞳ひとみだ。やがてロザリーは落ち着いたのか、小さく頷うなずく。

「確かにカルロの言う通りだ。砦に戻ろう。そして勇者殿を交え、蠅はえ討伐の戦略会議を開こう」

　安あん堵どの表情を見せた老兵だったが、その後すぐにロザリーはキッパリと言い放つ。

「だが戦略会議後、敵地へと向かう!!　今日中だ!!　いいな!!」

　ロザリーは大きく身を翻すと、一人、砦へと大おお股またで歩いた。

　やれやれ、とでも言いたげな老兵カルロに私は尋ねる。

「あのー。あの人……ロザリーさん……って一体、どういう方なんです？」

「オルガの砦の守備隊長でございます」

　エルルが途端、顔を輝かせる。

「守備隊長かぁー！　女性なのにすごいなー！　蒼あおい髪も素敵だし、背も高いし、美人だしーっ！」

　エルルが言う通り、ロザリーには凜りんとした魅力があった。

「確かに綺き麗れいね。外見もそうだけど、何というか、不思議な雰囲気があるというか……」

　私達はカルロと会話をしながら歩いていた。後ろでも、兵達が雑談しつつ、ノロノロ進んでいると、

「何をしている!!　時間が勿もつ体たいない!!　急げ!!」

　前方からロザリーが一喝。皆、無駄話を止め、歩調を早めて砦へと急いだのだった……。




　外壁に取り付けられた門から砦の内部に入ると、マッシュは感嘆の声を上げた。

「でっけえ砦だなあ……！」

　オルガの砦はまるで、大きな城のようだった。見張り塔や、長期戦に備えた井戸、食物の貯蔵倉もあるようだ。

　カルロがニコリと微笑む。

「元々、オルガの砦は帝国国境の要所ですからな。強固な外壁に加え、砦上部には弓矢隊も配置。また数百の兵が待機出来る宿舎も用意してあります」

　自信ありげに語った老兵だったが、聖哉がフンと鼻を鳴らす。

「先程の様子では、簡単に敵に突破されそうだったがな」

「は、はい。確かに仰おつしやる通りです。ベル＝ブブ率いる空からの敵部隊に対しては、為なす術すべないのが現状で」

「カルロさん。それだと、もし蠅達に国境を突破されたら帝国自体が危ういんじゃ？」

「いえ。奴らの目的は勇者様を誘おびき寄せること。なのでこの砦より先には向かいません。万が一、向かったところでロズガルド帝国には雷の帝選魔術師フラシカ様がいらっしゃいます。空からの敵には雷の呪文が効果的ですから」

「ああ、なるほど。帝国には強力な魔法使いが常駐しているのね。それで、その人は此こ処こに呼べないの？」

「上位の雷魔法を扱えるのは帝都ではフラシカ様のみ。フラシカ様が砦に来れば、帝都は空からの攻撃に対して手薄になってしまいます。そういう訳でフラシカ様は帝都からは離れられないのです」

　会議場へと先導するカルロの後に続きながら、聖哉が尋ねる。

「いくら優秀な魔法使いがいるとしても、お前達の帝国など魔王軍が本気になればすぐにでも陥落しそうだが？」

　──う、うわ……言いにくいことをアッサリと言うわね……。

　まぁ確かに、聖哉と戦った四天王達の強さを顧みると、私もそう思わずにはいられなかった。

　しかし、カルロは平然と言葉を返す。

「帝国が陥落することはありません」

「何故だ？」

「ロズガルドには『戦帝』がいらっしゃるからです」

「戦帝？」

　マッシュが突然声を出す。

「俺、聞いたことあるぜ！　戦帝はロズガルドの帝王にして、この世界ゲアブランデ最強の戦士なんだ！　その剣は天を裂き、地を叩き割る、って！」

「眉まゆ唾つばものだな。それが本当なら俺の代わりに世界を救えばいいではないか。それが出来ぬということは所しよ詮せん、噂先行だろう。いや、そういう風な噂を流布して、自らの国が常に安泰だと民衆に錯覚させているとみるべきか」

　聖哉の分析に、カルロは軽く首を振る。

「いいえ。戦帝様は勇者様を除けば間違いなく、この地上で最強の御方。ロズガルド帝国に戦帝ある限り、帝国は決して揺らぎません」

　す、すごい自信……！　よっぽどその戦帝って強いのね……！

「しかしながら戦帝様にもフラシカ様と同じく帝都から離れられない理由があるのです」

　その理由とやらを尋ねてみたかったが、ちょうどカルロが砦中央の建物に入っていく。

「着きました。此処が戦略を練る為の会議場です。既にロザリー様は中にいらっしゃるかと」

　そして老兵が扉を開いた瞬間、男女の言い争う声が私の耳に飛び込んできた。

「ロザリー様!!　あれほど前線に行くのはお止め下さいと言ったでしょう!!　アナタは次期帝位継承者なんですよ!!」

「帝位継承者だからこそ矢面に立つのだ！　真の戦士は臆おくさぬ！　父上のように兵士達より先立って戦闘し、士気を鼓舞するのだ！」

「ならばせめてアナタの右腕であるこのバトをお連れ下さい！　アナタにもしものことがあっては戦帝に何と言えばよいか！」

　筋骨隆々で屈強そうな戦士バトとロザリーの言い争いを聞いた時、私はロザリーが身にまとう雰囲気の理由が分かった。

　ロザリーはロズガルド帝王である戦帝の子なのだ。そして戦帝亡き後は女帝としてロズガルド帝国を統すべる選ばれた人間──道理でオーラがある筈はずである。それにしても強い父親に憧あこがれているのだろうか、かなりのおてんば姫のようだ。

　カルロが扉の近くで咳せき払ばらいをすると、ロザリーを始め、円卓を囲んで座っていた十数人が皆、こちらに視線を向けた。

「皆様。勇者様御一行が到着されてございます」

　カルロは私達に深く頭を下げる。

「それでは私は此処までです」

「カルロさん、ありがとう！」

　エルルと私が礼を言うと、カルロは微笑み、扉を閉めた。

　改めて前を向くと、

「おお……！　これが世界を救う勇者の一行か……！」

「あれが勇者……！　何と神々しい……！」

　部屋に居た者全てが感極まったように私達を見詰めていた。

　聖哉も身にまとった雰囲気はロザリーに負けていない。長身かつ端整な顔立ちの勇者は、誰が見てもそれと分かるオーラを持っていた。




　円卓の空いたスペースに案内されると、聖哉、私、マッシュ、エルルと横並びで椅子に腰掛けた。

　私は卓に座っている面々を見回す。戦略会議というだけあって集まっているのは、位の高そうなメンバー達だ。先程、ロザリーと言い争っていた筋肉ムキムキのバトという戦士や、帝国の紋章が描かれたローブをまとった魔法使い、さらに杖つえをついた年配の者まで。帝位継承者のロザリーがいることもあって、オルガの砦とりでには帝国上層部の者も集まっているのかも知れない。

　ロザリーに肘ひじで突つつかれ、ローブを着た魔術師らしい細身の女性が高い声を上げた。

「それでは早速ですが、これから勇者様を交え、蠅討伐の為の戦略会議を始めます！」

　しかし、その刹せつ那な。勇者がよく通る声で宣言する。

「待て。その前に、まずは身の安全を確保したい」

「……何と？」

「この場は危険だ」

　ざわざわっ……！

　ロザリーを始め、砦に派遣された帝国の重鎮一同に緊張が走るのがわかった。髭を生やした賢者のような老人が尋ねる。

「勇者様……それは一体どういう意味でございましょう？」

「この中に魔王の手先が変装して交まじっているかも知れん」

「ほ、本当ですか！」

　勇者の一言で騒然とする円卓。しかし、

「まぁ……そういう可能性もあるという話だ」

「な、なんだ……可能性の話ですか……」

　聖哉がそう言うと皆、一様に安堵した。私は聖哉の腕を突く。

「ねえ、聖哉。此処にモンスターの気配は感じないわ。大丈夫よ」

「うむ。そうか。魔王軍はいないか。だが、」

　聖哉はやはり難しい顔のまま、言う。

「この部屋に爆発物が仕掛けられているかも知れん」

「ほ、本当ですか！」

　安心したのも束の間。またぞろ騒ぎ出す重鎮達。しかし、

「まぁ……そういう可能性もあるという話だ」

　聖哉が呟つぶやくと、皆、ホッとする。だが次に聖哉は鋭い目で部屋の隅を見上げた。

「今の二つは単なる憶測にすぎん。だが本命は……この上だ。何者かが戦略会議をコッソリと聞いている」

「ほ、本当ですか！」

　三度目の正直にロザリーの顔色が変わる。

「急げ！　誰か天井を調べろ！」

　ロザリーの指示で数十人の兵が偵察に向かう。




　……十分後。

「報告します!!　兵士二十三名、くまなく総出で捜しましたが、会議場の上には全然、全く、何一つ、塵ちりさえもありませんでした!!」

　兵士が出て行った後。ロザリーを始め、重鎮達は固かた唾ずを吞のんで聖哉を見守る。

「まぁ……そういう可能性もあるという話だ」

　途端、『バンッ!!』と、ロザリーが激しく円卓を叩たたいた。

「いや、もういいわ!!　可能性、可能性って、そんなことイチイチ気にしてたら、夜もぐっすり眠れんわっ!!」

　私の代わりにロザリーは顔を真っ赤にして聖哉にツッコんでくれた。

　……うん。今のはちょっと女の子っぽかったわね。この子、普段はわざと低い声出してキャラ作ってるんだわ。まぁ実際、見た目、二十歳いってるかいってないか分からないくらいだしね。

　少し微笑ましい目でロザリーを見ている私に気付いたのか、口調を戻し、取り繕うように叫ぶ。

「や、やはりこのような戦略会議など必要ない！　勇者殿と私を先頭に奴らの巣に突っ込む！　それだけだ！」

「いやロザリー様！　それはあまりに、」

　横暴な意見に重鎮達が諫いさめるが、聖哉もコクリと頷うなずいた。

「賛成だ」

　ロザリーが見直したように聖哉に熱い視線を送る。

「勇者殿も私と同じ考えか！　よし！　それでは早速、攻め込むとしよう！」

「勘違いするな。賛成と言ったのは『会議など必要ない』という部分だ。俺の取るべき行動は既に決まっているのだからな」

「そ、それは一体？」

　会議場が静まり返る。皆、息を吞んで勇者の言葉を待った。

　やがて聖哉が明めい瞭りように告げる。

「帰る」

「「「は？」」」

「一いつ旦たん、統一神界に帰り、あの敵に対抗しうる特技を習得する為に修行をしてくる。以上だ」

　私とマッシュやエルルにとっては、もはや見慣れた聖哉の行動パターンだったが、

「「「はあああああああああああああ!?」」」

　ロザリーや重鎮達は血相を変え、大声でそう叫んだ。








第三十一章　平手打ち






　逞たくましい体つきの戦士バトが聖せい哉やに対し、苦笑いする。

「ご、ご冗談を!!」

「冗談ではない。帰ると言ったら帰る」

　ローブをまとった女魔術師が叫ぶ。

「そんな!!　もしや我らを見捨てるおつもりですか!?」

「とにかく帰る。絶対に帰る」

　強情な聖哉に、重鎮達は驚きと悲ひ愴そうさが入り交じった表情を見せていた。

　──い、いけない！　修行と聞いて、きっと何日も掛かると思ってるんだわ！

　私は誤解を解くべく声を張り上げる。

「皆さん、落ち着いて下さい！　修行といっても、ほんのちょっとの間だけですから！」

「うむ。ほんの三日間くらいだ」

　聖哉の台詞せりふに重鎮達は口々に絶叫する。

「いや三日も帰っちゃうのかよ!?」

「三日は『ほんのちょっと』じゃなくない!?」

「そんなに経ったら、もう砦、ボロボロになってっけど!?」

　あまりに驚いたせいで、矢継ぎ早に怒ど濤とうのツッコミをした重鎮達は、威厳のない言葉を叫んだことに気付いたのか、顔を赤らめ、咳払いをした。

　私はそんな彼らに言う。

「で、ですから、神界での三日は、下界では一時間もないくらいですので……」

「一時間……？　ほ、本当……？」

「そ、そうか。まぁ一時間くらいだったら……」

　納得しかけていたその時。今まで黙っていたロザリーが口を開く。

「そもそも修行など本当に必要なのか？　私は先程、女神の背に白い翼があるのを見たぞ！　女神は飛ひ翔しよう可能！　ならば、蠅はえに対抗する手段は既にあるではないか！」

　え!!　わ、私!?　ちょっとこの子、何言ってるの!?

　突然の指名にビックリしたが、聖哉がすぐに反論してくれる。

「ダメだ。女神はサポート役。戦えんのだ」

　せ、聖哉！　フォローしてくれてありがとう！

「というか、コイツはダメだ。まるで使い物にならん。ただ浮かび上がるだけ。風船と同じ──もしくは、それ以下だ」

「!!　何その言い方!?　あまりにも、あんまりじゃない!?」

『風船以下』呼ばわりされて憤るが、聖哉はそんな私を当然のように無視した。

「ちなみに飛翔ならば俺も出来る」

「おおっ！　ならば！」と円卓から声が上がるが、

「だが、それでは勝ち目はない。空の敵に空中戦を仕掛けるなど愚の骨頂。奴の思う壺つぼだ」

「勇者殿。それは弱気すぎやしまいか？　大体やってもみずに何故そんなことが言えるのだ？」

「先程、じっくりと観察したからだ。奴らの素早さは常軌を逸している」

　何気ない聖哉の台詞に、ロザリーは眉まゆを吊つり上げた。

「おい……待て。今、何と言った？　観察した、だと？　まさかアナタはベル＝ブブが我が兵を惨殺するところを遠くから見ていて、それでも動かなかったということか？」

　鬼のような形相で聖哉を睨にらむロザリー。ヤバい雰囲気を察知した私は、聖哉とロザリーの間に割って入った。

「いや、違うのよ！　助けようにも、あの時はもう既に遅くて……！」

　ロザリーは『ダンッ！』と円卓を叩き、私は「ヒイッ！」と声を上げる。

「早い遅い、助かる助からん、ではない！　あの光景を目の当たりにして、勇者は何もしなかったのかと聞いている！」

　凄すごい剣幕のロザリーだが、聖哉はそれでも冷静だった。

「おかしなことを言う奴だな。何をしても助からん場合、何もしようがないだろうが？」

「人が死んだ！　魔物に惨殺された！　それを見て勇者として心が動かなかったのか！」

「心など動かしてどうなる？　そういう時こそ心を鎮め、慎重に行動するのだ。周りの状況に左右されず、常に沈着冷静でいてこそ、その時、本当に必要な行動が出来るというものだ」

　まるで炎と氷。一生折り合わないであろう性格真逆の二人がそこにいた。

　やがてロザリーは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを聖哉に向けた。

「この男はダメだ！　勇者とは名ばかりの愚か者だ！」

「ろ、ロザリー様！　勇者様に対して、それはいくら何でも！」

「いいや！　勇者とは読んで字の如く勇ましき者！　ならばコイツは勇者ではない！　ただの臆おく病びよう者だ！」

　ロザリーは激怒しているが、そんなロザリーに私もちょっとムカっとする。

　な、何だか他人に言われると腹が立つわね！　聖哉だってこう見えて、色々考えて行動してるんだから！

　私だって以前はロザリーのように考え、憤った。だが今や私は、聖哉の慎重さは臆病とは異なる性質のものだということを知っている。

「あのね、ロザリーさん！　聖哉は確かに腰の重い勇者かも知れない！　でも、この用意周到さで、今まで幾度もピンチを切り抜けてきたのよ！」

　私は会議場に集まった者達を見渡した後、告げる。

「女神として断言します！　この勇者が修行を終え、準備が完全となった時──それはベル＝ブブ率いるフライ・アサルトフライ魔王軍急襲飛行部隊が壊滅する時です！」

　部屋がシンと静まり返る。私は立て続けにロザリーに言う。

「だから……ね？　修行が終わる一時間、お願いだから待っていて？　ロザリーさん……」

『仕方ない。わかった』と言うと思った。だが甘かった。

「……信じられるか」

　ロザリーは私の想像を超えて頑固だった。

「今日まで百を軽く超える部下達がベル＝ブブによって無惨に殺された。アナタにこの気持ちが分かるか？」

「わ、分かるわよ！　それは勿もち論ろん、辛つらく悲しいでしょうけど、」

「いいや。人間を超越した存在に、人の命の尊さが本当の意味で理解出来る筈はずもない。伝承では女神は悠久の時を生きると聞く。そうなのだろう？」

「そ、それは、そうだけど……！」

「ならば。無限が有限を語るな」

　ぐ……！

　私が歯は嚙がみしていると、聖哉がボソリと呟いた。

「……お前こそ人の命を語る資格などない」

「何だと？」

　低い声を出して、睨むロザリー。だが聖哉も負けじと鷹たかのような目をロザリーに返す。

「お前の兵は殺されたのではない。お前が殺したのだ」

「どういう意味だ？」

「お前の無策こそが、このような死体の山を築いている、ということだ」

「貴様……!!　今の発言を取り消せ!!」

　ロザリーが聖哉の目前まで歩を進めた。

「ろ、ロザリー様!?」

　重鎮達も私も焦るが、

「取り消せ！　取り消さないと……！」

　直情型のロザリーは、止める間もなく、大きく右手を引いていた。

　う、うわ!!　聖哉が女の子に殴られる!?

　ロザリーの右手が聖哉の頰を打つと思われた瞬間。目にも止まらぬ早さで聖哉はロザリーの腕を摑つかんでいた。

　だが……私が驚いたのは、むしろその後だった。

　ロザリーの攻撃を受け止めた後、おもむろに席から立ち上がった聖哉は、左手でロザリーの頰をぶった。

　ペシーン！

　会議場に高い音が響き、

「おっふうっ!?」

　ロザリーがロザリーらしくない珍妙な声を小さな口から漏らした。聖哉は反撃に備えるように、既に右手を振り上げ、構えている。

「はい、そこまでえええええええええええええ!!」

　私は二人の間に滑り込み、聖哉の代わりに弁解する。

「ち、違うのよ、ロザリーさん!!　今のは殴られそうになったから、つい殴り返しちゃったの!!　戦士としての条件反射みたいなもんです!!　聖哉に悪気はないのよ!!」

　そして、すぐさま振り返り、聖哉を叱る。

「いくら何でも女の子に暴力振るっちゃダメでしょ!!」

「向こうから殴りかかってきた。正当防衛だ」

　私は何とか場を丸く収めようとしていた。だがロザリーは既に怒髪天を衝ついていた。

「よ、よくも！　貴様っ！」

　間にいる私を押しのけ、またも聖哉に向け、右手を振りかぶる。

　しかし、目の前に展開されたのは先程のリプレイ。

　ペシーン！

「痛ったぁいっ!!」

　悲痛かつ高い叫び声がロザリーから漏れた。その後も、

「おのれぇっ！」

　ペシーン！

「いやぁんっ!!」

　可愛い声が漏れたり、

「ゆ、許さぬ！」

　ペシーン！

「あっはぁん!!」

　喘あえぐような声が漏れたりした。




　……私は先程、『条件反射で悪気はない』と聖哉をかばったが、今にして思えば、全く条件反射ではなかった。悪気だって、ありまくりだった。聖哉は普通にロザリーを平手で、ぶっていた。

　ロザリーが聖哉の右の頰を打とうとすると、聖哉はその前にロザリーの右の頰を打ち、ロザリーが左の頰を打とうとすると、聖哉はその前に左の頰を打つ。

　結果的にロザリーだけがビンタされまくり。彼女の頰はリンゴのように赤く腫はれた。

　会議の場は静まり返り、私はごくりと生なま唾つばを飲む。

　──ってか、女の子、殴り過ぎ!!　コイツ……このご時世になんて男なの!!　昭和初期!?　もしかしてコイツは昭和初期からやって来たの!?




　フェミニズムの欠片かけらもない勇者に戦せん慄りつしていると、ロザリーは涙と鼻水を垂れ流しながら剣を抜いた。

「……き、斬る!!　た、た、叩たたき斬ってやるゥゥゥ……!!」

「ろ、ろ、ロザリー様!!　落ち着いて!!」

「貴様など……ぐすっ……勇者では……あふっ……ない!!」

「せ、せ、聖哉!!　謝りなさいってば!!　ホラ、見て!!　この子、泣いちゃってるじゃない!!」

「泣いてなど……ううっ……いないっ!!　ひんっ……!!」

「聖哉!!　早く謝りなさい!!」

「謝らん。俺は悪くない」

「悪くなくても謝って!!　だってこんなに泣いてるのよ!!」

「だから……泣いて……ひっく……ない……!!　ちっとも……うっく……泣いてない!!」

「絶対に謝らない。俺は全然悪くない」

「!!　いや子供か、アンタら!?　どっちでもいいから、さっさと謝れよ!!」

　だが双方謝らない。やがてロザリーが泣きながら言う。

「もう……いい!!　勇者など……ひぐっ……いらん!!　私だけで……うぐっ……奴らの巣に向かう……から……!!」

　聖哉がそんな泣きべそをかいたロザリーを睨む。いや……睨んでいるのではなく、どうやら能力透視を発動しているようだ。

　私も参考までにロザリーの能力を見てみる。





ロザリー＝ロズガルド

Ｌｖ：23

ＨＰ：６７８０　ＭＰ：０

攻撃力：４１２０　防御力：３６５５　素早さ：３９８７　魔力：０　成長度：48

耐性：火・水・闇・毒・麻ま痺ひ

特殊スキル：光の加護（Ｌｖ：３）

特技：五月雨剣ノツキング・ソード

性格：直情的






　人間にしてはすごく高い方なんだけど……蠅はえ討伐に関しては……微妙ね。

　聖哉がボソリと呟つぶやく。

「戦帝とやらの娘らしいから、少しはやるかと思ったが……やれやれ、何と華のない能力値だ。これでは無駄死に確定だな」

　その瞬間、

「ウッグゥ───────ッ!!」

　そう唸うなりながら、ロザリーは顔真っ赤。そして蒼髪を振り乱し、大粒の涙をボロボロ。両手を握りしめ、プルプルと小刻みに震え始めた。

　……いや、それ、どんな怒り方!?

　エルルが私の隣で叫ぶ。

「な、何だか大変だよーっ！　ロザリーさん、犬みたいに唸ってるよーっ!?」

「エルル。放っておけ。近付くと嚙かまれるぞ」

「ウグググゥ───────ッ!!」

　バカにされてロザリーが更に唸る。マッシュがハラハラしながら聖哉の腕を突く。

「し、師匠……！　流石にこれは謝った方がいいんじゃ……？」

「死んでも絶対に謝らん。それより帰るぞ。リスタ。門を出せ」

「あ……う、うん……」

　収拾がつきそうもないので、私は言われた通りに門を出した。

　それでもロザリーは私の背後で、

「ウグゥ──────ッ!!　ウッグゥ──────ッ!!　ウグググゥ──────ッ!!」

　め、メッチャ唸ってる……!!　ホントに犬みたい……!!

　私はロザリーの前に両手をかざし、「どうどう」と言って落ち着かせようとした。

「と、とにかく一時間経ったら戻って来ますので!!　皆さん、待っていてね!?　ねっ、ロザリーさんも!!　ハウスッ、ハウスよっ!!」

　今にも飛びかかってきそうなロザリーを残し、私達は統一神界へと戻ったのだった……。








第三十二章　森に住む女神






「あのさあ。やめなよ、ああいうの。勇者っぽくない……ってか、人としてどうなのよ。そりゃあ確かに悪いのは向こうかも知れないけどさあ……」

　統一神界に着くなり、私は聖せい哉やに説教した。私の言葉などたいして気にしていない素振りの聖哉だったが、

「さっきの聖哉くん、怖かったよ……」

「ああ……すっげえ平手打ちだったよな……」

　エルルとマッシュにも軽く窘たしなめられ、聖哉は自分の手をまじまじと眺めだした。そして苦々しい顔で歯を食い縛る。

「気付いたら殴っていた。あの女を見ていると無性にイライラしてしまうのだ」

「……聖哉？」

　少しだけ驚いた。口は悪いし、横暴だが、聖哉自身はあまりこういった喜怒哀楽の感情を人前で出さないからだ。

「あの考え方に腹が立った。勝算もないくせに無思慮に前へ前へと進もうとする。それがどんな犠牲を伴うかも考えずに、だ」

　そう。ロザリーの向こう見ずな性格は、慎重な聖哉とは正反対。だからこそ、より怒りが湧いてしまったのだろう。

「とりあえず、ちょっと休憩でもしましょうか」

　こういうテンションでいきなり修行を始めるのはどうかと思い、私なりに聖哉に気を遣ったのだが、

「いや。その必要はない。さっさと修行したい」

　先程まで難しかった聖哉の顔は、今や平然そのもの。何事もなかったかのようにケロッとしている。

　ってか、気持ちの切り替え、早っ!!

「でも聖哉くんって、やっぱり優しいよねーっ！」

　ニコニコと微笑むエルルに聖哉が不思議そうに聞く。

「何がだ？」

「だって結局はロザリーさんを助ける為に今から修行するんだから、優しいよー！」

「別にあの女の為に、という訳ではない。だが、俺はお前達の世界を救う為に呼ばれたらしいからな」

　うーん。色々酷ひどいところもあるけど、こういうところはしっかりしてるのよね。責任感が強いというか、目的に私情は挟まないというか。

　聖哉が艶つやのある黒髪をかきわける。

「それで蠅退治な訳だが、既に次の神の目星は付けてある」

「へえ、そうなんだ？　私の知ってる神だったらすぐに紹介出来るわよ！　言ってみて！」

「ではパトリオット地対空ミサイルの神を出せ」

「パトリ……いや、いねーよ、そんな神!!」

「ならば銃の神でもいい」

「銃の神……ならいるかもだけど……そもそもゲアブランデは、そういう世界観じゃないからさ……」

「敵を倒すのに世界観も糞くそもあるか」

「だから無理なんだって！　此こ処こで銃の腕前がいくら上がっても、ゲアブランデは銃自体が存在しない世界なんだから！　仮に神界で銃を貰もらったとしても、ゲアブランデには持って行けないし！」

「チッ」と舌打ちする聖哉。いや、仕方ないじゃん！　それが神界のルールなんだから！

「なぁ、師匠。雷の魔法なんてどうだろ？　砦とりでのオッサンが空の敵に効果的とか言ってなかったか？　雷が得意な神様に教えて貰うとか……」

「ベル＝ブブのステータスを見た時、雷の耐性があった。周りのザコ蠅には効くのかも知れんが、雷魔法は今回の標的に対して適切ではない」

「うーん。そうか……」

　マッシュと話した後、聖哉は宙に視線を漂わせた。

「パトリオットも銃も雷もダメとなると……残るは弓矢だな。リスタ。あてはあるか？」

「弓の女神なら知ってるわ。神殿から少し離れた所にある『神しん緑りよくの森』で何度か見かけたことがあるもの」

「ではとりあえず、その女神に会ってみよう。案内しろ」




　神殿から歩くこと十数分。辺りの景色が変わり始めた。私達は今、鬱うつ蒼そうと茂った木々の間にある細い小道を歩いていた。

　澄んだ空気が鼻び腔こうをくすぐる。リスのような小動物が私達に気付くと首をひっこめる。統一神界にある、手の加えられていない原生の森──それがこの『神緑の森』である。

「お前はこういうところに、ちょくちょく来るのか？」

「うん。アリアとたまにピクニックにね。サンドイッチなんか持って」

「何がピクニックだ。少しは働いたらどうだ。このニート女神が」

「だ、誰がニート女神よ!!　私、今、ちゃんと働いてます!!　いいじゃんか、たまにピクニックしたって!!」

　そのうち小道が無くなって、目の前にはただ木々が立ちふさがるのみ。

『弓の女神ミティスは、森の中の開けた場所で一人静かに弓の練習をしているのよ。だから邪魔しないようにこの先には入らないようにしましょう』

　アリアは以前、そう言っていた。だからアリアと遊びに来るのは、この辺りまで。ここから先に足を踏み入れたことはなかった。私がミティス様を見たことがあるのも、小道ですれ違う時だけなのだ。

「……行ってみましょう」




　道なき道を木々をかき分けながら進む。しばらくすると密集していた木がまばらになっていく。

　神緑の森の中頃、鎮座する一際大きな大木を除けば、辺りに木も少なく、丸く開けたその場所で、女神ミティスは絵になるような美しさで、矢をつがえた弓を引いていた。絹のように真っ白な頭髪は腰まである長さ。細い目が知的な印象を与える。『清せい楚そな美しさを持つ女神』──それがミティス様を見て、私が受ける印象だった。

　ミティス様が引いた手を離すと、風を切る音を立て、矢はたちまち森の中へ消える。そのタイミングを見計らって、私は話しかけた。

「練習中すいません。ミティス様」

「あら。確か……リスタルテさんでございますね。ご機嫌麗しゅうでございます」

　丁寧──というか変わった話し方の女神である。

　最初に「射的、お上手ですね！」などと弓の腕前を褒めて、会話の糸口にしたかったのだが、ミティス様が射た先には木々が立ち並んでいるだけだった。

　言葉を失う私にミティス様は微笑む。

「この木の間を抜けた遠くに的が置いてあるのでございます」

「は、はぁ……そうなんですか……」

　指さされた方向を凝視するが、そこには木々が鬱蒼と生い茂るのみ。視力がいい筈はずの私だが、的など全然見えなかった。

「そ、それでミティス様！　実はこの勇者にミティス様の弓を教えて頂きたくて、」

　話している途中、聖哉は片手を伸ばして私の言葉を遮った。

「聖哉？」

「その前にまずはお前の実力を見せて貰おうか。上を見ろ」

　見上げた空には巨大な火の鳥が三羽、宙を舞っていた。聖哉が魔法で作り出したオートマティック・フェニックス鳳凰自動追撃だ。

「遠くの動かない的を射ることは出来ても、空中で高速移動する物体を射撃出来るのかを知りたい。それが出来なければ、話にならんからな」

「せ、聖哉！　そういう言い方、失礼でしょ！」

　だがミティス様は優しく微笑む。

「あの魔法の鳥を射ればいいのでございますね？　分かりましたでございます……」

　そしてミティス様は持っていた弓矢を足下に置いた。

「これは練習用の弓矢でございます。私、実戦には魔法弓を使用するのでございます」

　言いながら、まっすぐ伸ばした左腕が輝く。

「シャイニング・アロー輝光弓……」

　次の瞬間、ミティス様の左手には光の弓が握られていた。更に同時に引いた右手にはいつの間にか光線のような矢が細い光の弦に、つがえられている。
















　光の弓矢を向けた上空には、しかし、凄すさまじいスピードで旋回する火の鳥達。ミティス様も狙いを付けられず、戸惑っているのかと思ったその時、糸のような目が大きく見開かれた。光線のような矢が上空に向けて発射されたと思った刹せつ那な、既に空では耳じ朶だを震わす大爆発が巻き起こっている！

　……何が起こったのか分からなかった。だが煙が晴れた空にはフェニックスが一羽も飛んでいない。

　ええっ!?　ミティス様の放った矢は、確か一本だけだった筈!!　なのにどうして三羽のフェニックスが一気に消えちゃったの!?

　驚く私の隣で聖哉が独り言で説明してくれる。

「空を舞うフェニックスが直線的に重なる時を狙って矢を射たか。それで三基、同時に倒されたという訳だな」

　う、噓!!　あの素早さで空を飛んでいたフェニックスが重なった時を見極めて!?　まさに神業!!　いやまぁ実際、神なんだけど!!

　聖哉が満足そうに頷うなずく。

「うむ。これならベル＝ブブも仕留めることが出来そうだ。いいだろう。お前に教えて貰うことにしよう」

　まるで立場が逆のような聖哉に、ミティス様が釘くぎを刺す。

「教えるにあたって、私からも一つだけ条件があるのでございます。勇者様は得意な魔法は何でございましょう？」

「火炎系だが」

「ならば火炎の魔法弓──つまりファイア・アロー火炎弓は既に習得されてございますか？」

「いや。覚えていない」

「そうでございますか。では、修行の前にまずファイア・アロー火炎弓を覚えて頂かなければならないのでございます。おそれながら、私の技の伝授はその後で、ということになるのでございます」

　ミティス様の仰おつしやることは当然だ。得意系統での魔法弓が作れないようでは、弓の女神の神業を教えることなど出来る筈がない。

　ミティス様が細い目を更に細めて笑う。

「ファイア・アロー火炎弓が出来ないようでございましたら、私と違う稽けい古こでもするでございますか？」

　違う稽古？　ミティス様の皮肉かしら？

　だが聖哉は首を横に振る。

「いや、弓でなければ教わる意味がない」

　そして聖哉は後ろにいたエルルに話しかけた。

「お前は確かファイア・アロー火炎弓を覚えていたな？」

「う、うんっ！」

「今、此処で俺に教えろ」

「い、今!?　いくら聖哉くんでも、そんなすぐには覚えられないと思うよっ!?　私、覚えるのに一年くらい掛かったんだよっ!?」

「いいから教えろ。時間が勿もつ体たいない」

「じ、じゃあまず左手を伸ばして……その左手から出した魔法の火炎が弓を象かたどるようなイメージで……」

　教えながらエルルは「あはは」と乾いた声で笑う。

「最初は出来なくて、当然だからね？　でも何百回も何千回も諦あきらめずに練習すれば、きっと、そのうち、」

「こうか？」

　しかし。聖哉の左手には既に炎の弓が具現化していた。

「え……」

　エルルが目を大きく見開く。

「で、でも！　本当に難しいのはここからだよっ！　次は右手に矢を具現化……ってもう具現してるううううっ!?」

　聖哉の右手には炎の矢があり、炎の弦に、つがえられていた。

「だ、だ、だけど本当の本当に難しいのはここからなんだっ!!　最初は一メートルすら飛ばせないと思うけど、それでも根気よく、」

　聖哉が上空に向けて放った火炎の矢は蒼そう穹きゆうの彼方かなたへ消えた。

「ね、ね、ね、狙った的に当てるのこそ、本当の本当に至難の業で、私なんか今ですら、狙い通りには、」

　聖哉が次に放った矢は数十メートル先の細い木の幹に当たり、木を炎上させた。

「うむ。狙い通りだ。簡単なものだな」

　そして聖哉はミティス様を振り返る。

「これでいいか？」

「お、驚く程に飲み込みが早い勇者でございますね」

　驚きよう愕がくの表情のミティス様だったが、やがて楽しそうに口角を上げた。

「しかし、それでこそ選ばれし者。いいでしょう。早速、修行に移るでございます……」




　聖哉を森に残し、マッシュとエルルと一緒に私は神殿に戻ってきた。勿もち論ろん、帰る途中で落ち込むエルルを励ますことを忘れなかった。

「ううっ……！　何だかメチャクチャ凹へこむよぉぉぉっ……！」

「エルルちゃん、気にしないで！　あの勇者が異常すぎるのよ！」

　マッシュが私の肩をチョンチョンと突つつく。

「なあ、リスタ。それはそうと俺とエルルは、これから此処でどうすりゃいいんだろ？」

「そうねえ。聖哉は何か言ってた？」

「森を出る前に聞いたんだけど、師匠は『そうだな。お前達は食堂でお菓子でも食べていたらいいんじゃないか』って……」

「ひ、ひどいわね……適当すぎる……」

「ああ。いくら師匠の言葉とはいえ、三日間もお菓子ばっか食べてらんねえよ。俺達だってもっと強くなりたいんだ。リスタ。誰か修行してくれる神を紹介してくれねえか？」

「分かったわ。そうね……マッシュはこの前、セルセウスに教えて貰もらったから、次はアデネラ様に教わってみたらどう？　聖哉と同じ流れでいくと、その順序になるけど？」

　私は剣神セルセウスより格上である軍神アデネラ様を薦めてみた。

「なるほど！　師匠の後を追う形か！　そりゃあいいな！　そうしてくれ！」

「エルルちゃんはどうする？」

「私、今日は、やる気ない……。お菓子食べて過ごす……」

「そ、そう！　まぁ焦らずいきましょう！　一緒にマカロンでも食べましょうね！」




　エルルの修行は翌日考えるとして、とりあえず私はマッシュの為にアデネラ様を捜した。だが神殿地下のアデネラ様の部屋には鍵かぎが掛かっていた。ノックしてもいる気配はない。

　仕方なく諦めて、神殿内をぶらついていると、筋肉ダルマのセルセウスに出会った。

「よう、セルセウスのオッサン！」

「こんにちは、セルセウス。ねえ、アデネラ様、見なかった？」

　笑顔で挨あい拶さつするマッシュと私に、セルセウスは血相を変えて寄ってきた。

「お、お前らが此こ処こにいるってことは、ひょっとしてあの勇者も帰って来てるのか!?」

「うん。でも今は神緑の森で修行してるけど……聖哉がどうかした？」

「どうかした、じゃないよ！　そのアデネラ様が大変なんだ！　普段から病んでいるところはあったが、あの勇者のせいで最近、更にずっと病んでしまわれてな！」

　……すっかり失念していた。前回、神界に行った時、聖哉に振られたせいでアデネラ様は血の涙を流し、中庭で大暴れしたのであった。

「そ、それでアデネラ様、今どんな感じなの？」

「『せせせせ聖哉ゆゆゆゆ許さないここここ殺してやる』と、日中ずっと呟つぶやいているのだ。最初聞いた時、ヒップホップでも口ずさんでいるのかと思った程だ」

「そ、そんなにヤバいの……!?」

「ああ。気をつけろよ。アレは洒落しやれにならん。急に後ろからグサリ……なんてこともあるかも知れんぞ」

　真顔で忠告するセルセウスに私は戦せん慄りつしていた。

　こ、これはマッシュを修行させるどころじゃあないわ！　アデネラ様には出くわさないようにしないと！

　狂気に目を光らせ、「ひひひひひひひひ」と剣を研ぐアデネラ様の姿を想像し……私はブルッと身を震わせたのだった。








第三十三章　闇は深く






「私も話は聞いてるわ。慰めようとしたんだけどあの子、聞く耳、持たなくて……」

　アリアはそう言って苦笑する。マッシュとエルルを連れて、アリアの部屋を訪れた私はアデネラ様のことを相談したのだ。

「ねえアリア。どーしよう？　イシスター様に言ったら何とかしてくれるかなあ？」

「うーん。それはちょっと……。ホラ、アデネラだって振られた後、更にイシスター様に窘たしなめられたりしたら、それこそ可哀想でしょ？」

「それは、まぁそうかもだけど……でも、もし、聖せい哉やが刺されでもしたら……」

「セルセウスもリスタも大おお袈げ裟さねえ。アデネラも流石にそんなことはしないわよ。それに万が一そうなったとしても、あの勇者なら、きっと大丈夫でしょ」

　そう言ってアリアは紅茶を飲んだ。

　えぇー！　アリアったらちょっと悠長すぎない？　事が起こってからじゃあ遅いのに！

　あの天才勇者が敵でなく、女神に殺されて退場とか、そんな最悪な事態だけは何としても避けたかった。こうなれば一度、私の方から出向いて、アデネラ様とゆっくり話し合った方がいいかも知れない。そして、聖哉にはアデネラ様と鉢合わせしないように言っておいて……

　そんなプランを考えていた矢先、アリアの部屋のドアが大きく開く。

「師匠!!」

「あっ、聖哉くんだ!!」

　そこには、くだんの勇者が立っていた。二人と同様、私も吃きつ驚きようする。

「聖哉!?　アンタ、どうして此処に!?　修行はどうしたのよ!?」

「休憩中だ。少しこの女神に用があってな」

　聖哉はアリアの元まで歩を進める。

「お前は以前『封印の女神』と名乗っていたな。なら、魔物を封じ込めて永遠に出てこられなくするような技はないか？」

　聖哉の質問に、アリアは頭を下げる。

「ごめんなさい。私にはそういった特技はないわ。誰かに掛けられた封印を解くのは得意なのだけど……」

「そうか。なら仕方ないな」

　えっ。封印の特技？　聖哉ったらどうして今アリアにこんなこと……？

　二人のやり取りを見ていた私は、やがてハッと気付く。

　そ、そうか！　聖哉はイグザシオンの代わりを探してるんだわ！　手に入れられなかった最強武器の代わりに魔王を倒す方法を！

　目前の敵ばかりに囚とらわれず、今後を見据えた行動をする慎重勇者を内心、誇らしく思った。なので、つい言葉に出してしまう。

「聖哉ってば偉いわねー！　休憩中なのに魔王を倒す手段を考えてるなんて！」

　途端、聖哉が鋭い目で私を睨にらんだ。そして、私は口を滑らせたことに気付いた。

「ん？　魔王を倒す手段？　イグザシオンがあるじゃんか？」

「そうだよね？　ねえ、リスたん。どうして？」

　マッシュとエルルが私をジッと見詰めている。

　あああああああああ!?　私のバカ!!　い、一体どうすれば!?

　すると聖哉が助け船を出してくれる。

「最終決戦では何が起こるか分からんからな。イグザシオン以外にも魔王に有効な攻撃方法を探しておくのは当然だろう。そしてイグザシオンはその時までなるべく使わないつもりだ。刃こぼれでもしたら大変だからな」

　エルルが首をかしげる。

「刃こぼれなんてするかなあ。最強の聖剣なのに……」

　ふと訝いぶかしげな表情を見せた二人だったが、すぐに、

「ま、慎重な師匠らしいな！」

「うん！　確かに聖哉くんらしいね！」

　そう言って笑顔を見せた。

　よ、よかった！　普通の人が言ったら、怪しいことこの上ない言い訳だったけど、聖哉が言えばそれっぽい！　マッシュもエルルちゃんも納得してくれたみたいね！

　聖哉はイグザシオン──というかプラチナソード改の入った鞘さやを私に向ける。

「という訳でリスタ。これはお前が持っておけ」

「わ、分かりました……って、痛い痛い痛い痛い!?」

「余計なこと言いやがって」とばかりに、聖哉は鞘を私の胸にグイグイ押しつけた。

「うっぎゃあああああ!?　潰つぶれる!!　オッパイ、潰れるってええええええ!!」

　アリアがクスリと笑う。

「仲がいいのね」

　いやコレそんな、ほのぼのしたシーンじゃないから!!　この勇者、本気で私の乳、潰しにきてるから!!

「……では俺は修行に戻る」

　ようやく乳を潰すのを止めてくれた後、聖哉は踵きびすを返した。

「痛いったいなぁ、もう……！」

　潰されかけたオッパイをさすりながら、私は部屋を出て行こうとする勇者に声を掛ける。

「聖哉！　アンタ、アデネラ様には気を付けるのよ！」

「なぜだ？」

「前にアンタが酷ひどいことしたから怒ってるの！」

「俺がアデネラに何かしたか？　覚えていないな」

　全くどうでもいいという風な顔をした後、聖哉は扉を閉めた。

　聖哉がいなくなった後でマッシュが溜ため息を吐く。

「はぁ。話を聞いた限りじゃ、そのアデネラってのも修行してくれそうにないし……俺、これからどうしよ……」

「私と一緒にお菓子食べようよ、マッシュ！」

「クソッ！　やっぱり三日間、お菓子を食べ続けるしかねえのか……！」

　そんなマッシュにアリアが近付く。

「あら……アナタ。秘められた力があるようね？」

「ひょっとして神竜化のことか？　ああ、俺、頑張ればドラゴンに化身出来るらしいんだよ。だからその為にも、もっと修行してレベルを上げたいんだけど……」

「これって封印に近いわね。よかったら私が解いてあげましょうか？」

「!!　マジで!?　そんなこと出来るのかよ!?」

　アリアの言葉に私も驚く。

「ちょっとアリア!!　そんなチートみたいなことしちゃっていいの!?　神界のルールに触れない!?」

「この子が元々持っている力を解放するだけでしょ。問題ないわ。それに、私はやり方を教えるだけ。どうせ一朝一夕には出来ないでしょうし、これも修行の一環よ」

　上位女神のアリアが言うなら問題はないのだろう。ならばマッシュはアリアに任せるとして、エルルは……。

　私が眺めているとエルルは、ぎこちなく笑った。

「いいよ、リスたん！　全然、放っておいてくれて構わないよっ！　私、ずっと食堂でお菓子食べてるんで！　お菓子好きなんで！」

　色々あったせいでエルルは随分、自信を無くしているようだった。

　そんなエルルの肩にアリアが手を乗せる。

「アナタにも才能が隠れているわよ。私ならそれを引き出すことが出来る。どう？　私に任せてみない？」

「ほ、本当っ!?　こんな私にも何か出来ることがあるの!?　な、なら引き出して!!　お願いしますっ!!」

　エルルの隠れた才能まで見抜くとは流石アリアである。私は喜ぶ二人を安心してアリアに託したのだった。




　アリアの部屋を出た後、私は少し楽観的になっていた。アリアが言うように、ひょっとしたらセルセウスが大袈裟なだけで、実際アデネラ様はそんなに怒っていないのかも知れない──そんな気がしてきたからだ。

　それでも一応、神殿の階段を下り、アデネラ様の部屋に再度、様子を見に向かった。

　暗がりの中、通路の突き当たりにある木の扉をノックするが、やはり返事はない。帰る前にふと、扉の取っ手に手を掛けてみた。どうやら鍵かぎは開いているようだ。

「し、失礼しまーす……」

　薄暗く殺風景な部屋に入る。見渡すが、やはりアデネラ様はいなかった。

　諦あきらめて戻ろうとした時、左手にある壁の模様が気になった。何やら一面に文字のようなものが描かれている。

　暗がりの中、近寄って、その壁を凝視した瞬間……私は凍り付いた。




『殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す』




　小さな字で、びっしりと！　聖哉への恨みつらみが書かれているではないか！

　こ、こ、これはヤバすぎる!!　アリアに早くこのことを知らせなくっちゃ!!

　急いで振り向いた瞬間、

「ひひひひひひひひひ」

　すぐ目の前に猫背のアデネラ様が佇たたずんでいた。

「ひいいいいいいいいいいいいっ!?」

　膝ひざから崩れ落ちる。アデネラ様は、腰を抜かした私に、くまのある目を近づけた。

「り、リスタルテ。お、お前が帰って来てるってことは、あ、あの勇者も、ひひひひひ、か、帰って来てるんだね？」

「い、いえっ!!　今回は私一人だけですっ!!　聖哉は帰って来てません!!」

　私は咄とつ嗟さに噓を吐いた。

「そ、そうなの？　ほ、本当に？」

「ほ、ほ、本当に本当ですっ!!」

「そ、それで、お前は一人で、わ、私に、な、何の用？」

「いえ特に！　用は何もありません！」

　焦ったせいで、言っていることがムチャクチャである。

「用もないのに、へ、部屋に、わざわざ、き、来たの？」

　アデネラ様はそんな私を胡う散さん臭くさそうに見詰めた。そのせいで私は更に焦ってしまう。

「いや、その、あの、実はアデネラ様のお部屋のインテリアを見たくて！　わ、私、他の人の部屋を見るのが趣味なんです！　いやぁ、とっても素敵なコーディネイトですねっ！」

「……そ、そう？」

　私とアデネラ様は『殺す』と一面に書かれた壁を、二人一緒にしばらく無言で眺めたのだった……。




「アリア、アリア、アリア!!　ヤバい、ヤバい、もうマジ、絶対ヤバいってええええ!!」

　私は半狂乱でアリアの部屋に戻り、先輩女神にすがりつく。

「落ち着きなさいよ、リスタ。何がそんなにヤバいの？」

「アデネラ様よ!!　一回、地下の部屋、見てきてよ!!　『殺す』って壁一面に書いてあるの!!　私、ビックリしすぎて『素敵なコーディネイトですね』とか訳の分からないこと言っちゃったわ!!」

　しかしアリアは優しく微笑む。

「ああ、アレは聖哉に対して書いたんじゃないわよ。あの子の部屋の壁、昔からあんな感じよ。ウォールアートってやつね」

「!!　アレ、ウォールアートなの!?　噓でしょ!?」

「とにかく、あの壁は前からあるわ。薄暗いから以前、入った時は気付かなかったのね」

　じゃあホントにコーディネイトだったの!?　いや、どんなコーデ!?　信じられない!!

「心配しすぎよ、リスタ」

「で、でもね、アリア!!」

　食い下がる私の目前、アリアは人差し指を立てて「しーっ」。隣を見るとマッシュとエルルが日本の座禅のような姿勢で床に座っていた。

「今、二人には精神集中して貰もらっているの。少し、静かにしてあげてくれるかしら？」

「ご、ごめんなさい」

　二人の修行の邪魔をしてはいけないと思い、私は渋々、アリアの部屋を出た。




　アリアは優しい。私のこともアデネラ様のことも同じく、妹のように思っているのだろう。だけど……

　──だけど、今のアデネラ様は絶対に危険よ!!　こうなったら私が聖哉を守ってやるしかないわ!!




　翌日。神緑の森ではミティス様と聖哉が真剣な顔で稽けい古こに励んでいた。

「聖哉さん。実は弓矢にとって一番大切なのは『目』なのでございます。目に意識を集中するのです。遥はるか遠方まで見渡し、敵の位置を摑つかむ視力こそ、大事なのでございます」

　聖哉はミティス様のアドバイスに頷うなずきながら、光の矢を遠くの木に向けて放つ。既に聖哉は光の魔法弓をマスターしているようだった。

　次は聖哉の方からミティス様に尋ねる。

「同時に数本、矢を発射することは出来ないのか？」

「魔法弓だからといって──いえ、魔法弓だからこそ、矢を射る時には極度の精神統一を必要と致します。そうしてこそ威力があり、また通常の矢を遥かに超える距離を飛ばすことが出来るのでございます。故に連射を繰り返し、同時発射に近づけることが精一杯。それも人間にとっては三連射が限度でございましょう」

　ミティス様は天に向かって光の弓矢を構える。一本の矢を放った刹せつ那な、既に新たな魔法の矢を手から創造。即座にそれを放ってゆく。目にも留まらぬ所作で創られ、乱射された光の矢は、私の目には同時に放たれたように映り、七つの光点となって蒼そう穹きゆうへと消えた。

「このように私でも七連射が限界。オーダー神界特別措置法施行にて本来の力を解放すれば十連射はいけるかも知れませんでございますが……」

「七連射か。仮にそれを魔物に放ったとして、かわされる可能性は？」

「精度も射程も他属性の魔法弓を上回るシャイニング・アロー輝光弓にて範囲を広げて放つ七連射……それを一発も受けずに、かわすことは絶対に不可能。そんな魔物はありえないのでございます」

「本当か？」

「弓の女神の名にかけて。絶対にありえませんでございます」

　ミティス様はニコリと笑う。

「どちらにせよ、七連射は人間にはおよそ到達不可能な領域でございます」

「仮に、の話だ」




　しばらく木陰で待っていると、ミティス様が聖哉に一礼、森の奥に姿を消した。どうやら休憩時間になったらしい。

　私は聖哉に近付き、作ってきた弁当を手渡した。

「どう、聖哉？　修行の方は？」

「順調だ。連射も明日にはマスター出来るだろう」

「そう。よかった。それでね、明日帰る時まで、なるべく神殿には立ち寄らないでね。アデネラ様に会うとどうなるか分からないから」

「アデネラに会うと？　どういうことだ？」

「だから昨日言ったじゃない。アデネラ様がアンタに激怒してるのよ」

「会うも会わないも、ないだろうが」

「いや、それはまぁ聖哉の自由だろうけど、とにかく今は会わせたくないのよ。……ね？　明日、マッシュとエルルちゃんを此こ処こに連れてきて門を出すから、この森から直接ゲアブランデに戻りましょう」

「リスタ。さっきからお前は一体何を言っているのだ？」

「は？　何を……って？　アンタがアデネラ様と鉢合わせしないように、こうして気を配ってるんじゃないの」

「全く意味が分からん」

　そして聖哉は人差し指で私の背後を指した。

「アデネラなら、さっきから、お前の後ろにいるではないか」

　……え。

　言われて、ゆっくり後ろを振り返ると、

「ひひひひひひひひひひひひひひひ」

　息が触れるような距離で、アデネラ様が不気味に微笑んでいた！

「ウッギャアアアアアアアアアア!?」

　私は大絶叫！　昨日のように腰を抜かして、その場に、へたり込む！

「ひひひひひひひ。り、リスタが一人で帰ってくる筈はずは、な、ないよね？　そ、そう思って今日、し、神殿を出てから、あ、後をつけてたんだ……」

　楽しげに言った後、アデネラ様は、ぬらりと腰の剣を抜いた。

「ち、ちょっと、アデネラ様!?　お、落ち着いて!!」

「だ、ダメだ、よ。その人間は、ぜ、絶対に、ゆ、ゆ、ゆ、許さない」

　ぞろりと長いアデネラ様の黒髪が鬼女のように逆立っていた。復ふく讐しゆうの鬼と化した女神は聖哉に対たい峙じし、腰を落とす。

　こ、この構え……見たことがある！　これは『連撃剣』の構え！　本気で聖哉と戦う気だわ……！

「ぬ、抜け、聖哉。ほ、本家本元の、れ、連撃剣を、み、見せてやる……！」

　溢あふれる殺気は、一触即発。だが聖哉はいつものように平然としていた。

「久し振りだな、アデネラ。元気か？」

　そんな挨あい拶さつに私もアデネラ様も一瞬、きょとんとしてしまう。

「な、何を言っている。お、お前が、わ、私に一体、ど、どれだけ酷ひどいことをしたか。お、お前だけは絶対に、ゆ、許さ、」

「髪が傷んでいるな」

　聖哉は剣を持ったアデネラ様に無防備に近寄り、逆立った毛を撫なでた。

「お、お、お前、な、何を、」

「せ、聖哉!?　危ないって!!　刺されるわよ!!」

　だが聖哉は猫でも触るように、ヨシヨシと、アデネラ様の頭を撫でまくった。

「や、や、やめろ。お、お前だけは、ゆ、ゆ、許さな、」

　それでも撫でまくる。やがて天を衝ついていた怒髪はシンナリとして、いつものアデネラ様の髪型に戻った。

「うむ、これでよし」

「聖哉ぁ!!　アンタ、いい加減に、」

　私は聖哉を引っ張り、暴挙を止めさせる。そして小刻みに震えるアデネラ様を見た。

「ゆ、ゆ、許さな……ゆ、ゆ、ゆ、」

　う、うわあ……!!　メチャメチャ怒ってるよ!!　こ、こんなのどうやって止めたらいいの!?

　しかし、アデネラ様は俯うつむきながら、こう呟つぶやいた。

「ゆ、ゆ……許………………す……」

「……へ？」

　聞き間違いではなかった。百八十度変わった言葉を吐いた後、アデネラ様が顔を上げる。殺意に満ちた眼まな差ざしは、いつしかハート型の恋する瞳ひとみへと変わっていた。

「!!　いや絶対に許さないんじゃなかったの!?」

「な、何だかもう、ぜ、全然許せる。って言うか、す、好き……！」

　剣を地面に落とし、アデネラ様は聖哉と腕を組んだ。

　そうこうしているうちにミティス様が戻ってきた。途端、聖哉はアデネラ様に冷たい視線を向ける。

「アデネラ。俺は今から修行がある。お前がいると邪魔で目障りで鬱うつ陶とうしい。さっさとあっちへ行くがいい」

「う、うん。わかった。す、好き……！」

　!?　ものすっげー酷いこと言われてるけど!?　撫で撫でされた嬉うれしさで、なじられていることすら感じてないの!?




　木陰でウットリと聖哉の練習姿を見守るアデネラ様を白い目で見る。ふと、私の脳裏にアリアの言葉が蘇よみがえった。

『あの勇者なら、きっと大丈夫でしょ』

　ほ、ホントにその通りだったわ。何よ。私よりアリアの方が聖哉のこと分かってるじゃない……。

　自分一人だけが空回りしていたようで、何だかバカバカしくなって力が抜けた私は、アデネラ様の隣にグッタリと座り込んだのだった。

　……真の恐怖が音を立てず、すぐそこまで忍び寄っていることには気付かずに。

















第三十四章　ご淫いん乱らん






「ねっ。問題なかったでしょ？」

「うん。心配して損した」

　翌日、アリアの部屋の前。事の顚てん末まつを語った私に先輩女神はニコリと微笑んだ。

「口では何と言っていようが、アデネラだって女神よ。召喚された人間の命を取るような真似は絶対にしないわ。それに聖せい哉やは大抵のことは自分で何とか出来ちゃう勇者だから」

　──はぁ。溜ため息出ちゃう。やっぱり私はアリアには何一つ敵かなわないんだよなあ。いや……だけど、それにしても……

「アデネラ様はともかくとして、聖哉に関しちゃあ私の方が付き合い長い筈なのに。悔しいなー。何でだろ？」

　単なる愚痴だった。しかしアリアは私の言葉に対し、語気を強めた。

「り、リスタは私に、よくあの勇者のことを語ってくれるじゃないの！　慎重で強いとか色々！　だから大丈夫だと思ったのよ！」

「う、うん。そっか。そうだよね」

「それより、リスタ！　あの二人を見てちょうだい！　修行の成果を見せてあげるわ！」

　アリアはドアノブに手を掛け、部屋の扉を開いた。そして静かに座って修行していたマッシュとエルルに話しかける。

「ねえ、マッシュ！　リスタにアレを見せてあげて！」

　急に話しかけられて「お、おう」と少し驚いた様子だったマッシュだが、立ち上がると右手を私の方に向けた。「？」と思っているうちに、マッシュの右手が徐々に変化していく！　それはトカゲ人間になる竜人化とはまた違った変化。今、マッシュは人間のまま、その右手だけがウロコのある巨大なドラゴンになっていた。

「な、何コレ!?　アリア!?」

「神竜化の封印──その一部を精神統一によって解放したのよ。竜の手を解放することでマッシュの攻撃力が数段、跳ね上がったわ」

「どうだ、リスタ！　すげえだろ！」

　片手だけが巨大化した自信満々のマッシュを見て、私も喜ぶ。

「うん！　すごいわ！　頑張ったわね、マッシュ！」

「へへっ！」

「手だけが巨大でバランス悪いから、ちょっとキモいけど……ホントよく頑張ったわね！」

「!?　何だよ、キモいって!?」

「リスたん！　そんなことないよー！　手だけ見るとカッコいいよー！　全体的に見ると、まぁ……ずいぶんとアレだけど！」

「ずいぶんとアレって何だよ!!　フォローになってねえよ!!」

「二人共、何よ、その言い草は。マッシュは努力の末、短期間でこの特殊スキル『愉快な大きい右手』を手に入れたのよ」

「アンタも俺のこと、バカにしてない!?」

　憤慨するマッシュの肩にエルルが手を当てた。

「まぁまぁ、マッシュ！」

　だがその時、エルルは少し意地悪く笑っていた。そしてマッシュが口を開く。

「なーにーすーんーだーよー！」

　……えっ？　マッシュの喋しやべり方が急におかしくなった？

「エールールー！　おーまーえー！　まーてー！　こーのーやーろー！」

　エルルに摑つかみかかろうとするが、その動きは老人のように鈍い。

　こ、これはひょっとして！

　アリアが微笑む。

「そう。相手の動きを遅くする補助魔法『ディレイ遅延』よ」

「じ、じゃあエルルちゃんの隠れた才能って補助魔法のことだったの!?」

「そうよ」

　ようやくマッシュに摑まれてエルルは謝っていた。

「ご、ごめんってばっ！　戻すから許して、マッシュ！」

　そして再度、マッシュの肩を触る。するとマッシュはチャカチャカと忙せわしなく動き出した。

「テメこのヤロいい加減にしろ今度は速すぎんだよさっさと元に戻せエルルでないともうこれから話してやんねえぞ飯も一緒に食わねえ聞いてんのかオイコラこのヤロ」

　手足をバタバタさせて、息もつかずに喋りまくるマッシュ。

　こ、今度は『ヘイスト迅速』！　ディレイ遅延の対となる魔法も覚えてるんだ！

　アリアが感慨深げにエルルの頭を撫でた。

「アナタのこの才能は後天的に授かったものね。きっと『皆の役に立ちたい』という願いがアナタにこの力を与えたのだわ。素敵なことよ」

「えへへっ！」

　エルルはとても嬉しそうだった。

　うん！　ディレイ遅延もヘイスト迅速も、聖哉の強力なサポートになる！　よかったわね、エルルちゃん！




　ヘイスト迅速が解けて、普段通りになった後、ふてくされるマッシュに、エルルが本気で謝っていると、アリアが真面目な顔で言う。

「二人とも。今度、もう一度いらっしゃい。次はマッシュは完全な神竜化、エルルちゃんは更に新たな補助魔法を覚えるでしょう」

「おう！」

「うんっ！　またよろしくお願いしますっ！」

　私はアリアに賞賛の眼差しを向ける。

「うーん！　こんなことなら最初からアリアに二人を任せておけばよかったわねー！」

　どうも回り道をしたかな、と後悔していると、

「無駄なことなんか何もないのよ。色々な経験があったから、マッシュの神竜化の封印も解けかかっていたのだし、エルルちゃんの才能も開花したのよ」

「そっかー。いやー、それにしてもマッシュもエルルちゃんもパワーアップしたし、聖哉の弓の修行も順調だし、今回はバッチリね！」

　何気なく言った私の言葉にアリアの動きが止まった。

「弓ですって……!?　まさかリスタ……聖哉はミティスに教わってるんじゃあないでしょうね!?」

「そうよ！　弓の神っていえばミティス様しかいないでしょ？」

　途端、アリアは両手で私の肩を摑むと、大声を出した。

「何てバカなことを!!　アレは恐ろしい女神なのよ!!」

　私がアデネラ様のことであんなにテンパっていた時ですら冷静だったアリアの顔は、今、真っ青になっていた。

「え、ええっ!?　恐ろしい女神って……アデネラ様より!?」

「アデネラなんか比べものにならないわよ！　ミティスがどうして神緑の森にいるか知ってる？　あの女神はね、召喚された勇者を片っ端からさらって性的に食べまくった淫乱女神なの！　それでイシスター様におとなしくするように森に追いやられたのよ！　あそこに男が近寄ることは絶対にしてはいけないタブーなのよ！」

「はあっ!?　う、噓でしょ!?　なら、どうしてアリアはそんな森に私をピクニックに連れていくのよ!?」

「それは私達が女神だからよ！　ああ、もう、一体どうしたら……！」

「け、けど今まで特に何も無かったわよ!?　二人とも普通に修行しているもの!!　きっとミティス様だって、今はもう改心して、」

「ミティスは今日が聖哉の修行の最終日だって知ってるんでしょう!?　きっと、この日に向けて、ずっと我慢してたんだわ!!　ミティスは今日、大爆発する筈はずよ!!」

「そ、そんな!!」

「知ってるでしょう！　女神と人間の性行為は絶対禁止事項！　ゲアブランデの攻略どころじゃない！　一発で退場よ！」

「一発……！　性行為だけに……！」

「リスタ!?　バカなこと言ってないで聖哉の元に行きなさい!!　早くっ!!」

「う、うん!!　分かった!!」

　私はアリアの部屋を飛び出した。

「ま、待てよ、リスタ！」

「リスたんっ！　私達も行くよー！」

　マッシュとエルルも私の後を追ってくる。

　走りながら、私は事の深刻さを嚙かみしめていた。

　──あの一億人に一人の逸材が『女神とエッチして終わり』……!?　いや、そんなラストってないわよ!!　どうせなら私と……って、いやいやそうじゃなくて!!　そんなこと絶対にさせるもんですか!!




　大急ぎで神緑の森の練習場所に駆けつけた私とマッシュ、そしてエルルは、そこでとんでもないものを目の当たりにした。一際大きい大木から伸びた太い枝に、ミティス様が縄で吊つるされている。縄はミティス様の体全体にグルグルに巻き付けられており、そしてその下に聖哉が佇たたずんでいるではないか。

「せ、聖哉!?　これって一体どういう状況!?」

「俺も分からん。先程、『準備があるから十分後に来て』と言われ、戻ってきたらこうなっていたのだ」

「……フフフフフフ」

　その時、上空から笑い声。吊されたミティス様が喋り出す。

「聖哉さん。これは連射の最終試験なのでございます。私を吊しているこの特殊な縄は同じ位置に光の矢を三発連続で当てなければ切れません。私の頭上、寸分違たがわぬ縄の位置に矢を連射するのでございます」

　な、なるほど！　これって修行の一環なんだわ！　でもどうしてミティス様自身が縄で吊されているの？

「見事、縄が切れれば、私の体に巻かれている縄も同時に外れ、私は真っ裸になって落下するのでございます。そして聖哉さんは全裸の私を受け止め、そのまま私達は激しく愛し合うのでございます。それが試験クリアのご褒美でございます」

「!!　いやサラッと何言ってんの、あの人!?」

　真顔でとんでもないことを言ってのけた女神に戦せん慄りつする。

　やっぱりアリアの言った通り、この女神は変態なんだわ!!　どうするの、聖哉!!　落とせば要らないご褒美が待っている!!　ならば、いっそこのまま放置!?　で、でもそれはそれで後々ヤバそうな気がする!!

「この三日間……辛抱という辛抱の連続でございました。聖哉さん程の美形を前にして、私のリビドーはマックスだったのでございます」

　自分で縛った縄に体の自由を奪われながらも、ミティス様は恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「さぁ、聖哉さん！　三連射して見事、縄を切って私を落とすでございます！　そしてその後は、私と『性的な射的の練習』をするのでございます！」

　せ、性的な射的!?　ホント、最低な女神だわっ!!

「聖哉!!　どうするの!?」

「無論、答えは決まっている」

　聖哉は迷いなく、光の魔法弓を具現！　ミティス様に狙いを付けた！

「い、射るのね!?　でも成功したら裸のミティス様が襲いかかってくるのよ!?　大丈夫!?」

「心配ない」

　言い終わるや、聖哉の放った光の矢は凄すさまじい速度で、ミティス様の頭上の縄部分……ではなく、そのままミティス様の眉み間けんに『さくっ』と突き刺さった！

　え……？　えええええええええええええ!?　こ、コイツ、女神の頭、撃ち抜きやがったアアアアアアア!?

「オッ……へェェ……」

　ミティス様が妙な声を上げる！　今、ミティス様の眉間から後頭部を一本の光の矢が貫いていた！

　グロい光景を見て、私は身震いする。

　ってか、いくら女神は死なないからって普通、ヘッドショットする!?　この女神もそうだけど、この勇者もメチャクチャだな、オイ!!

　だがミティス様は、細い目をギョロリと剝むいて聖哉を見やる。

「聖哉さん……おいたはいけませんでございますよ……ふんっ！」

　力むようにして全身の自由を奪っていた縄を切ると、淫いん乱らん女神は一糸まとわぬ全裸になって地に舞い降りた。

「フフフ。実はこの縄は、私さえその気になれば、いつでも脱着可能なのでございます」

　出るところは出て、引っ込むところは引っ込んだ色気ある肢体を見て、マッシュが顔を赤らめる。

「う、うお……！」

「マッシュ！　見ちゃダメっ！」

　エルルがマッシュの目を両手でふさぐ。そんな中、ミティス様は自らの頭に突き刺さった光の矢を握った。

「連射の練習だというのにダメですわ。これでは試験は不合格でございます」

　そして貫通している矢を、ずるり、と引き抜いた。眉間にポッカリ空いた傷口は、だが、すぐに修復する。

「それでは今から再試験でございます」

「さ、再試験、ですって？」

　マッパのまま、ミティス様はクラウチングスタートのような体勢を取る。

「聖哉さん！　今から私はアナタを無理矢理襲うでございます！　それがイヤなら、私に襲われる前に、教えた弓の連射にて私を止めるでございます！　これも修行の一環でございます！」

　いや聞いたことねえよ、そんな修行!!

　ツッコミ所満載なのに、私にツッコむ暇も与えず、ミティス様は野獣のように両手両脚を使い、聖哉にダッシュする！　髪を振り乱し、全裸で襲い掛かる淫乱女神に、だが、勇者はまるで動揺していない！　平然と光の弓矢を構えると、ミティス様に向け、弓を引く！　それはまるで彫像の男神のように凜り々りしい姿！　全ての煩悩を打ち払うように、聖哉の手から光線が発射される！　音もなく射られた光の矢は、気付けば既にミティス様の口、そして両目に突き刺さっていた！

「ウッボォッ……！」

　口から喉のどにかけて矢で貫かれたミティス様は、ピタリと動きを止めて唸うなる。そして聖哉は私の隣で呟つぶやいた。

「……スリーショット・シャイニングアロー光矢三連射撃！」

　おおおっ！　これぞ練習の成果！　光の魔法弓三連射！　で、でも……！

　それを教えてくれた女神の両目と口には光の矢がブッ刺さっている！

　ひいいいっ!?　ほ、ホラー!!　グロい!!　グロすぎる!!　で、でも、これでミティス様は前が見えないわ!!

　安心したのも束の間。ミティス様は口に突き刺さった光の矢を、そのままボリボリガリガリと嚙み砕くだき、ゴクリと飲み込んだ。

　双そう眸ぼうを射貫かれ、だがそれでもミティス様は獣のような体勢で再スタート！　笑いながら聖哉に突っ込んでくる！

「ウフフフアヒャヒャヒャ!!　女神はあああああ!!　死ィななぁあぁぁぁぁぁい!!　こんなことでは私は止まらないのでございますうううううう!!」

「げえっ!?　両目に矢が突き刺さってるのに!?」

　ミティス様は速度を緩めず、聖哉に向けて邁まい進しん。奇声を上げながら迫り来る全裸の怪物にエルルが震える声で叫んだ。

「こ、怖いよっ!!　本当にアレ、女神様なの───っ!?」

「まるで魔王軍みてえだ……!!」

　マッシュがそう呟いた、その瞬間！　なんとミティス様が方向転換！　マッシュの方へと向かった！

「そ、そんなバカな!?　マッシュを狙うなんて!?」

「とりあえずメインディッシュは後で！　先に前菜からいただくでございます！　私はショタも全然いけるのでございますうううううう!!」

　あの女神!!　大声で、何てことを!!　神界でショタとか言ってんじゃねえ!!

「一秒で服を剝はぎ取り！　二秒で結合！　三秒で果てさせてやるでございます！」

「うわあああああ!?　し、師匠!!　助けてくれえ!!」

　こ、こんなことは誰にだって予測不可能!!　ど、どうしたら!?

　しかし私の隣では聖哉が、マッシュに襲いかかろうとするミティス様にピタリと矢を向けている。

「お前の有り余る性欲から、俺でなく、マッシュに向かう可能性も想定済みだ」

　言うや、瞬速！　聖哉の手から光線の如き矢が連続で放たれる！

　その矢が当たったミティス様は、

「ぐっぼおおおおおおっ!?」

　筆舌に尽くしがたい叫び声と共に、背後の大きな幹の木に体ごとぶつけられた！

　動きを止めたミティス様をまじまじと見た私は吃きつ驚きようする！

　両手の甲、両足首、そして心臓！　見事、五箇所に光の矢が楔くさびのように打ち込まれていた！

　勝利を確信し、魔法弓を消失させた聖哉が独りごちるように言う。

「……フィフスショット・シャイニングアロー光矢五連射撃！」

　罪人のように、大木に磔はりつけにされたミティス様は、それでもニヤリと笑った。

「こ、これでは……もう動けないでございます……！　それにしても……私の行動を推測してから……人間がまさかの光矢五連射撃……！　素晴らしい……！　お見事……で……ございました……！」

　ガクリと頭を垂れる淫乱女神。そして聖哉はくるりと振り返ると、全裸のまま大木磔の刑に処されたミティス様と赤く輝く夕日をバックにして、爽さわやかに言い放つ。




「レディ・パーフェクトリー準備は完全に整つた」




「……!?」

　超現実的シユールな光景に私が絶句していると、意識を取り戻した淫乱女神が息を切らし始めた。

「はぁはぁ……体全部が太くて長いもので貫かれているみたいでございます……はぁはぁはぁはぁ……」

　エルルが私の腕を突つつく。

「ね、ねえ、リスたん……ミティス様は一体、何を言ってるの？」

　マッシュも頷うなずく。

「どうして矢で射貫かれたのに、あんなに嬉うれしそうに『はぁはぁ』言ってるんだ？」

「だ、ダメッ!!　見ちゃあダメよ!!　マッシュ、エルルちゃん!!　こんなところにいちゃあいけないわ!!　さっさとゲアブランデに行きましょう!!」

　純粋な少年少女にこれ以上、あんな汚らわしいものを見せるわけにはいかない。私はオルガの砦とりでへと繫つながる門を出すと、保護者の如く二人の手を引き、聖哉と共に飛び込んだのだった。








第三十五章　蠅はえ討伐






「ふう。とんでもなく酷ひどくて下品な女神だったわね。って、え……？」

　エロスから逃げ出し、一息ついたと思いきや、門の外はカオスだった。オルガの砦前に出現させた門から出た私達を待っていたのは、何かを喚わめきながらバタバタと走り回る兵士達と、血相を変えて走り寄って来た老兵カルロだった。

「ああっ！　勇者様に女神様！　た、大変です！　ロザリー様が、たった一人で蠅の巣へと向かわれたようなのです！」

　ええっ!!　あの子、ホントに行っちゃったの!?　待ってろって言ったのに!!　しかも一人でとか、何て無茶なのよ!!

「追いかけなくちゃ!!」

「はい！　既にバト様達は馬を駆り、ロザリー様を追っております！　我々も急いで、これから後を！」

　カルロも私も慌てふためくが、

「焦るな。全て想定内だ」

　対照的に聖せい哉やは落ち着き払っていた。

「ロザリーの性格からして、こうなることは容易に想像出来た。問題はない。あれから一時間も経過していないのだからな。ベル＝ブブにもまだ出くわしていない筈はずだ」

「し、しかし奴らの巣のある大木付近には偵察の巨大蠅が飛んでいます！　その蠅達に襲われる可能性が！」

「案ずるな。俺なら一瞬で追いつく」

　そして聖哉の足はふわりと地面から離れた。宙から、私をチラリと一いち瞥べつする。

「飛ぶぞ、リスタ」




　蠅の巣の場所をカルロに聞いた後で、聖哉はマッシュ、私はエルルを連れて飛ひ翔しようした。猛スピードで飛ぶ聖哉の後を頑張って追跡すると、やがて、幅数十メートルはある巨木が視界に入ってくる。

　奴らの巣である大木は、無数の巨大蠅のせいで真っ黒な止まり木と化していた。カルロが言っていたように、偵察の蠅が辺りを徘はい徊かいするように飛んでいて、近付くのは容易ではなさそうだ。現に、木からずいぶん遠く離れたこの場所にも偵察蠅が数匹、ウロウロと飛び回っている。

　偵察蠅達に気付かれる前に、聖哉が振り向き、無言で私に合図を送った。私は頷き、聖哉の後に続いて降下して、木立の茂る林に着地した。

　聖哉は上空を窺うかがいながら、高さ数メートル程の木々の間を音を立てず歩いていたが、しばらくして動きを止めた。

「うむ。この場所なら良し、だ。上からは見えにくく、こちらからは奴らの巣が一望出来る」

　確かに聖哉の視線の先を見ると、蠅の巣である巨木が見渡せた。それと同時に私は目を疑う。

「えっ！」

　多数の蠅がワンワンと唸るその巨木にズカズカと歩み寄る人間がいた。青い髪に金の装飾が施された鎧よろいをまとった戦帝の娘、ロザリーであった。

　──う、うわ……無謀……！　でもある意味、すごい勇気ね……！

　巨大蠅達は巣への侵入者を警戒するが、ロザリーに近寄ることが出来ない。よく見るとロザリーの体から淡い光のオーラが発散されている。彼女のステータスを見た時、特殊スキルにあった『光の加護』が雑魚ざこ敵の攻撃を未然に防いでいるようだ。

　だが、やがてロザリーを取り囲む蠅の一群が真っ二つに裂けるようにして分かれた。そしてその間から姿を現したのはフライ・アサルトフライ魔王軍急襲飛行部隊のボス──ベル＝ブブだった。

　緊張で私の胸は鼓動を速めるが、聖哉はいつものように平然と呟く。

「良いい感じの[image: 囮]おとりになったな。これで此こ処こからベル＝ブブを狙そ撃げき出来る」

　ギョッとして振り返る。聖哉は既にシャイニング・アロー輝光弓を顕現していた。

「狙撃って……ま、まさか……こうなることも予想していたの？　ロザリーがキレて、巣に向かっていく状況を？」

「エサを目前にした蠅は叩たたきやすいからな」

　事も無げに呟く聖哉の背後では、マッシュとエルルが目を細めていた。

「ってか、全ッ然見えねえけど……」

「わ、私も……」

　普通の人間の視力では巣に近付くロザリーもベル＝ブブも視認出来ないらしい。聖哉はミティス様との修行でかなり視力がよくなっているようだった。

「だがあまり猶予はないな。アレを見ろ」

　聖哉が指し示した空には偵察蠅がウヨウヨと集まっていた。

「ひえっ！　なんで？」

　エルルと私は身を屈かがめる。

「蠅は嗅きゆう覚かくが優れている。リスタの醸し出す女神臭でも嗅かぎつけたのだろう」

「!!　女神臭って何!?　私、臭いの!?」

　脇の辺りをクンクンしてみる。別に臭くない……と思うけど……一応聞いてみよう。

「ねえ、私、臭くないわよね？　マッシュ！　エルルちゃん！」

「お、おう！　そんなには臭くないぜ！」

「う、うんっ！　たいして気にならない程度だよっ！」

「!?　いや、ちょっと臭いんかい!!　ってかソレ、どんな臭い!?　ねえ、ねえ、ねぇっ!?」

「うるさい。静かにしろ。気付かれるだろうが」

　そして聖哉は光の魔法弓をベル＝ブブの方向に向けて構える。

「一発勝負だ。ヘッドショットを狙う」

「い、いけるの？」

「まず間違いなく当たるだろう」

　この自信！　聖哉が言うならホントに当たりそうだわ！　当たればベル＝ブブは即死！　呆気あつけない決着だけど、狙撃ってそういうものよね！




　しかし、次の瞬間、私達を襲ってきたのは思いもかけぬ伏兵であった。

　馬の駆ける音と共に林に突入してきたのは、ロザリーの右腕と名乗っていた戦士バトと十数名の部下達だった。

「おおおッ!!　これは勇者様ァッ!!　既にこちらにおられたのですかあああッ!!」

　耳をつんざく大声に、上空の蠅が一斉に動きを止めた。

「お、オジサン、声が大きいよっ!!　蠅に気付かれちゃうっ!!」

　エルルが怒るが、そのエルルの声もまた大きい。

「なッ!?　俺としたことが何ということをッ!!　誠に申し訳ないいいいいッ!!」

　更にバトの謝罪の声も大きかった。マッシュが焦った様子で聖哉に言う。

「し、師匠！　蠅が一斉にこっちに向かってくるぜ！」

「落ち着け。まだ狙える」

　味方に邪魔され、上空から蠅達が迫る中、それでも聖哉は冷静だった。魔法弓はいまだベル＝ブブを狙っている。

「……この程度のことは想定内だ」

「ホントに!?」

　少し疑うが、聖哉が言うのなら本当なのかも知れない。

　だが、その時だった。遠く離れた奴らの巣でロザリーがベル＝ブブを前に、此処まで届く大だい音おん声じようで怒鳴り立てた。

「私は戦帝の娘、ロザリー＝ロズガルドだ!!　ベル＝ブブよ!!　いざ尋常に勝負しろ!!」

　う、うわっ!!　あの子、自分から素性言っちゃった!!　一体何考えてるのよ!?

　途端、聖哉の鼻が少しヒクついたように見えた。

「聖哉!?」

「……問題ない。超想定内だ」

「超想定内だったら想定の範囲、超えてない!?　無理しなくていいんだよ!?」

　聖哉は溜ため息を吐くと、おもむろに魔法弓を腰の位置まで下げた。

　や、やっぱり予想外だったんじゃん……。意地っ張りね……。

　そして巣の近くではベル＝ブブに連れ去られようとするロザリーの姿があった。

「き、貴様!!　何をする!!　は、離せェ!!」

　いや、そりゃそうなるよ！　戦帝の娘なんて言ったら人質にされるに決まってんじゃん！

　だが助けに行こうにも、こちらものっぴきならない状況だ。今や、十体はいる偵察の巨大蠅に囲まれてしまった。

　どうしようかと聖哉をチラリと見ると、聖哉も私を見ていた。そして無言で鞘さやを私のオッパイに思い切り押し当てる。

「ぎゃあっ!?　それ痛いってええええ!!　乳が!!　乳が陥没するぅぅぅ!!　私に八つ当たりしないでよっ!!」

「違う。行け。リスタ」

「へ？」

「だから『飛べ』と言っている。あのバカ女が遠くに連れて行かれないようにお前が行って、牽けん制せいしろ」

　……わ、私、一人で、ですか？

「この蠅の群れを掃討したら、すぐに助ける。だから、それまでお前が時間を稼げ」

「そ、そんなこと急に言われても！　大体、追いついたとして、どうやってベル＝ブブを牽制すればいいのよ？」

「そうだな。『いいお天気ですね』とでも言っておけ」

「『いいお天気ですね』!?　それで止まるかな!?」

「とにかくお前はロザリーから目を離すな。それだけ覚えておけばいい」

「わ、分かったわよ！」

　意を決し、翼を広げ、飛び立とうとした私の前に、グロテスクな巨大蠅の顔のアップが！

「ひえっ!?」

　だが、蠅が私に摑つかみかかろうとした時、既に聖哉の魔法の矢が蠅の頭を射貫いている！

「道は俺が切り開く。安心して飛べ。風船女」

「う、うんっ！　頼んだわよ！　……って、誰が風船女じゃい!!」

　叫びながらも飛び立ち、私は一人、ロザリーをさらったベル＝ブブを追った。




　暴れるロザリーを両腕でしっかと抱え、北へ向かおうとしていたベル＝ブブは、背後から迫る私に気付くと、蠅の顔面を歪ゆがめて「ジジジ！」と笑った。

「おいおいおい！　その白い翼は別次元の女神だよな！　お前がいるってことは、そうか、勇者が遂ついに現れたんだな！」

「その勇者からの伝言よ！　今すぐ、彼女を放しなさい！」

「別にいいぜ！　元々、コイツは勇者を誘おびき寄せるのに利用しようと思ってただけだからな！　もう用済みだ！」

　私は内心、ほくそ笑む。

　ロザリーを抱えていると聖哉は矢を射られない！　だから、さっさとロザリーから手を離すがいいわ！　そしたら私がロザリーをキャッチする！　その後、アンタは聖哉に射られるのよ！

「ジジジジジ！　勇者を殺せば俺は四天王になれるんだ！」

　だが。そんな言葉とは裏腹にベル＝ブブはロザリーを放さず、更に高く上昇した。

「えええっ!?　ちょ、ちょっと!?」

　私は驚きながらもベル＝ブブを追う。

「放すって言ったじゃない!!」

「放すさ！　だが、もっと高く飛んだところで、だ！　勇者打倒を祈念して盛大な逆花火といくぜ！」

　な、な、何ですって!?

「待ちなさいっ!!」

　だがベル＝ブブはどんどん高度を上げる。天に向かい、急上昇するベル＝ブブに、私はどうにか食らいつく。

　やがてベル＝ブブは、羽を震わせながら空中停止した。

「どうだ、女！　いい眺めだろ！　此処から落ちりゃあ、全身バラバラ！　さぞや美しい逆花火になるぜ！」

　それでもロザリーは毅き然ぜんとした声で叫ぶ。

「このゲスが!!　貴様がそうやって殺した私の部下に此処で詫わびろ!!」

「は？　お前、自分の立場わかってんの？　今からお前も、そうなるってのによ！」

「ぐうっ！」

　身動きできないロザリーは歯ぎしりして、次に私を睨にらんだ。

「おい!!　勇者はどうした!?　何処で何をしている!?　修行をしてきたんじゃあないのか!?」

「ば、バカ!!」

　ベル＝ブブが怪け訝げんそうに顔を傾けた。

「ああー？　修行、だと？　ってことは、ひょっとして地上から、弓矢か何かで俺を狙ってたりすんのかよー？」

　さ、最悪!!　勘づかれた!!　何でこの子、自分からドンドン不利になることばっか言うのよ!!

「じゃあもっと高く飛ぶまで、この女は放せねーな！」

　そしてベル＝ブブはロザリーを連れて再度、上昇を開始した。私も追跡するが、今度はいつまで経ってもベル＝ブブは止まる気配を見せない。

　──ど、どこまで高度を上げるのよ!?

　追いかけながら、ふと下を見て、私は青ざめた。眼下に広がるのは雲の海。その隙間から見えるのは芥け子し粒つぶのような下界の様子だ。

　噓でしょ!!　こんな高さ、魔法弓でも届かないんじゃ!?　というか、そもそも聖哉には私達が今いる位置が捕ほ捉そく出来ているの!?

　息苦しくなる程の上空にて、ようやくホバリングしたベル＝ブブは楽しげな声を出す。

「ジジジ！　此処までくりゃあ魔法弓だろうが何だろうが届かねーぜ！　さぁ、それじゃあ景気よく砕け散って貰もらおうか！」

　そしてロザリーから手を離そうとしたベル＝ブブだが、私をチラリと見て、「ジジジ！」と笑う。

「おっと！　女神に受け止められないように全力で地面に叩き付けねーとな！」

　マズい、マズい、マズい、マズい!!　何もかも見透かされちゃってんじゃんか!!　手を離すだけならともかく力一杯投げられちゃあキャッチ出来ないわよ!!

「こ、この魔物が!!　卑ひ怯きようだぞ!!　地上に降りて正々堂々、私と勝負しろ!!」

「ジジジ!!　やなこった!!　テメーは今から地面と勝負するんだよ!!」

　ベル＝ブブはロザリーを両手で担ぎ上げ、今にも放り投げる体勢を取っている。

　あああああああ!!　一体どうしたら!?　そ……そうだ!!

　私の脳裏に聖哉の言葉が蘇よみがえる。私はそれを口に出してみる。

「い、いいお天気ですね……！」

　束の間訪れた沈黙。そしてベル＝ブブが呆あきれたような声を出す。

「……何言ってんだ、オメー？」

　いやマジで何言ってんの、私いいいいいい!?　も、もうダメ!!　やっぱり私には止められないよ!!　聖哉、何とかしてえええええ!!

　……その時であった。私の視界の隅で僅わずかに光るものがあった。眼下に広がる雲海から発生した一条の光は、次の瞬間、音もなく私の耳元を通り抜けた。

「うお……っ……！」

　ベル＝ブブが小さく呻うめく……と同時に体勢を大きく崩している。ロザリーを地面へと叩たたき落とそうとしていたベル＝ブブは、今、その手を思いがけず、ロザリーから離してしまっていた。

　重力でロザリーが地上へと落下しかけたが、

「おおっとぉ!!」

　私はすぐさまロザリーに手を差し伸べた。ロザリーの手が私の手に触れた刹せつ那な、ぐいっと引き寄せ、抱きしめるようにしてキャッチする。

　ううっ！　鎧よろいを着てるから重い！　け、けど何とか受け止めたわよっ！　聖哉に言われた通り、ロザリーからはずっと目を離さなかったんだから！

「……す、すまない」

　ロザリーが耳元で囁ささやくが、それより私はつい今し方、何が起こったのかを頭の中で整理していた。

　……おそらく、さっきのはシャイニング・アロー輝光弓！　聖哉が放った魔法の矢が此こ処こまで届いたんだわ！　だからベル＝ブブは仰天して、咄とつ嗟さにロザリーから手を離した！　それにしても、こんな高度まで到達するなんて、光学照準器を取り付けた狙そ撃げき銃……いやそれ以上の精度だわ！

　聖哉の才能に感動しつつ、だが、それでも私はごくりと生なま唾つばを飲む。

「おいおい……マジかよ。光の魔法弓……？　届くか、此処まで？　ありえねーなー」

　矢が届いたことよりもっと戦せん慄りつすべきは、ベル＝ブブがそれをかわしたことだった……。








第三十六章　狙撃






　ベル＝ブブは光の矢が放たれたであろう方角に顔を落とし、警戒しながら口を開く。

「魔法弓についちゃあ俺もずいぶん研究したんだぜー。人間が俺に対抗出来る唯一と言っていい手段だからなー。……けどよ、それにしちゃあ、ちょっとおかしいんだよな」

「一体、何がよ！」

　私はロザリーを抱えながらベル＝ブブに叫ぶ。

「俺は闇雲に上昇してた訳じゃねー。ちゃんと魔法弓の有効射程を考えながら飛んでたんだ。いくら飛距離がある光属性の魔法弓とはいえ、流石に地上から此処まで届く筈はずはねーんだよ。魔法の矢でも空気抵抗だって多少は受けるだろーしよ」

「ふんっ！　矢が届いた理由を教えてあげましょうか？　聖せい哉やが一億人に一人の天才勇者だからよ！」

　少しの間、無言だったベル＝ブブは呟つぶやく。

「……ルシファ＝クロウ」

「な、何よ、それは？」

「かつてゲアブランデに存在した伝説級の悪魔だ。クロウが得意の魔法弓から放った矢は、エイネス平原からグラストラ山の天てつ辺ぺんまで届いたそうだ。俺達が今いるこの位置は、ざっと測っても、クロウの魔法弓の有効射程より、ずっと長いんだよ」

「だ、だから聖哉はその何とかって悪魔より、もっとずっと才能があって、」

「いやいやいやいや。それは考えにくいなー。ルシファ＝クロウは伝説なんだぜ？　百万歩譲って並ぶことはあっても、人間が追い抜くなんてことは、まずありえねー。なのに、だ。奴の矢はあの威力でもって此処まで届いたんだ」

「アンタはさっきから何が言いたいのよ!!」

　するとベル＝ブブは一際大きい耳障りな笑い声を上げた。

「そこから導かれる結論は一つだ！　つまり！　奴は飛ひ翔しようしながら、俺達に近付き、そして矢を射たってこった！」

「なん……ですって……！」

　蠅はえの怪物は尖とがった手の先で、下に広がる雲の海を指した。

「茂みに潜む狩人かりうどのように！　奴は今、この広大な雲海の何処かに身を隠している！　いや場所を特定されないように隠れながら移動していると見るべきかなー！」

　──こ、コイツっ！　蠅のくせに、まるで聖哉みたいに冷静な分析を！

　ベル＝ブブの意外な知力に驚きつつ、私は遥はるか遠くに霞かすむ地上をちらりと見て、歯を食い縛った。

　おそらく……奴の分析は当たっている！　確かにそう考えなければ先程、ベル＝ブブに向けて正確に放たれた威力ある矢の説明がつかない！　聖哉は地上の蠅を掃討した後、私達が魔法弓の有効射程圏外まで離れていくのに気付き、後を追って飛翔してきたんだ！　そして、ベル＝ブブの言う通り、この雲海の何処かに隠れている……！

「なー、女神よー！　これがどういうことか分かるか？　俺は空中では魔王軍最速！　空での戦闘で俺に勝てる奴はいねー！　つまりだ！　位置を把握さえすれば奴は為なす術すべがない！　無防備に飛翔している勇者の姿を発見した時、それは奴が死ぬ時だ！」

　私は平然を装うが、内心、激しく動揺していた。

　ど、どうするの、聖哉!?　狙いを外せば、途端、アナタが窮地に陥るわ!!

　ベル＝ブブは下を向いて、大声で挑発する。

「よう、勇者！　お前の弓の腕前を見せてくれよ！　俺は逃げも隠れもしねーぜ！」

　舐なめた風な口を叩きながらも、ベル＝ブブは雲海から、いつ飛んでくるかも知れない矢に注意を払っていた。私も密ひそかに女め神がみ力りよくを発動。動体視力をアップさせ、眼下に流れる雲を見渡す。

　腕の中からロザリーが私を見上げる。

「おい、女神!!　大丈夫なのか、勇者は!?　勝てるのか!?」

「へ、平気よ！　聖哉はレディ・パーフェクトリーって言ったんだから！　勝つわよ！　勝つに決まってるじゃない！」




　……だが、しばらく経っても何も起きない。沈黙が眼下の雲と共にゆっくりと流れる。

　私の緊張の糸が切れそうになった、まさにその時！

　遠くの雲の中で連続的に光るものがあった！　瞬間、私の網膜に焼き付いた光点は何と……

　──な、七つ!?　つまり、七本の矢!!　これは……これはまさか……!!　『セブンスショット・シャイニングアロー光矢七連射撃』!!

　さ、流石、逸材!!　人間なのに弓の女神ミティス様の限界に並んだ！　そして……ミティス様は言っていた！　『範囲を広げて放たれる光属性魔法弓の七連射をかわすのは絶対に不可能！　そんな魔物は存在しない』と！　雲間から垣かい間ま見えた光点の位置はバラバラだった！　きっとあれはベル＝ブブの頭部、手足、羽等、体全体を狙うように計算し、拡散して放たれている！　これはかわせない！　人間が至近距離から放たれた散弾銃の弾を一発も当たらず避よけるようなもの！　かわせる筈がない！

　私は勝利を確信したが、

「ジジジ……！　『ローリング・ドッヂ旋回傾倒回避』……！」

　女神力発動で向上している私の動体視力は、音速を軽く超える速度で飛来した光線の如き七本の矢を、曲芸のように体を捻ねじり、回転させ、ことごとくかわすベル＝ブブを捉とらえた。

　私より先にロザリーが呻く。

「ぜ、全部、かわされたぞ!?」

「そ、そんな……！　噓よ……！」

　そんな、そんな、そんな!!　ありえない!!　弓の女神が太鼓判を押した七連射撃が、かわされるなんて！　こんな魔物が世界に存在するだなんて……！

　──これが難度Ｓゲアブランデ!!　神の常識をも超えた究極難度の世界!!

　そして、更なる絶望が私の背にのし掛かる。何処までも続くような茫ぼう漠ばくとした雲海の一点……放たれた強力な魔法矢のせいで、雲がくっきりと晴れていた。そして、そこには、ベル＝ブブの推理通り、光の弓を携え、飛翔している聖哉がいた。

「そこか!!　勇者!!」

　ま、まずい！　ベル＝ブブ相手の近接空中戦は聖哉に分が悪すぎる！　こ、殺されちゃう！

　無防備に宙に浮かぶ人間を切り裂こうと、聖哉に向け、急発進しかけたベル＝ブブ。だがその口から、突如、紫の液体が吐き出された。

「ぐ……はっ……！」

「え!?　こ……れは……!?」

　私のみならずベル＝ブブも何が起こったか分からなかったに違いない。だが、すぐに私は理解した。

　ベル＝ブブの腹部にポッカリと空洞！　ワンテンポ遅れ、そこから多量の紫の液体が溢あふれ出す！

　気付けば、ベル＝ブブの周りを六羽の鳥が囲んでいた。それは聖哉の火炎魔法で生み出されたオートマティック・フェニックス鳳凰自動追撃に似ていたが、少し違う。煌こう々こうと青白く輝く、光の鳥だった。

　ベル＝ブブが再び口から紫の血液を吐き出す。

「ひ、光の魔法鳥……だと……！　一体、いつの間に……！」

　そう、これを作ったのは聖哉に違いない！　そして一羽の魔法鳥がベル＝ブブの腹をえぐった！　だ、だけどいつ六羽もの光の鳥を魔法で作り出したというの？　……ま、待って！　六羽？　ベル＝ブブの腹をえぐって自爆したであろう光の鳥を入れれば全部で七羽いたことになる！　そして、その数は先程かわされた矢の数と同じ！　そうか！　セブンスショット・シャイニングアロー光矢七連射撃が、かわされた後、空中で光の鳥ガルーダに変形！　再度、舞い戻り、油断したベル＝ブブを襲ったんだわ！　つまり……

「『トランスフォーム・オートマティックガルーダ光鳥変化自動追撃』……!!」




　今やベル＝ブブも聖哉の戦略に気付いたのだろう。

「こ……のクソが……！」

　憎々しげに呟く。だがそれがベル＝ブブの最期の言葉になった。動きの鈍ったベル＝ブブに四方から迫った光の鳥達が体当たりした瞬間、超高温の熱と目も眩くらむ光が炸さく裂れつした。光が去った後、私の目に映ったのは、黒こげになったベル＝ブブが下界へと落ちていく姿であった。

　……体中が粟あわ立だっていた。

　い、一体何なのよ、この勇者は!?　人間には到達不可能と言われた神技セブンスショット・シャイニングアロー光矢七連射撃を身に付け……なのに、それでも満足せず、矢が全て外れた時のことまで考えていたというの!?　弓の女神が、かわせる魔物は存在しない、ってそう言ったのよ!!　普通、誰が疑うってのよ!?　けど……けれどこの勇者は……人の話なんかまるで聞いちゃあいない!!

　遠くで浮遊していた聖哉はベル＝ブブが落下するのを見た後、たいして喜ぶ素振りも見せず、雲の下へと姿を消した。




　──でも、いい!!　いいわ!!　それでこそ竜りゆう宮ぐう院いん聖哉!!　救世難度Ｓの世界ゲアブランデを救えるのは、神の言葉にさえ左右されず、自分の信じる慎重さを貫けるこの男だけなんだわ!!

　聖哉の後を追うように、無言のロザリーを連れ、マッシュとエルルが待つ林に舞い戻った私は、開口一番、聖哉にこう言った。

「見たわよ！　凄すごかったわ！　トランスフォーム・オートマティックガルーダ光鳥変化自動追撃！」

　すると聖哉は首を捻ひねる。

「トランス……？　何だソレは？」

「あ……ごめん！　それって私が考えたんだった！　ねぇ、さっきのアレ、何て技？　光の矢が魔法鳥に変形するやつ！」

「ああ。『鳥になって戻ってきてボン』のことか」

「!!　名前ダッサ!?　ネーミングセンス、急にどうしちゃったの!?」

「どうもこうも、今の今まで特に考えていなかったのだ」

「じゃ、じゃあ私の考えたやつあげるよ。使っていいからさ……」

「フン。トランスフォーム……だと？　長ったらしいだけで全然いい名称ではないな」

「『戻ってきてボン』よか、マシでしょうが!!」

　ツッコんでいる私を押しのけ、マッシュとエルルが聖哉に駆け寄る。

「いやー、やっぱすっげえな、師匠は！」

「ホント、聖哉くんてば無敵だよねー！」

　二人が聖哉を褒め称たたえる。そしてその傍では、ロザリーがバトら兵士達に囲まれていた。

「ううっ！　ロザリー様、よくぞご無事で！」

　感極まった兵士達に、「どけ」と短く言葉を吐くと、ロザリーは私達の方に近付いてきた。助けて貰もらった感謝の言葉を述べるのかと思ったが、ロザリーは冷たい目を聖哉に向けていた。

「貴様はやはり勇者ではない。あの不意打ちのような勝ち方は騎士道に反する。真の勇者は自らの命を顧みず、正々堂々、真っ正面から敵を迎え撃つものだ。私の父上のようにな」

　ロザリーは矢継ぎ早にそう畳みかけた。そして、その瞬間、私の女神としての理性は吹き飛んだ。

「あのさぁ、アンタさぁっ!!　聖哉のお陰で助かったんでしょ!!　感謝の一つくらいあってもいいんじゃないの!?」

　だが聖哉が憤る私の前に手をかざした。

「聖哉!?　アンタも一言くらい、言ってやったら!?」

　しかし勇者は冷静に言う。

「放っておけ、リスタ」

「で、でも……!!」

「わんこがワフワフ言ってるだけだ」

　刹せつ那な、ロザリーが血相を変えた。

「だ、誰がわんこだっ!!　ワフワフなんか言ってないっ!!」

　う、うわ……！　やっぱ、この勇者、凄いわ……！　たった一言で百回怒鳴る以上のダメージを与えちゃった……！

「ウグゥッ……」と泣きかけたロザリーだったが、

「あ！　またロザリーさんが犬っぽくなるよっ！」

　エルルの期待に満ちた眼まな差ざしに気付くと、何とか踏み留とどまり、小鼻を痙けい攣れんさせた後、無言で立ち去った。バト達が一礼した後、ロザリーの後を追う。




　聖哉が大きく息を吐いた。

「……それでは残った蠅を倒すとするか」

　そう。ベル＝ブブは倒したが、子分の巨大蠅は未いまだ百匹以上、巣の周りを飛んでいる。このまま放置する訳にはいかない。

　ボスを倒しても浮かれずに気を配るストイックな勇者に感心していると、聖哉がマッシュとエルルの肩に手をやった。

「マッシュ、エルル。お前達の出番だ」

　意外な一言に私達は吃きつ驚きようする。

「俺の目は節ふし穴あなではない。お前達が修行して新たな力を手に入れたことくらい知っている」

「し、師匠……！」

「せ、聖哉くん……！」

「行くぞ。お前達の力を見せてくれ」

「お、おうっ！　俺、頑張るよ！」

「私も！　私もやるよっ！」

　喜び勇んで聖哉の後を追って巣に着いた二人だったが、聖哉はセブンスショット・シャイニングアロー光矢七連射撃を繰り返し、発動。あっと言う間に残りの蠅はえを全てやっつけてしまった。

「え……ええっ……？　師匠？」

「聖哉くん……？」

　百体以上の蠅の死体が辺りに転がる光景を眺め、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんとする二人。

　聖哉がエルルに目線を向けた。

「よし。では、エルル。ヘイスト迅速でマッシュの動きを早めろ」

「あ……う、うん」

　ヘイスト迅速で迅速に動けるようになったマッシュに、聖哉は竜の手を顕現するように指示する。

「次はマッシュ。その大きな手で、蠅の死し骸がいを此こ処こに集めろ」

「あ……ああ」

　聖哉が木の枝で描いた大きな円の中に、マッシュはチャカチャカ素早く動きながら、蠅の死骸を集め始めた。

「うむ。ヘイスト迅速のお陰で手際よい。見ていて、とても気分がいいな」

　大満足の聖哉は最終的に集めた蠅の死体をヘルズ・ファイア地獄の業火で燃やし、完全に無に帰していた。




「二人共、なかなか役に立ったぞ」

　聖哉は心の底から誉めているのだろうが、二人はがくりと肩を落とし、項うな垂だれていた。特にマッシュは「俺はホウキか……」と自らの手をジッと眺めていた。

　かわいそうすぎる二人にどんな言葉を掛ければよいのか悩んでいると、馬の蹄ひづめの音。振り向くと白馬に跨またがったロザリーが私達を見下ろしていた。

「ふん。残党の討伐か。お前達がせずとも、ロズガルド騎士団がやるものを」

　私がロザリーを睨にらむと、バトが間に割って入ってきた。

「ろ、ロザリー様！　勇者様達にあのことを伝えなければ！」

「わ、分かっている！　イラつく奴らだが、情報は教えてやる！」

　ロザリーは自分を落ち着かせるように深呼吸した。

「……いいか。イザレの村近くの祠ほこらに『伝説の鎧よろい』がある。お前達が魔王を倒す為に必要なものだ」

「伝説の鎧、ですって？」

　バトが頷うなずく。

「ええ。古いにしえの大賢者ムスタフが、将来訪れるであろうゲアブランデの危機に備えて、用意していたと言われる鎧です。元々、勇者様にはお教えするつもりだったのですが、蠅が砦とりでに攻めてきていたもので、順序が逆になってしまいましたな」

「ロズガルドの者がこの時まで大切に守っていた神聖なる『伝説の鎧』だ。存分に感謝し、ありがたく受け取るがいい」

　偉そうに宣のたまうロザリーに聖哉は訝いぶかしげに聞く。

「本当だろうな。まさか呪われた鎧ではないだろうな？」

「お前……話を聞いていたのか？　大賢者が用意し、ロズガルドの者が守っていた『神聖なる伝説の鎧』だと言っただろうが！　呪われている訳があるか！」

「いや。『神聖なる伝説の呪われた鎧』かも知れん」

「!?　そんな鎧あるかあっ!!」

　叫んだ後、ロザリーは首を大きく横に振った。

「何故こんな病的に神経質な奴が勇者なのだ……？　全く不条理、極まりない！　あの鎧は本来、父上のような真の強者が身に着けるべきなのに……！」

　不服そうに呟つぶやくと、ロザリーは手綱を引き、方向転換。その後は私達に一いち瞥べつもなく、馬を進めた。バトら兵士だけが感謝の言葉を述べて、ロズガルド騎士団は私達の前から姿を消した。




「……さて」と私は聖哉を振り返る。

「じゃあ、聖哉。今からその鎧を取りにイザレの村に戻る訳だけど……そこでちょっと休憩しない？」

　本来、竜の洞どう窟くつを出た後、そうするつもりだった。だがその直後に蠅討伐に招集されてしまったのだ。

「ねえ、たまには息抜きだって必要よ！　今日は一日、ゆっくりしましょうよ！」

　私が言うと、マッシュもエルルも顔をほころばせた。珍しく聖哉も、

「そうだな。魔法弓のせいでＭＰも消費した。少し宿屋に寄って、休むとするか」

　素直に賛成してくれた。

　実際、本当に疲れているのか、少し寒気がしていた私は聖哉の言葉にホッとした。

「じゃあ村まで行きましょう！」

　私はイザレの村へ行く為に呪じゆ文もんを唱え、門を出現させる。小さいが、ほのぼのとした雰囲気が漂うイザレの村は私達に一時の平穏と休息を与えてくれる筈はずだった。

　だが、門を開き、村に着いた私は身を強こわばらせた。

　……先程感じていた寒気は疲れのせいではなかった。女神の勘が悪寒となって私に警告していたのだ。

　……荒らされた畑。

　……無惨に砕かれた民家。

　イザレの村は壊滅していた。








第三十七章　勇者を殺すもの






　一瞬、間違った場所に門を出してしまったのかと疑う程に、イザレの村は変わり果てていた。強烈な天災地変に見舞われた後のように、村は廃はい墟きよと化していたのだ。

「何だよ、コレ……！」

　マッシュが呆ぼう然ぜんと呟き、エルルは言葉を失い、口に手を当てている。

　──ま、まさか魔王軍が!?　でもどうしてこんな小さな村を襲うのよ!?

　聖せい哉やはただ人差し指で遠くを指していた。見ると一筋の煙が空に伸びている。

「誰かいるな。だが罠わなかも知れん。気を付けて行くぞ」

　聖哉の言う通り、村をこんな状況にした奴らがあそこにいる可能性がある。私達は静かにその煙の方へと歩を進めた。

　近付くにつれ、煙の元が判明した。私達が以前、たいまつを買う為、立ち寄ったドワーフの道具屋から出火していたのだ。

「ねえ……！　あ、あれ見て……！」

　エルルが絞るような声を出す。くすぶる家屋よりも、その傍にいた怪物に私達の視線は釘くぎ付づけになった。

　そこには巨大な亀の怪物がいた。屋根のような甲羅の下には硬そうな土つち気け色いろの皮膚。ドラゴンに変身した竜りゆう王おう母ぼを彷ほう彿ふつとさせる程に大きな亀は、今まさにその口を開き、鋭利な牙きばを剝むいてドワーフの店主に襲いかかろうとしていた。

「や、やべえって！　あのドワーフのオッサン、殺されちまうぜ！」

「助けなくっちゃ！」

　私とマッシュは本能的に飛び出してしまう。そしてドワーフ店主と巨大亀の間に滑り込んだ。

「大丈夫か、オッサン！」

　マッシュが振り返ると、小太りのドワーフ店主はニコニコと微笑みながら言った。

「ええ、大丈夫。心配はありませんよ。この怪物は私を襲ってきたりはしません。なぜならこれは私が呼び出したものですから」

「は？」

「アダマンタイマイ超硬神亀。別世界から召喚した魔物です」

　聖哉がいつの間にかプラチナソードを鞘さやから抜いていた。刃の先は近くの怪物亀ではなく、ドワーフに向けられている。

「……何者だ」

　相変わらずにこやかに笑いつつ、小さな背のドワーフはその名を名乗った。

「魔王軍参謀にして四天王……召喚術師キルカプルと申します」

「し、四天王……！」

　私が呟き、

「ひえっ……！」

　エルルが一歩、後ずさった。キルカプルはアダマンタイマイの喉のど元もとを撫なでる。

「勇者様。アナタの活躍は、かつてこの村を訪れられた時より、千里を見通す水晶玉にて拝見しておりました。いやはや、まるで人間とは思えぬ凄すさまじい力。そして思慮深く、頭も良いい。我々にとってアナタは脅威以外の何物でもありません」

「それでその亀を召喚したって訳!?　聖哉を倒す為に!!」

「いえいえ。これは別件。アダマンタイマイを呼び出したのは、こういう訳でして」

　キルカプルが『コンコン』とアダマンタイマイの喉のどを叩たたくと、牙のある大きな口が開く。そして、そこからドサリと地面に落ちた物があった。アダマンタイマイの口こう腔こうより落下した黄金よりも色濃く輝くそれは、何かの破片のようだった。

「ムスタフの祠にあった『伝説の鎧』──それはゲアブランデで最も硬い物質『アダマンタイト』を用いて作られた別名『アダマンタイトの鎧』です。魔王様の攻撃にも対応出来るその鎧を砕くことなど本来なしえません。唯一、同質の構造の体を持つ召喚獣アダマンタイマイを除けば……」

「ま、まさか……！」

　私はアダマンタイマイが吐きだした金属の破片に目を落とす。

「それは先程喰くらった伝説の鎧の欠片かけら。アナタ達が手に入れる前に、一足早く私が祠の封印を解き、鎧を破壊いたしました」

　そ、そんな!!　最強の武器イグザシオンも得られず、伝説の防具までも壊された!?　これじゃあ、もう……!!

「魔王様は最強の御方にて在らせられます。しかし、それでも魔王様を打ち破る可能性を僅わずかでも秘めたアナタは今此処で死ななくてはなりません」

　途端、アダマンタイマイが「グオオオオオ!!」と咆ほう吼こうした。

　私達は攻撃に備えて身構えるが、キルカプルはニコニコと笑いつつ、首を振った。そしてアダマンタイマイの太い足に手を当てる。

「お前はもう用済みだ。消えなさい」

　すると巨大な亀は徐々に色あせ、この世界から溶けるようにして姿を消した。

「な、何なの？　ひょっとしてアンタが聖哉と戦うっての？」

　小さなドワーフを睨み付けるが、キルカプルはやはり穏やかな笑顔だ。

「とてもとても。私が戦って勝てるような相手ではありません。そして無論、アダマンタイマイでも。言ったでしょう。私は勇者を見て、研究したのです」

　達観したような顔でキルカプルは話し続ける。

「私を除く最後の四天王イレイザ＝カイゼル。彼は攻撃力防御力ともに二十万を超える鬼神の化身ですが、それでもやはり敵かなわないでしょうな」

　……へ？　こ、このドワーフ、一体何を言っているの？

「その勇者からは理論や理屈を超えた強い力を感じます。それは魔王様もお持ちの力。上手うまくは言い表せませんが『世界の命運を握る力』とでも言いましょうか。我々のような俗物とは持っているものが違う。そこで……」

　言いながらキルカプルは傍らに置いていた二つの包みを持ち、それを私達の前に置いた。

「これをご覧下さい」

　果物でも献上するような感じで開かれた包みの中身を見て、

「いやああああああっ!!」

　エルルが絶叫した。私も人知れず体を震わせる。そこには以前、道具屋で見た年配の女ドワーフと、小さな男の子の生首があった。

「私の妻、そして息子の首です」

「う、噓よ!!　偽物に決まってるわ!!」

　私は叫ぶが、キルカプルは小さな男の子ドワーフの首を愛いとおしげに撫でた。

「私によく似ているでしょう？　正真正銘、私の妻と息子の首です」

「なんで!?　どうしてこんなことを!?」

「私は勇者を倒さなくてはなりません。愛する者の首と、イザレの村人全ての命を触媒にして呼び出す我が最凶の召喚魔術を以もつて……！」

　笑顔の裏に潜んだキルカプルの狂気を垣かい間ま見た気がして、私は鳥肌が立った。

「異常よ……！　異常すぎる……！」

「はい。逸脱しなければ勝てません。私はそう悟った。それ程、この勇者は脅威なのです。魔物にだって情はあります。悲しかった。辛つらくて苦しかった。それでも魔王様は私に仰おつしやったのです。『キルカプル。お前があの勇者を仕留めろ』と。光栄でした。勿もち論ろん、妻も息子も理解して死んでくれました。見てください。この晴れ晴れとした死に顔。立派でしょう？」

「そ、そうまでして、アンタは一体何を呼び出そうとしてるのよ!?」

「『勇者を倒す最凶』を。それを前にしては、知も才も力ですら特に意味を成しません。せっかく竜の里にて手に入れたイグザシオンですら効果はないでしょう」

　イグザシオンのことまで!!　で、でも流石にコレが偽物だとバレてはいないみたいだけど……!!

「し、師匠！　コイツ、今のうちに倒した方がいいんじゃないか！」

「いや。おそらくもう遅い。殺そうが殺すまいが、奴の言う召喚術は発動するのだろう。だから奴はこうして俺達の前に姿を現していて、しかも動揺すらしていないのだ」

「仰る通り。もはや全てが手遅れです。……さぁ、イザレの村人の命、愛する者の命、そして最後に、この召喚術師キルカプルの命と引き換えに！　別次元より顕現せよ！　超概念の死神クロスド＝タナトゥス！」

　超……概念の死神……クロスド……タナトゥス……!?

　そしてキルカプルは懐から取り出した短刀で自らの喉元を搔かき切った！

「な、何を!?」

　パックリと裂けた喉より溢あふれ出る、ドス黒い魔物の血液が地面に血溜だまりを作ってゆく。致命傷を負いながら地に膝ひざを突き、それでも、キルカプルは満足げに空を眺めていた。

「魔王様……！　この世界を我らが悲願の魔界に変え……て……くだ……」

　そしてキルカプルは、その場に倒れ伏し、動かなくなった。

「し、し、死んだの？」

　死体を確かめるでもなく、聖哉が私に囁ささやく。

「リスタ。神界への門を開け」

「ええっ!?　今このタイミングで!?　まだ何も起こっていないのに!?」

「いいから早くしろ。あの自信はただごとではない。念の為に開いておけというのだ」

「わ、わかったわ」

　だが、私が門を開こうとした刹せつ那な。地面に広がったキルカプルの黒い血溜まりから突然、這はい上がるものがあった。黒き血と同じ色の漆黒の影は即座に人型を形作る。

「こ、これが……クロスド＝タナトゥス!?　キルカプルが命と引き換えに呼び出した超概念の死神なの!?」

　それは異様だった。小さな体をすっぽりと黒色のローブに包み、フードから見える顔は同じく真っ暗で空洞のよう。そして死神と呼んでいたくせにその手に抱えているのは何と大きな鉄の十字架である。不吉の象徴である死神が聖なる十字架を携えているのは何とも矛盾している気がした。

　不気味な外見の死神は一体、どれ程の力を秘めているのだろうか。

　私は能力透視を目前の敵に発動した……。
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「……は？」

　目を疑う。だが再度、能力透視してもクロスド＝タナトゥスのステータスは解読不能だった。

「な、何なの、コレ!!　数値が読めない!!　こんなことってある!?　聖哉!?」

「うむ。俺の目にも文字化けした数値が映っている」

「まさかコレって聖哉みたいな偽装フエイクのスキル!?」

「いや、どうもその気配はない。きっとアレが奴の本来のステータスなのだろう」

「ええっ!?　この文字化けした数値が本来の能力値!?　そ、それってどういうことなのよ!?」

「……常軌を逸しているということだ」

　私達が喋しやべっていると、タナトゥスは『トン』と大きな十字架の下部分を地面に付けた。その途端、地面が大きく裂ける！

「つ、土属性の魔法!!」

　私の叫びと同時に亀き裂れつは猛スピードで聖哉の方に迫り寄り、作られた割れ目に吞のみ込もうとした！　だが……既に勇者は宙に浮遊している！

　す、凄すごい！　相手の能力が分からない状態なのに、それでもとりあえず浮遊していた！　何て用心深いの！

　予知能力のような聖哉の慎重振りに感嘆したのは一瞬。その裂けた地面から何と稲光が発生！　浮遊する聖哉に向かって放たれた！

　地中から轟とどろいた雷魔法に対し、

「ダブル・ウインドブレイド二刀流裂空斬！」

　咄とつ嗟さに腰の剣を抜き、空の技を発動。プラチナソード二刀流裂空斬にて作った風圧で雷の軌道を変え、攻撃をかわす。更に聖哉はそのまま新たな裂空斬をタナトゥスに放った。意表を突かれたのか、タナトゥスはそれを喰らい、呆気あつけなく体ごと真っ二つになった。

　マッシュとエルルが聖哉に駆け寄る。

「師匠！　大丈夫か？」

「ああ。問題ない」

「で、でも何だったのー、アレ!?　地面からサンダーが出たよ!?　おかしくない!?」

　土属性魔法発動後に地から発生した雷魔法……確かにエルルの言うように、それは魔法の摂理を超越した攻撃だった。でも……

「とにもかくにも倒したようね」

　一安心してそう言ったのだが、聖哉は二つに裂けたタナトゥスを鋭い目で見詰めていた。

「おい、リスタ。何をしている。さっさと門を出せ」

「え？　で、でも、」

「急げ。出した後は門を開いておけ」

「う、うん」

　私がようやく門を出現させ、扉を開いた時。胴体を輪切りにされた筈はずのタナトゥスの上半身はむくりと起き上がり浮遊、すぐに下半身を再生した。更に驚くことにもう一つの下半身は新たな上半身を創造する。

「げっ！　二つに分裂したぜ！」

「な、何よアレーっ！」

　途端、一体のタナトゥスが十字架を聖哉に向けるや、そこからシャイニング・アロー輝光弓のような光線の如き矢が発射される！　聖哉は半身を反らせてそれを避よけるが、さらにもう一体のタナトゥスが十字架を振り上げ、聖哉に迫っている！　今度は巨大な十字架を武器のようにして聖哉に殴りかかろうとした。充分な距離を取ってバックステップして、かわそうとした聖哉だったが、その十字架が伸長する！　伸縮自在の十字架はあわや聖哉の胸元まで届きそうになるが、そこで伸長はストップ。事なきを得たと思った瞬間、十字架の先より弾丸のような氷柱が連続で発射された！

「むうっ！」と聖哉が唸うなった。払い除のけようと剣を振るうが数が多い。十字架より発生した氷結魔法の一つが聖哉の腹部にヒット。聖哉は弾はじかれ、地面を転がった。

「せ、聖哉!?」

　聖哉が敵に攻撃を喰らったのを見たのはこれが初めてだった。だが聖哉はすぐさま立ち上がり、体勢を整える。

　そろりそろりとこちらに向かってくる二体のタナトゥスは、歩きながら体を重ね、そして再び一体に統合した。

　聖哉は持っていた剣を鞘さやに仕舞い、迫るタナトゥスに両手を向ける。

「マキシマム・インフェルノ爆殺紅[image: 蓮]獄……」

　凄すさまじい爆炎がタナトゥスを吞み込む。全てを焼き尽くす強烈至極な業火だが、それでは倒せないことを確信しているように、発動後、聖哉が素早くマッシュに近付いた。

「えっ？　師匠？」

　狼ろう狽ばいするマッシュを担ぐと、開いた門へ向かって放り投げる！

「うわ───!!」

　投とう擲てきされたマッシュは門の向こうに消えた。すぐさま今度はエルルを抱えると、

「はわわわわっ!?」

　同じように素早く放り投げた。そして、聖哉は私に突進してくる。

　わ、私も投げられるのね!?　いいわ!!　でも優しくしてね!!　あと出来たら、お姫様だっこして投げてください、お願いします!!

　だが、聖哉は大きく右足を振り上げた！　次の瞬間、長い足のつま先部分が私の腹部にめり込む！

「ボッヘエエエエエエエエエエ!?」

　蹴けられた衝撃で悶もん絶ぜつしながら、私は門の向こうに吹き飛ぶ！　その私を追うような形で、ほぼ同時に聖哉が門に突入！　統一神界に着くやいなや、すぐさま扉を閉じた！

　神界の広場に転がり出た私は、

「オォォォイ!!　何で蹴った!?　私だけ扱い、酷ひどすぎるだろがああああああ!!」

　そう叫んだのだが、いつもと様子が違う。聖哉はタナトゥスにやられた腹を手で押さえてうずくまり、無言だった。

「ちょ、ちょっと聖哉!?　大丈夫!?」

「ああ、何とかな。だが……深手を負ってしまった」

　わ、私のバカ!!　聖哉はタナトゥスの攻撃で深手を負わされて、神界に逃げ帰るしかないギリギリの状態だったんだ!!　なのにマッシュやエルルちゃん、そして私を見捨てずに連れてきてくれたんじゃないの!!

「初めてだ。敵にダメージを与えられたのは。回復しなければ」

「傷を見せて！　すぐに治してあげるから！」

「なるべく早く頼む」

　そして聖哉は鎧よろいを脱ぎ、傷口を見せた。

「……え？」

　呆気に取られる。聖哉のお腹は、擦りむいたように少し赤くなっているだけだった。

「あの……ちなみにどれ程のダメージだったの？　ステータス数値的に？」

　すると聖哉は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で言った。

「３０００００ほどあったＨＰが……今や、２９９９００しかないのだ……」

「!!　深手、負ってなくない!?」

　私はツッコむが聖哉は真剣そのものだった。

「ＨＰはいつも全快にしておかねば不安だ。とにかく早く治せ」

　相変わらずの慎重ぶりに呆あきれつつ、またＨＰが３０００００もあることに驚きつつ、私は治癒魔法を発動。かすり傷を治したのだった。

「それにしても、ちょっとした傷とはいえ、師匠が怪我させられるなんてな。一体何なんだよ、アイツは……」

　マッシュの言葉にエルルも頷うなずく。

「ムチャクチャだったよねえ。魔法のルールも、生物としてのルールも無視してるっていうか……」

　二人の言葉から怯おびえが伝わってくる。私は励ますように言った。

「まぁ、とにかく此こ処こでゆっくり対策を考えましょう！　次元の異なる統一神界なら絶対に安全よ！」




　そう言った刹那。広場にいた男神、女神達がザワザワと騒ぎ出した。

「な、何なのだ、この感じは……？」

「これはもしや……邪気？　い、一体何が起きているのでしょう？」

　緊迫した面持ちで男神女神が辺りを窺うかがっている。

「あ、あれは何だ!?」

　一人の男神がある場所を指さした。見ると広場の噴水の上部に黒い渦が出現している。

　──ま、ま、まさか……!!

　私のイヤな予感は的中した。黒き渦から最初に現れたのは巨大な鉄の十字架！　続いて死神が這い出してくる！

「そんな!?　ゲアブランデから統一神界まで追ってくるなんて!!」

　さっきはマッシュとエルルを励まそうとした。だが今、私の顔からは血の気が引き、足はガクガクと震え出す。

　あ、ありえない!!　次元を突き破ってくるなんて!!　こんなの……こんなの神話クラスの魔物じゃないの!!

　今度は代わってエルルとマッシュが自分達を励ますように声を上げる。

「で、でもでもっ！　どんな恐ろしい敵にも弱点はある筈だよねっ！」

「あ、ああ！　エルルの言う通りだぜ！　無敵の怪物なんか存在する訳がねえ！」

　そうよ！　女神の私がテンパってどうするの！　私達には聖哉がいる！　聖哉ならきっとこの魔物もどうにかこうにかやっつけてくれる筈！　いや、ひょっとしたら既に……

「聖哉！　タナトゥスの弱点は何？　アンタのことだから、もう気付いてるんでしょ！」

　しかし。私達の熱い眼まな差ざしを受けた勇者はボソリとこう呟つぶやいた。

「……分からん」

「「「えっ!?」」」

「……どうやったら勝てるか全く分からん」

「せ、聖哉くんっ!?」

「師匠っ!?」

　うっわああああああ!!　噓だと言ってええええええ!!　聖哉がこんな弱音を吐くなんて!?　詰んだ!!　これはもう完全に詰んだわっ!!

　……突然の魔物の登場に阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたとなる統一神界。

　……ゆっくりと這はい出た後、十字架を担ぎ、私達に向かって歩いてくる超概念の死神。

　悲鳴を上げて逃げまどう広場の天使達同様、私達も頭が真っ白になっていた。








第三十八章　天獄門






　次元を破り、聖せい哉やに迫るクロスド＝タナトゥス。為なす術すべもなく、後ずさる私達。

　だが、このどうしようもない状況下、一筋の光明が現れる。

「……お待ちなさい。魔の者よ」

　凜り々りしい声と共にタナトゥスの前に立ちふさがったのは統一神界の男神女神。最凶の怪物は今、広場にいた神達に囲まれていた。

「一体、何処からこの統一神界に紛れ込んできたかは存じませんが……」

「此処はお主のような異形が来る所ではない」

「邪悪よ、滅すべし！」

　おおっ！　風神フラーラ様に雷神オランド様、それに氷神キオルネ様！　名だたる神が勢せい揃ぞろいしてるじゃない！　これはツイてる！　やっつけてくれるかも！

　私の期待にこたえるように、フラーラ様が風の魔法を唱えたり、オランド様が雷を落としたり、キオルネ様が氷柱をぶつけたりした……が、タナトゥスは何事もないように、ゆっくりと私達に歩を進めてくる。

「ぜ、全然効いてないじゃん……！」

　炎もダメ、風も雷も氷もダメ!!　そもそもコイツに有効な魔法なんてあるの!?

「ねぇ……リスたん……」

　エルルが不安そうに私に声を掛けた。『大丈夫！』と言ってやりたいが、今の私には笑顔さえ繕う自信がない。返事をするのを躊躇ためらっていると、

「リスタ！　おい、リスタってば！」

　今度はマッシュが私の体を揺すった。

「アレ、見ろよ！　師匠が……！」

「え……？」

　マッシュとエルルが伸ばしている指の先を見る。すると、聖哉はいち早くスタコラサッサと駆けだしていた。

「……ッ!?　あ、あの野郎!?　待ちなさいよっ!!」

　私達は聖哉を追いかける。どうやら方角からして神殿に向かって走っているようである。ってか前にもあったな、こんなこと!!

「一人で逃げんな、コラ───ッ!!」

　それでも聖哉は止まらず走り続ける。神殿に辿たどり着き、扉を大きく開くと、そのまま中に突っ込んだ。

　呼吸を乱しつつ、神殿の入り口まで辿り着く。ふと後ろが気になって振り返ると、男神女神達の魔法をかわしたタナトゥスがふわりと浮遊しつつ、背後まで迫ってきていた。

「うわあっ!!　リスたんっ!!　付いて来てるよおおおっ!!」

「は、早く！　早く中に入るのよ！」

　飛び込み、入り口の扉を閉める。その途端、私の耳に階段を踏み鳴らす音が聞こえた。見上げると二階へ通じる階段を聖哉が駆け上っている。

　聖哉の後を追おうとした瞬間、扉が『バンッ！』と開かれ、死神が現れた。

「ひいっ!?　神殿にまで入って来た!!」

　だが、扉近くに立っていた門番の如き精せい悍かんな顔立ちの男神が立ちふさがった。

「おのれ、魔の者め！　この神殿に入ってくるとは！　この拳けん神しんアルクスの超絶無敵拳で粉々に打ち砕いて……うっぎゃあああああ!!」

「よ、よくもアルクスをやったでごわすな！　次は相撲の神である、おいどんが相手でごわす！　神技・百烈張り手……って、ぐっはあああああ!!」

　良いい具合に神殿内にいた色んな神がタナトゥスに挑みかかる。無論、全く効いてはいないのだが、足止めにはなってくれていた。私達も階段を上り、

「聖哉！　待ってってばあ！」

　どうにか聖哉との距離を縮めた。

「アイツは基本的に俺を狙っている。お前達は何処かに隠れていればいいだろうが」

「あ、アンタ一人、放っておける訳ないでしょ！」

　二階へ辿り着いても聖哉は廊下を走るのを止めなかった。そんな聖哉の前に見知ったヒゲ面マッチョが現れた。剣神セルセウスは皿の上に大きなホールケーキを載せていた。

「よう！　また帰ってきたのか！　見てくれ！　たった今、新作のケーキが出来たんだ！　手て間ま暇ひまを掛けて一生懸命作った、おいしいおいしいケー、」

「いらん。どけ」

　聖哉は差し出されたケーキを、そのままセルセウスの顔面に叩たたき付けた。セルセウスは「ゲーギィィィッ!!」と叫び、その場にくずおれた。私とマッシュとエルルが顔面ケーキでブッ倒れたセルセウスの横を走り抜ける。

　ひ、悲惨すぎる!!　今度、機会があればケーキ、食べてあげよう……!!




　私が決心した時、またも目前に知り合いの女神が現れる。

　猫背の引きこもりかつ連撃剣の使い手、軍神アデネラ様が目にくまのある不健康な顔で笑っていた。

「せ、せ、聖哉……！　か、帰って来たんだね……！」

　聖哉は足を止め、アデネラ様に言う。

「アデネラ。あの後ろの奴を止めろ。そしたら今度遊んでやろう」

「え……。ほ、ほ、ほ、本当……か……！」

　アデネラ様が鞘さやから剣を抜く。そして、こちらに向かってくる邪悪を睨にらんだ。

「せ、聖哉は、わ、私が守る！」

　そして円を描くような独特の構えを取った。

「み、見せてやる……！　し、真……連撃剣……！」

　迫るタナトゥスの懐に飛び込むや、振るわれた剣が生み出す残像の数は、聖哉の二刀流連撃剣と同じか、もしくはそれ以上!!　タナトゥスの体を瞬時に斬り刻んでいく!!

　──おおおっ!?　流石、本家本元!!　凄すごいスピードとパワーだわ!!

　だが連撃剣で斬られる度、タナトゥスは分裂していく！　二体が四体、四体が八体、八体が十六体、十六体が……。

　私はたまらなくなってアデネラ様に叫ぶ。

「いや、すっごい分裂してます!!　もうやめて!!」

　だがアデネラ様は斬ざん撃げきを続けつつ、困った顔を私に向ける。

「と、途中で……と、止められ……ないの……よ……」

　聖哉が私の肩を叩いた。

「ダメだ。予想通り、さっぱり使えん。逃げるぞ」

　予想通りとかひっでえな！　そう思いつつも、私達はアデネラ様を置いて走り出した。気になって背後を振り返ると、アデネラ様は、神殿の廊下を埋め尽くす程、分裂したタナトゥスに踏み潰されていた。やがて中央の一体に吸い込まれるようにして分身が本体に融合し、タナトゥスが私達への追撃を再開する。

　──そ、それにしても軍神アデネラ様でも全く歯が立たないなんて!!　い、一体どうすればいいの!?




　長い渡り廊下を走り抜けた後、聖哉は三階に続く階段を駆け上る。

「聖哉!!　いつまでも闇雲に逃げても仕方ないわよ!!」

　無敵の魔物にジリジリと追い詰められ、いつしか私の頭はパニック状態になっていた。

「ああっ!!　もうっ!!　どうしたらいいのよおおおっ!!」

　半泣きで叫ぶと、聖哉が私を振り返る。

「少し落ち着け。リスタ」

「無理!!　だって聖哉も言ったじゃん!!　『どうやったら勝てるか全く分からない』って!!　こんな状況で落ち着ける訳ないわよ!!」

　タナトゥスに追われながらも、聖哉はいつもと変わらぬ平淡な口調で言う。

「確かに『どうやったら勝てるか全く分からん』とは言った。だが『どうやったら勝てるか全く分からん敵に出会った時の対処法』は既に用意してある」

「……へ？」

「奴の趣味は絵を描くことだそうだ。見かけによらず、な」

「は？　何の話？　奴って一体？」

「神界一面を見渡せる神殿の屋上で、絵を描いているらしい」

「だから誰が？」

　いつの間にか長い階段を上りきっていた。突き当たりの扉に聖哉が手を掛ける。

「り、リスたん！　聖哉くん！　ダメっ！　もう追いつかれるよっ！」

　背後からエルルが大声で叫ぶのと、聖哉が扉を大きく開くのは、ほぼ同時であった。

　扉を開けた途端、強い風が吹き、私の前髪を揺らす。見晴らしの良い神殿の最上部には、緩やかな傾斜の石屋根に佇たたずむ女神がいた。

「あ、あれは……！」

　聖哉の言う通り、確かに似合わない趣味だと思った。

　胸と下半身を鎖で巻いただけの破壊の女神ヴァルキュレ様は、絵筆を持ってキャンバスとにらめっこしていた。集中して描画にいそしむヴァルキュレ様は私達には気付いていない。

「つ、つまり、聖哉!!　神界最強女神をタナトゥスにぶつけようって訳!?」

「そうだ。だが奴の性格上、まともに頼んでも戦ってくれそうにない。よって、」

　扉を開けて、タナトゥスが屋上に躍り出た。もはや逃げずに対たい峙じした聖哉に、タナトゥスは例の伸長する十字架を放つ。チラリと背後を窺うかがった後、ギリギリのところでかわす聖哉。長く伸びた十字架は、そのままヴァルキュレ様のキャンバスにぶつかり、描いていた絵を突き破る！

「よし。狙い通りだ」

　聖哉が小声で呟いた。

　ひ、ひっでええええええ!!　コイツ、わざとタナトゥスに絵、壊させやがった!?

「……噓……だろ……？　完成間近……だったのに……」

　自らの絵を破いた十字架が縮小し、その持ち主である死神に戻っていく。絵を壊した犯人を鬼の形相で睨むや、ゆらりと立ち上がったヴァルキュレ様の体から銀色の凄すさまじいオーラが発散される。

「テメ───ッ!!　一体何してくれてんだ、この糞くそボケが──！　ブッチブチにブチ壊すぞ、ラッア──────!!」

　とても女神とは思えない台詞せりふを神界に木霊させる。

「……こっちだ。離れておけ」

　聖哉は私とマッシュ、エルルを屋根の端に招き寄せた。聖哉の前まで歩いた後、どうなったかと戦況を振り返ると、既にヴァルキュレ様がゼロ距離でタナトゥスの頭部を片手で摑つかんでいる！

　──は、速っ!?　いつの間に!?

「このド三さん下したが……！　砕け散れ……！」

　ヴァルキュレ様の体を包むオーラが即時、ブワッとその量を増し、タナトゥスを摑む右手に集約される！

「破壊術式・其の一フアースト・ヴアルキユリエ……『シャタード・ブレイク掌握圧壊』……！」

　おおおっ!!　破壊術式ヴアルキユリエ!?　な、何だか凄そう!!

　……しかし。何も起きない。やがてタナトゥスは霧のように体を変化させ、文字通り雲散霧消。ヴァルキュレ様の拘束を解いた後は少し離れて再度、実体化する。

「何だ、コイツ……幽体ゴーストか？　ケッ、上等だ！　なら、」

　ヴァルキュレ様は今度は胸に巻き付けてある鎖に手を当てる。

「破壊術式・其の四フオース・ヴアルキユリエ……『アストラル・ブレイク幽壊鉄鎖』……！」

　蛇のようにヴァルキュレ様から伸びた鎖がタナトゥスに絡み付き、縛り上げる！

　そ、そうか！　コレは対ゴースト用の破壊技！　凄い！　どんな敵にも対応出来るんだわ！　これならきっと……！

　しかし！　タナトゥスの体から出た黒きオーラが、巻き付いた鎖を一瞬で粉々に粉砕する！　胸と繫つながっていた鎖を砕かれた反動で、ヴァルキュレ様が無様に体勢を崩した！

　ええええええええ!?　き、効いてない!!　破壊の女神の技ですら通用しないの!?

　これ以上ないくらい、私は絶望する。

　統一神界最強の女神ですら倒せないなんて……！　これは全てを超越した弱点のない完全無欠の生命体……！　三千世界の何者にも破壊出来ないんだわ……！

「……ふふふ……はははははは……くくくくくく……」

　突如、くずおれたヴァルキュレ様が笑い出した。そして、しばらく笑った後、一転。激怒し、紅潮した顔を見せると、

「オーダー神界特別措置法施行だ!!　イシスタ────ッ!!」

　天を貫く大声で叫んだ。

　──オーダー神界特別措置法施行！　抑制された神力を解放するつもりなんだわ！

　すぐにヴァルキュレ様のオーラが銀色から眩まばゆい白銀に変わり、私は大女神イシスター様の許可が下りたことを知る。

　──い、一体、オーダー神界特別措置法施行でどれ程の力を得たというの……!?

　私は能力透視でヴァルキュレ様を見て……絶句した。
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　な、何てステータス！　これが、統一神界最強の力!!

　聖哉も能力値を見たのだろう。私の隣で小さく頷うなずいた。

「うむ。他の神とは比べものにならん。まぁ、神とは本来このくらい人知を超越したものであって然しかるべきだが」

　ステータスは見たこともないくらい限界突破している！　だけど、相手はどんな攻撃も通用しない伝説級の怪物！　それに対し、破壊の女神が一体どんな技を繰り出すのか、私達は固かた唾ずを吞のんで見守る！

　ヴァルキュレ様は大きく息を吐いた後、左手を右手首に軽く添え、タナトゥスに向けた。途端、統一神界全てを吞み込むような圧倒的なオーラが発散される！

「喰くらえ……！　最終破壊術式オメガ・ヴアルキユリエ……『ヴァルハラ・ゲート天獄門』……！」

　向けた手から何かが出るのかと、何となく想像した。だが違った。もうもうと立ち込める瘴しよう気きと共にヴァルキュレ様の頭上に巨大な門が出現する。古びた門の上部には石せつ膏こうで作られた女神の顔があった。

　──これは……召喚魔法!?　きっと門の中から何かを呼び出そうとしてるんだわ!!

　格子状ではない黒き扉に閉ざされ、中は窺い知れない。だが、その扉がやがて瘴気を発散させつつ、ゆっくり開く。

　瘴気が晴れ、その中にいたものを見て、私は愕がく然ぜんとした。

　中には黒色のローブに身を包み、鉄の十字架を抱えた超概念の死神──クロスド＝タナトゥスが入っていた！

　マッシュとエルルが驚愕の声を上げる。

「え───っ!?　ど、どうして!?　どうしてタナトゥスが入ってるの!?」

「まさか本体じゃなく分裂した方か!?」

　しかし辺りにタナトゥスの分身はいない。いるのは門の中に入っていたタナトゥス一体だけである。そしてそれはつい今の今までヴァルキュレ様と戦っていた筈はずなのに！

「な、何なのよ、この技は……!?」
















　私が呟つぶやいた刹せつ那な。門上部にある石膏の女神が目を開けた。作り物だと思っていた女神の顔が、真っ赤な血を垂れ流しつつ、口を開く。

「ぎげげげげげげげげげげげげげ！」

　地獄の底から這はい上がってくるような不気味な笑い声が響き渡った。口だけでなく、目からも血を流しながら哄こう笑しようする女神を見て、

「!?　何アレこわい!!」

　私はオシッコを漏らしそうになった。

　タナトゥスは門から這い出そうとするが、笑い声と共に徐々に黒い扉が閉まっていく。そして扉の内側に備え付けられた無数の針がタナトゥスに突き刺さる。

　どんな魔法にも攻撃にも手て応ごたえの無かったタナトゥスだが、その針が刺さるや、『バギバギ、メリメリ！』と骨の砕けるような音を立てた。

「ア……アアアア……」

　不意にタナトゥスの顔面──真っ黒な空洞より喘あえぐような声が漏れた。そして、

「アアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　感情がないと思っていた死神が絶叫する！　だがそんなタナトゥスの叫びすら、

「ぎげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ!!」

　血まみれの女神の口から発せられる狂笑が搔かき消す！

『ガシャン……!!』

　そして重々しい音と共に門は閉じられた。やがて門の周りに充満していた瘴気が消えるのと同時に、門自体も溶けるようにして消え去っていく。




　私達の誰もが言葉を失う中、ヴァルキュレ様が呟く。

「因果律を超え、開いた瞬間、敵を吞み込んでいる回避不能の対象直撃破壊術式──それがヴァルハラ・ゲート天獄門だ」








第三十九章　破壊の女神






「門の中にある破壊の針が有形無形、全てを砕き、根源へと還かえす。例外はねえ」

　──ヴァルハラ・ゲート天獄門……！　何てムチャクチャなチート技なの……!!

　無敵の死神を葬った破壊術式の脅威に恐れおののいていると、ヴァルキュレ様はがくりと片かた膝ひざを突いた。

「え……ヴァルキュレ様？」

　心配になって近付く。ヴァルキュレ様はハァハァと息を切らして苦しそうにしていた。

「離れてろ、リスタルテ。三十秒経った。そろそろ来る」

「三十秒？　来る？　い、一体、何のことですか？」

　次の瞬間。ヴァルキュレ様の右肩から赤い液体が噴き出し、私の顔にかかった。

「こ、これって……ち、血ィィィィィ!?」

　手で拭ぬぐうとベットリ付着した血液に叫ぶ。右肩の他にも腕、足、腹部……あらゆる箇所が刃物で切り刻まれたように裂傷を負い、血を噴出している。

「あわわわわわ……！」

　突然のスプラッターに私もエルルも震え上がる。体を血まみれにしながらもヴァルキュレ様は口を開く。

「ヴァルハラ・ゲート天獄門は……術者の生命力を触媒とする。人間なら……死が確実な程の生命力を……な」

　訥とつ々とつと喋しやべりながら、やがて口からも「ガハッ！」と吐血し、ヴァルキュレ様は糸の切れた人形のようにくずおれ、動かなくなった。

「だ、大丈夫ですか!!　ヴァルキュレ様っ!!」

　抱き起こすとヴァルキュレ様は恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「ヤッベ……コレ、癖になる……！　あー、気持ちいい……！」

「!!　アンタ、サドかと思ってたらマゾですか!?」

　ってか、変態ばっかなの!?　この神界は!?

　心配したのがバカバカしくなった。呆あきれ果てた私の隣では聖せい哉やが納得したように頷いている。

「先程のオーダー神界特別措置法施行は、あの技を出す為ではなく、反動に耐える為だったという訳だな」

　ヴァルキュレ様を見詰める聖哉の目の色が違う。能力透視を発動しているようだ。

　私もヴァルキュレ様の体力の増減を確かめてみる。





破壊神ヴァルキュレ
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　──あれだけあったＨＰが激減してる！　聖哉の言う通りだわ！　……って、え……あ、アレ……何、この感触？

　ヴァルキュレ様のステータスに気を取られていた私は、突如、胸に違和感を覚える。気付けば先程まで倒れていた場所にヴァルキュレ様の姿はない。

　そして今！　ヴァルキュレ様は私の背後に回り、いつぞやのように私のオッパイを、ぐにぐにと揉もんでいた！

「ひわわわっ!?」

「おい、リスタルテ！　あのクソ野郎はお前が呼んだんだろ！　そうだろ！」

「は、はい、まぁ、その、そうなんですけど、あの、胸、も、揉むの、やめっ、て！」

　マッシュとエルルちゃんだって見てるのに……やあぁぁぁんっ！

「絵もブッ壊されるし、最低じゃねーか！　見ろよ、コレ！」

　ヴァルキュレ様は片手で私の乳を揉みしだきながら、もう一方の手で破かれた絵を見せてきた。そこには幼稚園児が利き手じゃない方の手で寝ながら描いたような絵が描かれていた。そのあまりの下手くそさ加減に私は一瞬、胸を激しく揉まれていることすら忘れた。

「この大傑作が未完に終わった責任を取れ！　今から生なま乳ちち揉ませろ、コラ！」

　ヴァルキュレ様は私のドレスの胸元から手を直接、中に入れようとしている！

「な、なまちち!?　う、噓でしょ、ちょっとぉ!?　それはダメえぇぇっ!!」

　だが、いくら経ってもヴァルキュレ様の手は胸元に入ってこなかった。気付けばヴァルキュレ様の手を聖哉がしっかと摑つかんでいる。

　せ、聖哉!?　アンタ、ひょっとして私を守ってくれたの!?　な、何よ！　何だかんだ言いつつ、アンタ……やっぱり私のこと好きなのね？　そうね？　好きなのよね？　オッケー、分かりました！　はい、両思い確定！　仕方ないなぁ……いいよ……？　特別だよ……？　聖哉にだったら今度コッソリ、なまちち……触らせて・あ・げ・る……。

　しかし、

「ぐはぁっ!?」

　聖哉は思い切り私の尻しりを蹴けり飛ばした。あまりの威力に、私は下着丸出しで地面を転がった。

「いきなり何すんじゃ、お前はぁっ!!」

　叫ぶ私に見向きもせず、ヴァルキュレ様に鋭い視線を送っている。どうやら助けてくれたのではなく、単に私が邪魔だったらしい。

「ヴァルキュレ。やはりお前だ。お前こそ俺の修行相手に相応ふさわしい」

「ああ？　修行……だあ？　見てただろ。アタシのはさっきのみてーな技ばっかりだ。基本的に代償を伴う」

「構わん」

　ドレスを整えた後、私は立ち上がって叫ぶ。

「ちょっと聖哉!?　また神界で修行する気!?　ミティス様に弓を教わったばっかでしょ!?　今回、ペース早すぎない!?」

「来たついでだ。それにこのままではいかん。敵はどんどん強くなっている。更なる修行が必要だ」

　確かに今回のタナトゥス戦はヴァルキュレ様がいなければ聖哉でもどうしようもなかった。そしておそらく、これから先の戦いは、同等、もしくはそれ以上の苦戦が予想される。聖哉は最強の剣イグザシオンも、伝説の鎧よろいすら入手出来なかったのだ。ゲアブランデを救うにはもう、この最強女神の技を伝授して貰もらうしかないのかも知れない。

「でもあのヴァルハラ・ゲート天獄門って技、人間が使えば死は確実だ、ってヴァルキュレ様が言ってたじゃない！」

　その刹那。私のお尻に再度、激痛が走った。

「ハオォォッ!?」

　女神らしからぬ叫び声で痛む尻をさすりつつ振り向くと、ヴァルキュレ様が眉み間けんにシワを寄せている。

「勝手に話、進めてんじゃねーよ。アタシは誰にも破壊術式を教えるつもりはねえ。そもそも教えて身につくもんじゃねえんだよ」

　聖哉がヴァルキュレ様を睨にらむ。

「それはお前の思いこみだろう」

「無理だ。人間が覚えられる訳がねえ」

「本当にそうかどうか試してみたらどうだ」

「……しつこい奴だな」

　引かない聖哉にヴァルキュレ様は銀髪をガリガリと搔きむしった。

「ってか、お前なー。さっきから修行、修行って言っちゃあいるが……気付いてねえのかよ？」

「何のことだ？」

　途端、聖哉の顔色が変わったように思えた。

「だから。お前自身のことだよ。やっぱり分かってねえのか。だったら、教えてやるよ。いいか……」

　……不意に鞘さや走る音がした。次の瞬間、聖哉は剣をヴァルキュレ様の喉のど元もとに当てていた。

「何の真似だ、テメー？」

　ヴァルキュレ様が凄すごみ、私は焦りまくる。

「せ、聖哉!?　アンタ、いきなり何やってんの!?」

　だが聖哉は鷹たかのような目でヴァルキュレ様を睨んでいた。

「今此こ処こでそれを言う必要はない」

「ほう。ってことは気付いてんのか？」

「だからこそ、お前と修行がしたいと言っている」

「そうか。その上で、か……なるほどな」

　そして二人はしばらく無言で睨み合った。




　え……？　い、一体、二人共、何の話してんの？　ひ、ひょっとしてヴァルキュレ様も聖哉が魔王を倒す剣や防具を持ってないのを女神の勘で察知して？

　私は固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守る。やがてヴァルキュレ様がニヤリと口角を上げた。

「なるほど。確かにコイツは、そんじょそこらの勇者とは違う。僅わずかながら破壊術式を身に付ける可能性があるのかも知れねえな」

　聞いて聖哉は剣を下げた。笑っていたヴァルキュレ様が凄む。

「だが、いいか。ヴァルハラ・ゲート天獄門だけは絶対に教えられねーぞ？」

「それ以外の技で構わん」

　ヴァルキュレ様は踵きびすを返すと私達を振り向きもせず、言う。

「……十分後、アタシの部屋に来い」




　ヴァルキュレ様が立ち去った後、

「あーあ、また修行か。結局こうなっちゃったわね。今日こそは、ゆっくりしたかったのになあ……」

　ぼやく私の服の袖そでをマッシュとエルルが同時に引いた。

「なぁなぁ、リスタ！　じゃあさ！　俺達もアリアのところに行っていいか？　この間の続きがやりてえ！」

「あ！　私も行きたいっ！　早く新しい魔法、覚えたいもん！」

　前回、蠅はえの死し骸がい掃除しかさせて貰えなかったから、もうイヤになるかと思ってたら……全然やる気あるじゃないの。純粋ねえ。まぁ……良いいことだよね。

「ええ。いいわよ。アリアも喜ぶでしょうし。行ってらっしゃい」

　私が認めると、二人は聖哉と私に手を振り、我先にと走り去っていった。

　屋上で聖哉と二人っきりになって、私は大きな溜ため息を吐いた。

「ふぅ。今度は破壊の技の習得、か。でも仕方ないよね。剣も鎧も手に入れられなかったんだもの。あーあ。なんだろなー。いくら難度Ｓだからって酷ひどすぎだよね？　聖哉の世界風に言ったら無理ゲーじゃんねえ、こんなのさあ？」

　周りに誰もいなかったので、私は聖哉に愚痴ってみた。それでも聖哉は私に同調することなく、逆に突き放すように言う。

「文句を垂れても仕方あるまい。現状がどうあれ、そこから最善手を見つけていくしかない」

　不意に聖哉は私の目の前に手を差し伸べた。開いた掌てのひらの上には何かが乗っている。

「先程、イザレの村で拾っておいた伝説の鎧の欠片かけらだ」

「それって、あのでっかい亀が嚙かみ砕いたアダマンタイト？　そんなの、どうするの？」

「このサイズでは、もう鎧には出来ん。だが、」

　聖哉は鞘さやからプラナチソード改を抜き、刀身とアダマンタイトの欠片を重ねる。更に懐から見たことのある髪の毛を取り出し、刀身の上に乗せた。途端、プラナチソード改が更にその輝きを増す。

「剣との合成に使うだけなら、少量でも効果は期待出来る」

　輝きの引いた後、聖哉の手に握られていたのは、まるでそれ自体が発光しているような神々しい剣であった。

「『アダマンタイター金剛斬剣』とでも言ったところか。魔王には通じないだろうが、とりあえず現状、最強の剣が出来たな」

「せ、聖哉……アンタって人は……！」

　黄金よりも輝く剣を見て、私の胸は高鳴る。この勇者ならどんなマイナスな状況からでも引っ繰り返してくれそうな気がした。

　そして私は衝動のままに、自分の腕を聖哉の腕に絡めた。

「転んでもただじゃあ起きない!!　やっぱり聖哉ってば最高!!　頼りになるわ!!」

「……離れろ、リスタ」

　嫌がる聖哉。だが私は離れない。

「うふうふ！　照れなくてもいいじゃん！　私達ってそんな、つれない仲じゃないし！」

「……離れろと言っている」

「ダーメ！　だって聖哉ったら、懐に私の髪の毛なんか忍ばせちゃってさ！　もうっ！　聖哉じゃなきゃ、そんなの許さないんだからねっ！」

　ラブコメばりに私は「コイツゥーッ！」と拳こぶしを振り上げ、聖哉に対して怒る素振りを見せた。いや実際、全然怒ってないけど！　むしろ抱きしめてやりたいけど！

「リスタ……」

「ん？　なぁに？」

　お互いラブラブした展開を心の何処かで期待していた。しかし、聖哉は私に真顔でこう言った。

「お前は……臭い。だから離れてくれ」

「!!　噓でしょ!?　私ってばマジでそんな臭いの!?　どんな臭におい!?」

「……すっぱい」

「それもうガチの体臭じゃん!!　わ、私、お風ふ呂ろ入ってくる!!」

「勝手にしろ。俺はヴァルキュレのところに行くからな」




『体臭、すっぱい』などと言われては、もはやラブコメどころではない。聖哉と別れて、駆け足で神殿の大浴場に向かっていると、廊下でセルセウスに出くわした。体から湯気が立ち上っている。どうやら今、風呂から出たところのようだ。

「あら、セルセウス。アナタもお風呂？」

　風呂上がりでさっぱりしているかと思いきや、存外、機嫌が悪そうだった。

「ククク……浴場で顔中に付いたケーキを洗い落としていたのだよ。まさか自信作のケーキを……クックク……顔面で喰くらうことになるとはな。笑える。笑えるよ」

　セルセウスは自虐的に笑った。なので私も追従笑いする。

「ウフフッ！　そう……おいしかった？」

「!?　いや、おいしいわけないだろ!!　せっかく作ったケーキ、顔面にぶつけられてホントはメチャメチャ辛つらかったわ!!　ここだけの話、涙だって出た!!」

「そ、そっか。ごめん」

「ハァ」と短く息を吐き出した後、セルセウスはふと思い出したように言う。

「そういえば、イシスター様がお前を捜しているような話を聞いたぞ？」

「えっ！　イシスター様が？　な、何だろ？」

「あんな魔物を神界に招き寄せたことでお怒りなんじゃないか？」

「う、うわ。ま、マジで？」

「早く行った方がいいぞ」

　……お風呂にすっごく入りたかった。それでも私は方向転換。イシスター様の部屋へと向かったのであった。




　ノックの後、「失礼します」と言って大きな扉を開く。統一神界の最高位──大女神イシスター様はいつものように椅子に腰掛けて編み物をしていた。

「リスタルテ。来てくれたのですね」

　おっとりとした表情のイシスター様を見て少し安あん堵どする。

「あ、あの、私を呼んでらっしゃったとか。やっぱりあの魔物のことでしょうか？」

「ああ。アレはアナタのせいではありませんよ。だって向こうが勝手に付いてきたのでしょう？　それにヴァルキュレが片付けたようですからね。問題はありません」

「じゃあイシスター様。どうして私を？」

　イシスター様が編み物の手を止めた。

「ゲアブランデにて魔王軍最後の四天王が遂ついに動き出すようです。大軍を率いて帝都に攻め込もうとしています」

「ええっ!!」

　咄とつ嗟さに「本当ですか！」と言いそうになるのを堪こらえる。近未来を見通せる大女神イシスター様の言うことに間違いがある筈はずがない。

「リスタ。此処が正念場ですよ」

「はい！　頑張ります！」

「ところで……今、竜りゆう宮ぐう院いん聖哉はヴァルキュレに教えを？」

「え、ええ……。ま、マズかったでしょうか？」

「ヴァルキュレの破壊術式……イグザシオンもアダマンタイトの鎧も入手出来なかった為の苦肉の策というところでしょうね」

　やはりイシスター様は何でもお見通しのようだった。

「ヴァルキュレの技を神ならぬ人間に使いこなせるとは思えません。しかし、それでも、あの勇者なら可能性はあります」

　おお！　イシスター様も認める聖哉の実力！　ホント、担当女神として鼻が高いわ！

「ただし最後の四天王が帝都に攻め込むまで猶予はそんなにないようです。時期が来れば至急ゲアブランデへと向かってください。今回は特別にロズガルド帝都付近よりスタートすることを許可しますから」

「わ、分かりました！　ありがとうございます！」

　イシスター様にお礼を言って部屋を出ようとした時。

「リスタ。あの子は──竜宮院聖哉は強いですか？」

　ふと尋ねられて、私は笑顔を返す。

「はい！　今まで出会った勇者の中でダントツに最強です！　特に修行を終えて『レディ・パーフェクトリー』って言った時の安心感はハンパないですよ！　ゲアブランデは厳しい世界ですけど、私は聖哉なら必ずあの世界を救えると確信しています！」

　バシッと断言すると、大女神イシスター様は少し厳しい目を私に向けた。

「リスタルテ。もうすぐアナタは竜宮院聖哉の本当の強さを知るでしょう」

「えっ。そ、それって……？」

　一体どういう意味なのだろう。『本当の強さ』？　聖哉ってば、もう充分、強いと思うんだけど……？




　不思議に思い、少し考えた後、イシスター様の顔を見ると、いつものおっとりした表情に戻っていた。

「お風呂の邪魔をしてごめんなさい。すぐに入ってきてくださいね。長旅のせいか、アナタから、お酢のような臭いがします」








第四十章　言わない台詞せりふ






　翌朝。部屋のベッドから起き上がると体中がヒリヒリした。一瞬どうしてか分からなかったけど、ああ、そうか。昨日、お風呂でゴシゴシ、体、洗いまくったんだっけ。

　香水を振りまき、洗濯したばかりの白いドレスを身にまとう。

　オッケー、完かん璧ぺき！　もう「すっぱい」だなんて言わせやしないわ！

　ドアを開け、神殿の通路を歩いていると、キャンバスと絵筆を持ったヴァルキュレ様と出くわした。聞けば今は休憩中で、その間に趣味の絵を描くらしい──あの下手くそな絵を。

「それでヴァルキュレ様。聖せい哉やの調子はどうですか？」

「……何でお前はニヤニヤしてんだよ？」

　えっ、私、笑ってた？　だ、だって今までのパターンだと「人間には無理だ」なんて言われても、聖哉ってば次の日にはマスターしちゃってるんだもん！

　ヴァルキュレ様は「ふぅ」と、溜め息を吐いた。

「お前の想像通りだよ。確かにアイツはとんでもねー。既にいくつかの破壊術式を覚えちまいやがった」

「ホラ、やっぱりねー!!　エッヘッヘッ!!　私、そうなると思ってたんですよー!!」

　満面の笑みを見せると、

「何、笑ってんだ、テメー！」

『ゴツン』！　ヴァルキュレ様に頭を殴られた！

「い、痛いっ！　でも……ねっねっねっ！　やっぱり天才でしょ、あの勇者！」

「殴ったのに、めげない奴だな」

　フン、と鼻を鳴らした後、ヴァルキュレ様はぼそりと言う。

「確かに有り余る天賦の才能はある。だがそれだけじゃあアタシの破壊術式は覚えられねー。いいか、リスタルテ……」

　厳しい顔でヴァルキュレ様は呟つぶやく。

「アレは覚悟の問題だ」

「覚悟？」

　意外な言葉を聞いたような気がした。覚悟……？　聖哉の覚悟……って何だろ？

「お前もちったぁアイツを見習え」

「ぎゃんっ!?」

　突然、臀でん部ぶに痛み！　ヴァルキュレ様はまたも私のお尻しりを蹴けると、屋上に向かっていった。

　だから尻、蹴るなっての！　ま、まぁ、とにもかくにも今回も順調そうね！




　その後、私はアリアの部屋に行ってみる。静かに扉を開けると、マッシュとエルルが並んで座って、精神集中していた。

　私が入って来たのを知ったアリアは手を軽く『パン』と打ち、「ちょっと休憩にしましょうか」と二人に微笑んだ。

　アリアが紅茶を用意してくれている間、二人に修行の進しん捗ちよくを聞いてみる。

「そうだな。上手うまく言えないけど、もうちょっとで体の力全部を解放出来そうな……そんな気がするんだ」

「うんっ！　私もねー、結構いい感じだよーっ！」

　二人とも明るい。どうやら本人達に分かる手て応ごたえがあるのだろう。

「早く聖哉くんの役に立ちたいなぁー！」

　不意にエルルが無む垢くな笑顔を見せた。マッシュも同調するように頷うなずく。

「ああ！　一回くらい師匠の為に活躍してえな！」

　アリアが淹いれてくれた紅茶を飲みながら、しばらくみんなと雑談した後、私は少し居心地が悪くなって部屋を出た。

　……頑張って修行に励むマッシュにエルル。

　……聖剣も伝説の鎧よろいも無いまま、魔王を倒す術すべをどうにか模索しようとする聖哉。

　何だか私の中に焦燥感のようなものが生まれていた。

　自室に戻り、しばらく考え……私は遂に、ある決心をした。

　──ようし、決めた!!　決めたわ!!　みんな、あんなに一生懸命なんだもの!!　私だってやってやる!!




　神界に来て三日が過ぎた、その日。

　アリアの部屋では、マッシュとエルルが嬉うれしそうにニコニコと笑っていた。

「あれ？　何か良いいことあった？」

　アリアも楽しげに私に言う。

「リスタ。二人の修行は完成よ」

「えっ!!　それってつまり!?」

「そう。マッシュは完全な神竜化。そしてエルルちゃんは新たな補助魔法『クイック急加速』を会得したわ」

「すごいじゃない、二人共!!」

　褒める私。照れる二人。しかしアリアが少し真剣な顔を二人に向けた。

「エルルちゃん。『ヘイスト迅速』の上位魔法『クイック急加速』の負荷にアナタのレベルがまだ付いてきていない。使えるのは一日一回だけ。使い所はきちんと考えるのよ」

「うんっ！　アリア様、ありがとうっ！」

「マッシュ。アナタも同じよ。本来なら数年掛かって解く封印を解いた。一度、神竜化すればその後、数時間は使えないでしょう」

「ああ！　了解！」

　それにしても予想より随分早くマッシュもエルルちゃんも成長した！　後は聖哉だけだけど、きっと聖哉なら……！

　ふと気付けば、アリアが心配そうな顔を私に向けている。

「ねえ、リスタ。アデネラの情報だと、ヴァルキュレ様と聖哉……ずっと二人で部屋にこもりっきりらしいのよ」

「うん？　でも、それっていつも通りじゃない？」

「そうかも知れないけど……ヴァルキュレ様は何を考えていらっしゃるのか、私にもよく分からないのよね。一度、様子を見てきた方がいいわよ。万が一、ミティスみたいなことになったら大変でしょう？」

「えええっ!?　ヴァルキュレ様が聖哉を襲うってこと!?　そ、それは流石に……」

　ない……とは言い切れない……のかも!?

　急激に不安になった私はアリアの部屋を飛び出した。

「ま、待てよ、リスタ！」

「リスたんっ！」

　二人も私の後を追ってくる。




　ヴァルキュレ様の部屋まで駆けると、

「すいません!!　失礼します!!」

　私はノックもせずに扉を大きく開き、

「!!」

　そこで、とんでもないものを目の当たりにした。

　広いが質素な部屋の中央。ダブルサイズのベッドの上で、二人は裸で体を絡ませていた。

「な、な、な、な!?　何やってんのよ、アンタらはああああああ!?」

　絶叫する私。だが二人は私など眼中にないように、お互い息の触れる距離で見詰め合っていた。ヴァルキュレ様が火ほ照てった女の顔で聖哉に囁ささやく。

「こんなのは……初めてだ」

　聖哉も熱い視線をヴァルキュレ様に返す。

「ああ……俺もだ」

　ピロートークをかます二人に私は駆け寄り、抱き合っている聖哉をヴァルキュレ様から無理矢理、引っぺがす。

「おい、リスタ。何をする？」

「それはこっちの台詞じゃああああああああ!!　真面目に修行してるかと思ったら……こ、こ、こ、こんなこと!!　とりあえずアンタ、下着！　下着、穿はきなさいよおおおおっ!!」

「何を勘違いしている？　これも修行だ」

「一体どこが!?　私はアンタに性的な修行をしろと言った覚えはないわ!!」

　私は聖哉に詰め寄り、ヴァルキュレ様には聞こえないように尋ねる。

「ね、ねえ、ミティス様みたいに無理矢理、迫られたんだよね!?　そうなんだよね!?」

「いや。別にそういう訳ではない。双方、合意の上だ」

「ご、ご、合意!?　それってアンタもヴァルキュレ様のことを!?」

　口をパクパクさせながら、ヴァルキュレ様を振り返る。ヴァルキュレ様は、なだらかに隆起した胸をさらけ出したまま、放心したような様子だった。

「あーあ。アタシとしたことが……やっちまったなー……」

「!!　やっぱり、やっちまったんですか!?」

　も、もうコレ、完全にマジだ!!　一線越えちゃってる!!　女神と人間との性行為は禁忌中の禁忌なのに!!　こんなことがイシスター様に知れたら!!

「まぁ心配するな。イシスターにはアタシから言っておく。アタシが謝れば奴とて文句は言うまい」

　確かにそうすれば聖哉がリタイアという最悪の事態は免れるかも知れない。だが事はそういう問題ではない。

　私は神界ナンバー２のヴァルキュレ様に対して、思い切り怒声をぶつける。

「アナタは一体何を考えてるんですか!!」

「仕方ねえじゃねーか。確かにコイツはいい男だ。だからアタシもそうせざるを得なかったんだよ」

　まるで愛の告白のような包み隠しのない言葉に目眩めまいがした。

「だ、だからって……女神と人間との性行為は絶対禁止事項なんですよ!?」

「ああ？　何言ってんだ？　……ったく。だからテメーはド三流女神なんだよ」

「ど、ド三流……ですって……？」

　遂ついに私の頭の線は切れた。

「人間と裸で抱き合うような不潔な女神に言われたくないわいっ!!」

「リスタルテ!!　テメー!!」

　胸ぐらを摑つかまれるが私は負けない。

「な、何よっ!!　私だってねえっ!!　一生懸命やってんですよ!!　ホラ、見てください!!　今日だって聖哉の為に頑張ってこれを用意したんです!!」

　私は聖哉に渡す筈はずだった小包を見せた。ヴァルキュレ様が怪け訝げんそうに取り上げて、中身を掌てのひらの上に出す。

「……何だこりゃあ？　藁わら人形……じゃねえな……金色の糸を編み込んで作ったような……」

　小さな人形をマジマジと見詰めていたヴァルキュレ様の顔色が徐々に変化していく。

「お、おい、リスタルテ……！　この人形に使ってるのは、まさか……！」

「そうです!!　それは私の頭髪を、いっぱい抜いて作った人形!!　その名も『リスタル毛け人にん形ぎよう』です!!」

「!?　『リスタル毛人形です』じゃねえだろ!!　真顔で何て物、渡してきやがんだ!!　正気か、テメー!?」

　ヴァルキュレ様は『リスタル毛人形』を私に投げつける。
















「私は真剣です!!　聖哉の為を思って、凄すごく痛かったけど、必死で抜いて集めたんです!!」

「お、お前……！　どれだけ不気味で恐ろしい女神なんだよ……！」

「!!　いやコレはそういうアレじゃないんです!!　すごく役に立つんです!!」

　ヴァルキュレ様が私を見る目が変わっていた。

「リスタルテがこんなヤバい奴だったとはな。も、もう乳、揉もむのは止めよう……」

　まるで変質者を見るような目つきだった。そして背後からも、

「り、リスタ。アンタ、それマジかよ……」

「リスたん……これはちょっと……いくら何でも……」

　マッシュとエルルのドン引きする声が聞こえる。

　な、何で!?　どうしてそんな風になるの!?　私はただ合成に必要だから、その為に……!!

　手に持ったプレゼントを改めて眺める。

　聖哉が魔王を倒す為に破壊術式をマスターしようとして……。

　マッシュもエルルちゃんも役に立とうとして必死に頑張って……。

　だから私も何かやろうとして……。

　しかし、その瞬間。焦燥感に支配されていた私の脳は正常に戻った。

　──え!!　ちょっと何コレ!?　『リスタル毛け人にん形ぎよう』!?　何ソレ、バカなの!?　私、なんでこんな物、聖哉に渡しちゃってんの!?　頭、おかしすぎるでしょ!?

　正気に戻った途端、羞しゆう恥ちと悲嘆と絶望が一斉に私に飛びかかってきた。

「うっわあああああああああああん!!」

　恥ずかしくて悲しくて辛つらくて私は大泣きした。そして、

「聖哉ああああああああああ!!」

　涙と鼻水を撒まき散らしつつ、救いを求めて勇者に抱きつこうとするが、聖哉は私の額を片手で押して止めた。

「やめろ。汚い。寄るな。汚い」

　汚いと二度言われ、私はますます泣き叫ぶ。

「イヤああああああ!!　私のこと嫌いにならないでえええええええ!!」

「だったら泣くのを止めろ。今のお前はロザリーより酷ひどい」

　わんころ王女より酷いと言われ、どうにか泣き止もうとした。だが、ボロボロと涙がこぼれ落ちる。涙と共に溢あふれ出した感情はどうにも止まらなかった。

「だって、だって、聖哉が悪いんだよ!!　ヴァルキュレ様とエッチなんかするからさあ!!」

「そんなことはしていない」

「だったら何で裸で抱き合ってるのよおおおおお!!」

「修行だと言っているだろうが」

　聖哉は真剣な表情だったが、私には下手な言い訳にしか聞こえなかった。

「リスタ。百歩譲ってお前の妄想通りだとして、だ。どうして、お前がそんなに泣きわめくことがある？」

　わ、私だって分かんないよ！　何で私、こんなに悲しいの？　イライラするの？　いくら気に入ってるからって聖哉は人間で、私は女神なのよ？　でも、でも、

　──何だか分からないけど、大好きな人、寝取られたような気分なのよっ!!

　私はしつこく聖哉に尋ねる。

「本当にエッチしてないんだよね？　信じていいんだよね？」

　聖哉は深い溜ため息を吐いた後、言う。

「さっきから、ずっとそう言っている」

「ホント？　ホントのホントに？　神様に誓う？」

「神はお前だろう。バカなのか、お前は」

　しばしの沈黙の後、

「……分かった。あんまり信じられないけど……一応、信じる」

　私はそう言って、ドレスの袖そでで涙を拭ふいた。

　聖哉は「やれやれ」と頭を搔かいた後、私の手からリスタル毛人形を取ると、

「持ち物袋に入れておけ」

　マッシュへと放り投げた。

「うわっ!?　とっとっとっ!!」

　マッシュが高温の物にでも触れたようにお手玉する。

「え、エルル！　お前が持てよ！」

「や、ヤダよっ！　マッシュが持てって言われたでしょ！　私はヤダっ！　絶対！」

　……そんなやり取りを見てまた泣きそうになったのだが、聖哉がマッシュにきつく言う。

「マッシュ。お前が持て」

「う……！　わ、分かった……よ……！」

　そしてマッシュは渋々、毛人形を持ち物袋に仕舞った。

「それで……お前達も修行はもういいのか？」

「あ、ああ！　ってことは、師匠も、もう？」

「うむ」

　聖哉はコクリと頷うなずいた後、ヴァルキュレ様を見た。

「世話になったな。ヴァルキュレ」

「聖哉。また……来いよ？」

「そうだな」

　その後、意味深に見つめ合う二人。

「せ、聖哉！　早く行こうっ！　最後の四天王が帝都に攻め込もうとしてるのよ！」

　私は聖哉の背中を強く押した。一刻も早くこの場から立ち去りたかった。

「イシスター様の許可が下りてるわ！　帝都までショートカット出来るから！　だから急ぎましょう！　ゲアブランデは今まさに危急存亡の秋ときよ！」




　無理矢理、部屋から出すと、早速ゲアブランデへ通ずる門を出現させる。

　聖哉はヴァルキュレ様の部屋を出た後、名残惜しそうに辺りをしばらくキョロキョロと窺うかがっていたが、やがて決心したのか、門を前にして艶つやのある黒髪をかき上げた。

「では……行くとするか」

　そして扉を開くと、門を潜った。

　その時。聖哉の大きな背中を眺めつつ、ほんの小さな違和感を感じた。だがヴァルキュレ様のことで動揺していた私はたいして気に留めなかった。『まぁそういうこともあるかな』なんて軽く考えていた。




　……聖哉は修行後に必ず言っていたあの台詞せりふ『レディ・パーフェクトリー』を今回、言わなかったのだ。








第四十一章　最後の四天王






　ヴァルキュレ様から離れる為に『危急存亡』などという大それた言葉で聖せい哉やを急せかし、ゲアブランデに連れてきたのだが、流石にそれは言い過ぎだったかしらと反省する私の耳に、

「今まさにロズガルドは危急存亡の秋ときである!!」

　そんな檄げきのような大声が飛び込んできた。

　帝都近くに門を出現させた私達の目前には今、ロズガルド帝国の紋章が入った甲かつ冑ちゆうを身につけた兵士が……兵士達が……沢山の兵士達が……って何コレ!?　いくら何でも多すぎじゃない!?

　千を軽く超える数の兵士が隊列を成して横一列に並んでいる。皆、武器を構え、戦々恐々とした面持ちだ。そしてその視線の先を見て、私はまたも驚きよう愕がくした。

　耳まで裂けた口元。背負う黒き翼。四天王ケオス＝マキナが変化したグレーターデーモンを彷ほう彿ふつとさせる異形達が、数十メートル先で同じく隊列を組んでいた。数千の帝国軍兵士達と対たい峙じするのは、それに劣らぬ悪魔の大群だった。

「ま、まるで戦場じゃない……！」

　鬼気迫る状況に陰いん鬱うつだった気分は一気に吹き飛んだ。マッシュが剣を鞘さやから抜き、戦闘態勢を取り、エルルが私の背後に隠れた。

　悪魔の軍勢の動向に注意していた私達だったが、いつの間にか味方の筈の帝国軍兵士に周りを取り囲まれていた。

「何だお前達は？　一体、何処から現れた？」

「怪しい奴らめ！」

「まさか魔軍の手先か？」

「い、いや私達は、」

　誤解を解こうとした時、

「その方々は敵ではない！　女神様と勇者様の御一行である！」

　大きな声がした。振り返ると髭ひげを蓄えた年配の兵士だ。私の視線に気付くと、厳格な態度を改め、頭を下げる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております！　以前、セイムルの町ではお世話になりました！」

　……えぇと、この人、誰だっけ？　あ、そっか！　セイムルの教会でアンデッドに遭遇した時にいた兵士さんだ！

　聖哉がぶっきらぼうに尋ねる。

「それより、これはどういう状況だ？」

「四天王イレイザ＝カイゼル率いるデモンズ・ソード魔王軍陸戦精鋭部隊が、遂に帝都を狙い、攻めてきたのです！　数では我らが有利でしたが、恐るべき攻撃力を持つ奴らに対し、我が軍は後退！　ウルグス街道を越え、遂にはこの帝都オルフェの目前まで……！」

「つ、つまり、水際まで追い詰められてるって訳!?」

　苦渋に満ちた顔で兵士は頷く。

「しかし……奴ら、ここにきて攻撃の手を緩めたのです。一体どういうことなのか私共も計りかねている状態でして……」

　確かに悪魔達はこちらを窺っているだけで一向に動こうとしない。まるで何かを待っているかのようである。




　やがて、敵側に動きがあった。隊列を破って他の悪魔より一際大きい体たい軀くの悪魔が現れたのだ。

　反り曲がった角を持つヤギのような頭部。まるでそれ自体が鎧よろいの役割を為なしているように黒光りする全身の筋肉。そして私が一番目を見張ったのは奴の腕。右側に三本、左にも同じ数。合計六本の腕全てに剣と戦せん斧ぷを装備していた。

　聖哉の目が鋭く尖とがる。

「他の悪魔とオーラがまるで違う。アイツが最後の四天王だな」

「アレが四天王イレイザ＝カイゼル……！」

　隊列より前に躍り出ると、六本腕の悪魔は人語で低い声を上げた。

「人間共!!　お前達の中で一番強い者を出せ!!」

　聖哉が「ふん」と鼻を鳴らす。

「どうやら己の力を誇示しようとしているらしい。帝国軍で一番強い兵士を倒し、士気を砕いた後、その勢いのまま帝都に雪崩なだれ込むつもりだろう」

　な、なるほど！　っていうか、そういうことするってことは、やっぱりすごい強い敵って訳よね……？

　私は四天王イレイザに対し、能力透視を発動した。


イレイザ＝カイゼル

Ｌｖ：88

ＨＰ：２４５８４２　ＭＰ：９８５６４

攻撃力：２１８３３３　防御力：２０７４６５　素早さ：１４０２５１　魔力：８７６５４

耐性：火・風・水・雷・氷・土・毒・麻ま痺ひ・眠り・即死

特殊スキル：全魔力攻撃力転化（Ｌｖ：ＭＡＸ）　飛ひ翔しよう（Ｌｖ：ＭＡＸ）　邪眼（Ｌｖ：15）

特技：六道魔導剣モード・イーヴルシツクス

性格：獰どう猛もう






　ううっ！　キルカプルの言った通り、本当に攻撃力、防御力とも二十万を超えている！　さらに他のステータスも高くて、バランスも良いいわ！　タナトゥスを除き、ステータスだけを見るなら、間違いなく今までで最強の敵！

　イレイザは、血のように赤い魔族の瞳ひとみで帝国軍を睨にらんだ。

「どうした!!　何故、誰も出てこない!!　帝国軍は腰抜けばかりなのか!?」

　いつの間にか、聖哉の周りに帝国軍兵士の人山が出来ていた。

「勇者様！　お願いします！」

「奴を！　奴を倒してください！」

　聖哉が勇者だと知った周りの兵士達から口々に声が飛んだ。

　──ってか、門から出た途端、いきなり最後の四天王とバトルさせられる訳!?　聖哉、大丈夫!?　準備は出来てるの!?

　相変わらず表情を変えず、聖哉は鞘から剣を抜く。「おおっ！」と兵士達が小さく歓声を上げる。聖哉は一歩前に進もうとした……が、その足が止まった。

　私達より離れた位置より、既にイレイザ＝カイゼルに歩を進めている兵士がいた。女神の視力に遠目ながらも、その兵士の姿がくっきりと映る。ロザリーの如き金色の鎧をまとった白髪の兵士は恐れることなくイレイザに突き進んでいく。

「あれは……戦帝……様……？」

　私達の周りで誰かがぼそりと呟つぶやいた。やがてその声は千を超える帝国軍兵士の大合唱となる。

「戦帝様!!　戦帝様だ!!」

「帝国城より出られて、窮地の我らを救いに来てくださったのだ!!」

　マッシュが目を細めていた。

「あ、アレが戦帝……？　ロズガルド最強の戦士……なのかよ？」

　その剣は天を裂き、地を叩たたき割ると言われた『戦帝』。だが、白く色あせた頭髪。顔に刻まれた深い皺しわ。戦帝は私の想像より遥はるかに高齢だった。

「お、おじいちゃんなんだね……」

　エルルも驚いているらしい。ロザリーの父というから四、五十代とばかり思っていたのに、戦帝は見るからに齢よわい七十を超えた老兵だった。

　僅わずか数メートルの距離にまで近付き、対峙した戦帝を、イレイザは嘲あざ笑わらった。

「おい。何だ、この老いぼれは？」

　背後の悪魔達も哄こう笑しようする。

「ガハハハ!!　俺達は生いけ贄にえを差し出せと言った覚えはねえぞ!!」

　悪魔の笑い声を聞いて、私は聖哉の腕を引っ張った。

「生け贄とか言われちゃってるよ!!　聖哉、行こう!!　助けなくちゃ!!」

　だが聖哉は微動だにしない。

「見かけに惑わされるな。あのジジィのステータスを見てみろ」

「え？」

「こんな人間がいるとはな……」

　神妙に呟く聖哉。私は能力透視で戦帝のステータスを垣かい間ま見る。





戦帝ウォルクス＝ロズガルド

Ｌｖ：90



















ＨＰ：２５９９８５　ＭＰ：０

攻撃力：１８９６３３　防御力：１７６３５８　素早さ：１４８７９６　魔力：０　成長度：７７７

耐性：火・水・雷・氷・闇・毒・麻痺・即死・状態異常

特殊スキル：光の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　攻撃力進化（Ｌｖ：ＭＡＸ）

特技：スタイル・セイントライト聖道光剣


クラッシュ・セイントライト爆砕聖剣

マッシヴ・セイントライト大聖光烈斬



性格：勇猛果敢






「……な、な、何てステータスなの!!」

　私が戦帝の能力値を見たちょうどその時。

「死に損ないが！　くたばれ……！」

　三本あるイレイザの右腕のうち大剣を持った手が戦帝に振り下ろされた。だが戦帝は黄金の盾でその剣を受け止める。重く鈍い轟ごう音おんが辺りに響き渡った。

「ほう……。盾ごと潰つぶす筈はずの我が一撃を止めるとは。満更殺されに来たのではないということか。見直したぞ、老兵よ」

　そしてイレイザはニヤリと笑う。

「ならば見せてやろう……『六道魔導剣モード・イーヴルシツクス』！」

　イレイザの六本腕に装備した武器が全て戦帝の方を向く。漆黒のオーラを発散させ、イレイザは攻撃態勢を取っていた。

　私はどうにも我慢出来ずに聖哉の腕を引く。

「聖哉！　確かに戦帝のステータスはとんでもなく人間離れしているわ！　けど、それでも攻撃力、防御力共にイレイザに劣っている！　加勢に行った方がいいわ！」

「うむ」

　流石に聖哉も動こうとしたのだが、

「手出しは無用にございます」

　冷淡な声が響く。いつの間にか私達の背後には、金の刺し繡しゆうの入った白いローブをまとった年齢不詳の優男が立っていた。

「初めまして、勇者様に女神様。私、雷の帝選魔術師フラシカと申します」

　こんな時なのに優雅に跪ひざまずき、挨あい拶さつする。

「ちょっとフラシカさん!!　手出し無用ってどういうこと!?　いくら戦帝が強いからって相手は四天王なのよ!?」

「ご心配には及びません」




　私はこの世界ゲアブランデの四天王がどれほど恐ろしいか身をもって知っている。各々が難度Ｂ～Ｄクラスの魔王に等しき力を有しているのだ。

　そして今。イレイザは六本腕の武器を戦帝に叩き付けていた。戦帝は巨大な盾でそれをどうにか受け止めているが明らかに防戦一方である。

　──み、見ていられない！　実力差は歴然！　早く行かなきゃ切り刻まれちゃうわよ！

　そしてその時は思いの外、早くやってきた。六本腕から繰り出す怒ど濤とうの攻撃に戦帝の盾が弾はじけ飛んだ！

「ククク！」

　笑いながら太刀のような剣で突く！　かわし損ねた戦帝の頰を剣がかすり、出血する！　更に猛攻は止まらない！　戦帝の腕、足……鎧で覆われていない部分が薄く、だが着実に斬り削そがれていく！

「も、もうダメ！　やられちゃうわ！」

　しかし焦る私と反対にフラシカは落ち着いていた。

「大丈夫。あれが戦帝様の戦い方なのです」

　フラシカは、愚者を見るような目でイレイザを見詰めていた。

「この帝都オルフェにまで侵入してくるとは身の程知らずな悪魔めが」

　私は啞あ然ぜんとする。追い詰められているのは戦帝の方なのに！　フラシカの、そして戦帝の戦いを黙って見守る兵士達の余裕は何なの？

　盾を失い、剣一本になってはもはや六道魔導剣モード・イーヴルシツクスを防ぎようがない。後は徐々に切り刻まれるのを待つのみ。

　だが、その時。戦帝がようやく重い口を開いた。

「凄すさまじい剣捌さばき……流石は四天王だな。だが、」

　その、しゃがれ声は幾分の楽しさを孕はらんでいるようだった。

「アカスタムドもう慣れた……」

　刹せつ那な。剣で剣を弾く金属音が連続して聞こえた。

「何だ……と？」

　圧倒的に有利だった筈のイレイザの顔が曇る。イレイザの目にも留まらぬ攻撃を戦帝は片手剣のみで全て弾き、防いでいた！　鬼神の如き六本腕のラッシュに、人間の片腕が勝る不可思議！　そして……

「スタイル・セイントライト聖道光剣……！」

　戦帝の剣が光を帯び、その光の軌道がイレイザの方に放たれた！

『ごとり』。

　六本のうち一本……戦斧を持ったイレイザの腕が、黒い血液を撒まき散らして地面へと落ちる！

「き、貴様……！」

　次に幾何学模様のような光線の軌道が空間に描かれる。その瞬間、バラバラと！　残りの腕が全て地に転がった！

「こ、こんな……！　こんなバカな……！　ゆ、勇者でもない人間如きに、」

「勇者でなくて悪かったな」

　戦帝は輝く剣を頭上に振り上げ、

「クラッシュ・セイントライト爆砕聖剣！」

　それをイレイザの頭部に叩き付ける！　頭部より進入した剣は一直線にイレイザの股またを抜け、真っ二つにする！　勢いは衰えず、そのまま地面に突き刺さり、轟音と共にクレーターを作る！　生じた地震で私は大きく体勢を崩し、その場にへたり込んだ！

「噓……でしょ!!　し、四天王を……倒しちゃった……!?」

　呆ぼう然ぜんとする私の耳に、兵士達の大歓声が轟とどろく。歓声の中、私は聖哉の足にしがみつくようにしてどうにか立ち上がる。

「せ、聖哉！　どうして？　どうして戦帝はイレイザに勝てたの？　だって攻撃力だってイレイザに負けていたのに？　何であの六本腕のラッシュを超える攻撃を繰り出せたの？」

「もう一度、能力透視で戦帝を見てみろ」

　言われた通り、私は剣を鞘さやに収めている最中の戦帝を眺めた。





戦帝ウォルクス＝ロズガルド

攻撃力：２２１５１２






「……ええっ!?　攻撃力のステータスが変化してる!?」

「どうやら今の戦いの中で成長したらしい。そしてイレイザのステータスを上回ったのだ」

「そ、そんなことって！」

　絶句する私。興奮冷めやらぬ兵士達。だが将を亡くした敵側に動きがあった。

「よ、よくもイレイザ様を!!」

「たかが人間があああああああ!!」

　制御を失い、大挙して襲い掛かろうとする悪魔の群れを前に、戦帝は再度、剣を抜き、それを大きく上方に掲げた。

「マッシヴ・セイントライト大聖光烈斬……！」

　光を帯びた戦帝の剣が一瞬で伸長！　天を貫く程に伸びた光の大剣をゆっくり横向きにした後、『ぐぉん』──薙なぎ払う！　戦帝に飛びかかろうとしていた数十の悪魔達の胴体と下半身が別離した！

「ひっ!?」

　背後の悪魔達の顔色が変わる。怖おじ気を見せた悪魔に、

「ふはははははは!!」

　戦帝は逆に襲い掛かる!!　巨大な光の剣を縦横無尽に振るう度に悪魔達は屍しかばねと化していく！　更に戦帝の攻勢を見て、これまでじっと待機していた帝国軍が一斉に剣をかざして魔軍に向かっていく！　そして、私の隣では魔法杖づえを振りかざすフラシカが！

「雷神オランドの威を以て……邪悪なる魂に怒りの鉄てつ槌ついを……！」

　呪じゆ文もんの詠唱が終わると同時に天より落雷！　枝分かれするように広がる雷の全体攻撃魔法により、悪魔達が黒こげと化す！

「ひ、引け！　引けえええええええ!!」

　それは弄ろうした策とは真逆の結果。敵の将を殺す筈が、我が将を殺され、デモンズ・ソード魔王軍陸戦精鋭部隊は総崩れとなった。

　そんな中、もはや戦帝は踵きびすを返し、ゆっくりと私達の方へ歩み寄ってきた。荘厳な顔を緩め、にこりと笑う。

「これは、これは。老体が勇者殿の出番を奪ってしまいましたかな」

　言わずとも戦帝は私が女神であり、聖哉が勇者であると分かっているようだ。私は戦帝に頭を下げる。

「いえいえ！　そんなことは！　強敵をやっつけてくださって、逆にこちらが感謝したいくらいですわ！」

　マッシュもエルルも興奮している。

「ホントにすげえんだな、戦帝って！」

「信じられないよー！　最後の四天王をやっつけちゃうなんてっ！」

　少年少女を前にして、戦帝は更に相好を崩した。

「年老いたものだ。昔ならあのような敵相手に、ここまで時間は掛からなかったものを」

　ええっ!?　若い頃は今よりもっと強かったっての!?　一体どういう人間なのよ!?

　驚き収まらぬ私に、戦帝は恭うやうやしく、頭こうべを垂れた。

「女神様。お会いできて光栄ですぞ」

「えっ……あっ……。は、はぁ……」

　紳士な態度に少し照れる。い、いや照れる必要なんかないじゃない！　そうよ！　これが本来、女神に会った人間の態度なのよ！　聖哉にぞんざいに扱われすぎて忘れてたわ！

「後で是非とも、帝国城にお越しくだされ。女神様に見せたい物がありましてな」

「見せたい物？　それは？」

「来てのお楽しみじゃ」

　穏和な表情で私達を城に招こうとする戦帝。無論、付いて行くのに問題はないが、それより私はどうしても湧わき起こる疑問を抑えきれなかった。

「あ、あの、ところで、どうしてそんなにお強いのに、魔王討伐に参加されないのですか？」

　すると戦帝は少し苦しげな表情をした。

「それは……」

「それは？」

　聞き返したまさにその時、

「ぐうっ！」

　戦帝が胸を押さえて、うずくまった。フラシカが異変に気付き、駆けつける。

「ま、まずい！　戦帝様が！　ひ、人払いをしろ！　早く！　早くだ！」

「ぐうううううううっ！」

　唸うなる戦帝。叫ぶフラシカ。

　ま、まさかこれって不治の病とか!?　そのせいで戦帝は帝都から動けないというの!?

「戦帝様が、戦帝様が、」

　冷静だった魔術師フラシカが血相を変えて、大声で叫んだ。

「戦帝様が幼児化されるぞ!!」

　──え……!?

　じょば、じょび、じょばばばばばばばばば。

　けったいな音がして、振り返ると、戦帝の股から止とめ処どなく液体が滴り落ちていた。

　威厳のあった顔は何処へやら。つぶらな目に涙を溜ため、幼子のように親指を嚙かみながら戦帝は言う。

「ふえ……おちっこ漏れちゃった……ふえ……」








第四十二章　帝都オルフェ






「誰か、誰か、手て拭ぬぐいを持てええええええ!!」

　フラシカが叫び、兵士達が用意した手拭いを受け取るや、

「失礼致します！」

　戦帝の股こ間かんに当てた。

「うー……濡ぬれてて気持ち悪いお……ねえ、下着……此こ処こで脱いでいい？」

「だ、ダメです！　我慢してください！」

「ふぇ……」

　そして戦帝は半泣きで鼻水を垂らす。

　デモンズ・ソード魔王軍陸戦精鋭部隊襲来よりも衝撃的な状況に、私、エルル、マッシュは石のように固まっていた。ただ聖せい哉やだけは普段と変わらぬ様子で戦帝を眺めている。

「おい。リスタ。能力透視で戦帝の特殊スキルを見てみろ」

「さ、さっき見たけど？」

「もう一度、見ろ」

　私は特殊スキルのみに焦点を絞り、戦帝の能力を透視した……。





戦帝ウォルクス＝ロズガルド

特殊スキル：子供っぽさ（Ｌｖ：ＭＡＸ）　甘えん坊（Ｌｖ：８）　すぐに泣く（Ｌｖ：９）






「!?　とんでもない特殊スキル出た!!　子供っぽさがレベルマックスになってっけど!?」

「これで戦帝が帝都から出られない理由が分かったな」

　さっきまで股が濡れていたせいで泣きべそをかいていた戦帝は、だが、もうそれすら忘れたのか、

「ちょうちょ！　ちょうちょ！」

　空に両手を伸ばし、走り回っていた。ちなみに蝶ちようなど何処にも飛んではいない。

　──こ、子供っぽいと言うか、もう……何と言うか……！

　その時。後方より馬の蹄ひづめの音がした。振り向くと見覚えのある蒼そう髪はつの女騎士が白馬にまたがり、駆けてくる。

「父上っ!!」

　戦帝の娘ロザリーは馬から飛び降りる。それを見た戦帝は、見えない蝶を追うのを止め、ロザリーに駆け寄った。

「ロザリーしゃん!!」

　嬉うれしそうに叫ぶと娘にしがみつく。

「さみしかったお！　ロザリーしゃんがいなくて、とってもとっても、さみしかったお！」

「お、落ち着いてください、父上！」

　それは父親と娘の抱擁というよりは、迷子になった幼子が母親を見つけた時のような光景だった。私達だけでなく、周りの兵士達も言葉を失い、ロザリーと戦帝を、じっと見詰めていた。それに気付いたロザリーが烈火の如く怒った。

「何を見ているかあ!!」

　兵士達がビクッと体を震わせる。

「デモンズ・ソード残党の征伐に負傷者の救護!!　やることは山ほどあるだろうが!!」

　蜘蛛くもの子を散らすように駆け出す兵士達。後に残ったのは私達だけだった。

「き、貴様らもいたのか……！」

　無論、ロザリーにとって見られたくないシーンだったのだろう。何とも言えない複雑な表情をしていたが、そんな彼女に戦帝がまたも抱きつく。

「しゅきー！　ロザリーしゃん、だいしゅきー！」

「父上！　やめてください！　おいたをすると、お化け！　お化けが出ますよ！」

「お化け!?　お、お化けは……しゅごく、こわい!!」

「怖いでしょう！　なら、静かにしてください！」

「うん……静かにする……お化けこわい……ふぇ……」

　おとなしくなった戦帝を氷のような目で見詰める聖哉に気付いたロザリーは、顔を真っ赤にして怒鳴った。

「お前、何だ、その目はァ!?　言いたいことがあるなら言えよッ!!」

　だが聖哉は興味なさそうな顔で無言。代わって私が口を開く。

「ね、ねえ、ロザリー。これって幼児化っていうより、むしろ、」

　すると、私の胸ぐらを摑つかみ、鬼のような顔で睨にらむ。

「言うな……！　それ以上、言うな……！」

「いや、言いたいことあるなら言えって言ったじゃんか!!」

　そうこうしている隙に、戦帝は聖哉の方に走っていった。

「おにいちゃん、あしょぼ！　あしょぼ！」

　無邪気に駆け寄る戦帝に、聖哉は絶対零度の目を向ける。

「黙れ。うせろ」

「……ふぇ？」

　戦帝は一瞬、呆然とした後、

「ふええええええええん!!」

　人目をはばからず大泣きした。

「コラ────ッ!!　何て酷ひどいこと言うんだ、お前ええええええ!?」

　父親に駆け寄るロザリー。娘に抱きつく父親。

「ふぇ……怖くてビックリして……またおちっこ漏れちゃった……ふぇ……」

「おお、よしよし！　アイツは後でこらしめておきますからね！」

　父親を慰めているロザリーの肩を私は軽くチョンチョンと叩たたく。

「あ、あのー。そういえば私、戦帝に城に来いって言われてたんだけど？　見せたい物があるとか……」

「ああ!?　そんなもの後だ、後!!」

「後って、どのくらい？」

　すると戦帝はまたも蝶を追い始めた。

「ちょうちょ！　ちょうちょ！」

「おい。このジジィを何とかしろ」

「だ、誰が『ジジィ』だ!!　言葉に気を付けろ!!」

「ねえ、ロザリー。後ってどのくらいなのよ？」

「うるさいな、もう!!　えぇい、一時間……いや二時間だ!!　二時間後に帝国城に来い!!　お前らはそれまでオルフェの町でも見物していろ!!」

　言われて聖哉は踵を返す。

「そうしよう。ジジィの見物より、町を見物した方が遥はるかに有意義だ」

「貴様ああああああああ!!」

「は、早く行こうよっ!!」

　エルルが急せかし、私達はすごい剣幕のロザリーから逃げるように帝都の町中に向かったのだった。




　当然といえば当然なのだが、帝都であるオルフェは今まで見たどんな町よりも栄えていた。石畳の大通りはお洒落しやれな服を着た老若男女で溢あふれ、また所狭しと立ち並ぶ店みせ々みせからは活気のある声がする。町はどうやら祝勝ムード。戦帝が幼児化する前に四天王を倒したことは紛れもない事実であり、そのことを知らない帝都の人達は戦帝の偉業を大いに讃たたえていた。

　そう。戦帝がイレイザを倒してくれたお陰で、残す敵は魔王のみとなったのである。

　──う、うーん。何だか、実感湧かないなあ。だって最後の四天王をこの世界の人間が倒しちゃうんだもん。ま、まぁでも、考えようによってはラッキーよね……？

　しばらく歩くと『ＢＡＲ』と書かれた看板が目に入った。私は聖哉の肩を突つつく。

「ねえねえ、聖哉！　ちょっとだけ寄っていかない？　素敵なバーよ！」

　だが聖哉はつまらなそうな顔を向ける。

「アルコールなど入っている時に敵に襲われたらどうする？」

「ふ、雰囲気を楽しむだけだってば！」

「酒場は酔っぱらいだらけだ。こちらに非がなくとも向こうから絡んで来たりする。そしてケンカになり、最終的には刺殺事件に発展するかも知れん。だから行かん」

　……はぁ。こういうところも慎重なのね。

　酒場に行けず軽く凹へこむ私の手をマッシュが引いた。

「リスタ！　あそこにカジノがあるぜ！」

　見れば、看板を持ったバニーガールが客寄せをしている。科学の発達していないゲアブランデでは電飾きらびやかとはいかないが、それでもカラフルな塗料で建物をデコレーションし、カジノは華やかな雰囲気を醸し出していた。

　エルルが目を輝かせる。

「これがカジノかぁ！　私、見るの初めてだなぁーっ！」

　カジノはファンタジー世界に於おいて、冒険者の楽しみのひとつ！　マッシュもエルルちゃんも興味があるようだし……

　私は二人に微笑みかける。

「少しだけ寄って行きましょうか？」

「いいのか、リスタ！」

「たまには気晴らしも必要よ！　ホラ、私のお金をあげるから、これをメダルに交換して、」

　だが。聖哉はそんな私達をカジノの前に残し、スタスタと歩き去っていく。

「ちょ、ちょっと聖哉!?　待ってよ!!　やらないの!?」

　叫ぶと面倒くさそうに振り返り、きっぱりと言い放つ。

「負ける可能性が１％でもある限り賭かけ事ごとはやらん」

　いや、もう、どんだけ真面目なのよ!!

　マッシュ達は行きたがっているし、私はしつこく聖哉を誘う。

「ひょっとしたらメダルの景品交換ですごい武器や防具が手に入るかも知れないわよ？」

　どうよ！　これなら聖哉もちょっとは興味が出たんじゃない？

　そう思ったのだが、聖哉は氷の視線で私を射貫く。

「リスタ。魔王に有効な武器がカジノの景品で手に入ると本気で思っているとしたら……お前の脳のう味み噌そはルーレット盤を回る白しろ玉だまくらいの大きさだ」

「!?　あんな、ちっちゃくねえわ!!」

　聖哉は歩みを止めず、エルルは「あーあ。行きたかったなぁ……」と、ガックリ肩を落としていた。

　私は少し窘たしなめるように聖哉に言う。

「聖哉。ちょっとくらい遊んでも罰は当たらないわよ？　マッシュもエルルちゃんも行きたがってるしさ。だから、ねっ？」

「そんな暇があるなら、道具屋や武器屋に行きたい。帝都ならば戦闘に役立つ珍しい物が売っているかも知れんからな」

「そ、それはまた後で行くとしてさ！　今はホラ、」

　すると聖哉はより一層冷たい目で私を睨む。

「お前は女神だろうが。ちょっとは世界のことを考えたらどうだ？」

「か、考えてるからこそ、たまには息抜きが必要だと思うのよ！」

「全く。そんなだからヴァルキュレに三流女神呼ばわりされるのだ」

　……は？　な、何でここでヴァルキュレ様の名前が出てくるのよ？

「何よっ!!　どうせ私はヴァルキュレ様には勝てないわよ!!」

「り、リスたん!?　落ち着いて!!」

　エルルが怒る私をなだめるが、聖哉は何処吹く風で歩き続け、道具屋の前で立ち止まった。

「どうだい、お客さん！　限定商品の『上じよう薬やく草そう』だぜ！」

「ほう。普通の薬草と、どう違う？」

「回復力が全然違うんだ！　これを使えばどんな傷でもアッという間に治っちまうぜ！」

「本当か？　噓だったら店を燃やすが、いいか？」

「ああ……って、いい訳ねえだろ!!　怖いことサラッと言うお客さんだな!?　だが噓じゃねえ!!　上薬草は一つで普通の薬草三つ分の回復力があるんだからな!!」

「ふむ。ならば少し貰もらおう」

　少しと言いつつ例の如く、とんでもない数量を頼もうとしていた聖哉に、イライラしている私は怒鳴った。

「ってか、聖哉!!　回復なら私の魔法で出来るでしょ!!　そんな薬草なんかいらないじゃんか!!」

　すると聖哉よりも店主が顔色を曇らせた。

「『そんな薬草』とは何だよ？　俺っちの仕入れた上薬草を舐なめて貰っちゃあ困るぜ！　ハイプリースト高位司祭の回復呪じゆ文もんにも、ひけをとらねえんだからな！」

　普段なら謝るところだが、今の私はすこぶる機嫌が悪かった。

「何よ！　私の魔法の方が威力があるに決まってるわ！」

「じゃあ、勝負しようや！　おっ、いいところに……おぉい！」

　店主はタイミングよく苦しげな顔で町中を歩く兵士を見つけ、声を掛けた。

「お、俺に何の用だ？　さっきデモンズ・ソードが攻めてきた時、両腕にダメージを受けたんだ。だが金がなくて治療が出来ないんだ……」

　店主は兵士の両腕を眺め、にやりと笑う。

「両腕に同じような怪我をしてやがる。どうだ？　どちらが、この兵士の腕の治りが早いかで勝負しようぜ？　もし買ったらウチの商品、全て半額にしてやらあ！」

「上等だっつーの!!」

　店主は兵士の右腕に上薬草を塗りつける！　そして、私は左腕に全意識を集中する！

　宇宙に広がる創造の意思よ!!　我に力を与えたまえ!!　フォォォォッ!!　燃え上がれ、私の女め神がみ力りよくうううううううううううううう!!




　……一分後。

「やっぱり上薬草は治りが早いなあ!!　もう全然痛くないぞ!!　……おねえさんの方はまだちょっと傷口がジクジクするけど」

　……はい、負けました。頑張ったけどダメでした。上薬草には勝てませんでした。

　傷心し、項うな垂だれる私を聖哉が見下ろしていた。

「……この下げ薬やく草そう女おんなめ」

「!!　今すぐ薬草が必要な感じにしてやろうか!?　私だってねえ!!　真の女神の力を解放すればこんな薬草なんかに負けないのよ!!」

「ならば、今それを出してみろ」

「そんなことしたら、即女神クビにされちゃうの!!」

「相変わらず使えんな」

「だ、だから何度も言ってるでしょ!!　女神は過度に人間を助けることが出来な、」

「おい。上薬草をくれ。限定商品と言っていたな。ならば限度いっぱいまで貰おう」

「へい!!　ありがとうございます!!」

　道具屋を出た後、

「何よ……！　何なの……！　一体何なのよ……！」

　怒り収まらずブツブツと呟つぶやきながら歩く私に、マッシュが声を掛けてきた。

「なぁ、落ち着けよ。ホラ、リスタには『リスタル毛け』があるじゃんか！」

「うっさいわね、このマッシュルーム!!　アンタのキノコ、引き千切るわよ!!」

「!?　ひっでえ台詞せりふ!!　それでも女神!?」

「ま、マッシュが変なこと言うから悪いんだよ！　ねっ、リスたん！」

　エルルの言葉すら私は無視し、歩き続けた。

「リスたん……？」




　その後、聖哉は武器屋で色々と物色していた。時間を掛けて見終わると店を出る。

　やがて、遠くにそびえる帝国城を見詰め、

「そろそろ行くか」

　聖哉は城へと足を向けたのだが……私のテンションは度重なるフラストレーションの為、史上最悪であった。








第四十三章　死なない理由






　帝国の繁栄と戦帝の威厳を伝えるように、誇らしげにそびえ立つ巨大な城。その入り口となる頑強な門は、私達が近付くと衛兵によって大きく開かれた。

「来たか」

　城内に入った途端、藍あい色いろのドレスに身を包んだロザリーが手招きする。ロザリーの後に続き、私達は赤絨じゆう毯たんの上を歩いた。扉が開かれ、辿たどり着いた部屋に、しかし戦帝はいなかった。縦長の大きなテーブルと、その周りには椅子が並べられている。

「お前達に話しておきたいことがある。だが、その前に……」

　ロザリーは聖せい哉やを訝いぶかしげに見詰めていた。

「それは以前着ていたプラチナメイルだな。伝説の鎧よろいはどうした？」

「大きな亀に食べられた」

「おい。ふざけるな」

「ふざけてなどいない。もし手に入っていたら装備している。鎧は既に魔王軍に破壊されていたのだ」

「何だと……！」

　ロザリーは絶句した後、頭を左右に振った。

「鎧の件はもう済んだ話だ。それよりお前の用とは何だ？」

「あ、ああ……。まぁ座れ」

　ロザリーは私達に椅子を勧めると、自らもテーブル対面の椅子に座り、真剣な顔で、ゆっくりと言葉を紡ぎ始めた。

「戦帝ウォルクス＝ロズガルドは、三十年前に起こったサイクロプスの乱をたった一人で平定し、また十五年前には蛇王ドルフレアが統治していた悪の巣そう窟くつハーデス国を壊滅させた。そして齢よわい八十を超えた今年ですら、臣下の者が止めるのも聞かず、魔王のいる北の寒地アルフォレイス大陸に単身、征伐に向かわれた。まぁ……その途中で幼児化されたらしく、アルフォレイスを目前に、泣いているところを我が軍が救出したのだが」

「お前は一体、何が言いたいのだ？」

　やがて悲痛な面持ちでロザリーは口を開く。

「父上は……もう長くない。先般のような奇行も老衰によるものだろうと城の医者は話している」

　その時、ロザリーは普段の険のある顔付きを改め、父を思いやる娘の顔をしていた。

「父上は強いだけでなく、優しかった。戦いから戻ればあの大きな手で私の頭をいつも撫なでてくれた。戦帝は私の……いや、ロズガルド全ての民の誇りなのだ。だからせめて老後は安らかな余生を送って欲しいと願っている」

　ロザリーは珍しく懇願するような目を聖哉に向けた。

「もしも父上が、お前達と共に魔王と戦いに行きたいなどと言ってきたら、どうか諫いさめてやって欲しいのだ」

　聖哉は素っ気なく言う。

「言われるまでもなく、そんな話になれば無論、断るつもりだ。こちらとしても、あんなジジィに付いて来られては困るからな」

　ロザリーは静かに頷うなずいた。

「よろしく頼む。それからあと……『あんなジジィ』言うな……！」

　ロザリーに案内された謁見の間にて、戦帝は威厳のある面持ちで玉座に腰掛けていた。私達が近付くと照れたような顔を見せる。

「四天王を葬った後のことはあまり覚えていないのだが……大変な失礼をしたようだ。ロザリーから聞いていると思うが……ワシはたまに前後不覚になってしまうのだ」

「今も、そうなのか？」

　聖哉の言葉に戦帝は顔を歪ゆがめた。

「見れば分かると思うが、今は平気だ。先程なったところだから後しばらくはならん。そ、それより、勇者よ。四天王亡き今、遂ついに魔王の本拠地に攻め込むつもりなのか？」

「ああ。だが、お前の力は全くいらんからな」

「う……」

　言葉の先を取られ、戦帝は一瞬、黙りこくった。だが、その後、快活に笑う。

「わ、わははははは！　それはそうだな！　老いぼれの力など借りずとも、その方ほう達たちがいれば世界は救われるのだからな！」

　ロザリーは戦帝に相づちを打つ。

「ええ！　父上は最後の四天王を倒されました！　もはや充分過ぎる程の活躍をされたのです！　あとは全て勇者に任せればよいのです！」

「そうだ、そうだ！　元々、今回、ワシは女神様に用があったのだった！」

　自らに言い聞かせるように叫び、戦帝は私に笑顔を向けた。

「女神様にはワシの自慢の大聖堂をお見せしようと思っておる！」

「それは素晴らしいことです、父上！　あの神聖な大聖堂を見れば、きっと女神も喜ぶことでしょう！」




　しかし、ちょうどその時であった。謁見の間の扉が音を立てて開かれ、血相を変えた兵士が飛び込んできた。ロザリーが叫ぶ。

「おい!!　今は謁見の最中だぞ!!」

「し、失礼致しました！　しかし、伝令！　伝令です！　デモンズ・ソードの残党が帝都近くの町に攻め込んでいる模様です！」

「何だと!!」

　正義感が高ぶったのか、それとも血が疼うずいたのか、戦帝は玉座から立ち上がる。

「こうしてはおれん!!」

　一方、ロザリーは何かを訴えるような目で聖哉をジッと眺めていた。聖哉はそれに気付いたらしく、「ふぅ」と小さな溜ため息を吐いた。

「それも俺が行こう。お前は王だ。無闇に動かず、帝都を守れ」

「し、しかし……」

「気にするな。すぐに制圧する。先程言っていたように、お前はこの女神に自慢の大聖堂でも見せてやればいいだろう」

　聖哉の後に付いていく為、準備をしかけていた私は、驚いて聖哉を眺めた。もはやツッコむ元気も怒る気力すら、今の私には存在しなかった。

　聖哉はマッシュとエルルに視線を向ける。

「お前達は荷物持ちだ。俺に付いてこい」

「あ、ああ……」

「う、うん……」

　二人とも私のことを気に掛けながら謁見の間を出て行った。ロザリーですら、チラリと振り返り、歩き去る中……聖哉だけは一度たりとも私を顧みなかった。




　帝国城の広大な敷地内にその大聖堂はあった。城に劣らぬ荘厳で緻ち密みつな造りの正面に備え付けられた扉を、金色の鎧をまとった戦帝がゆっくり開く。「この場に入る時は身を正さなくてはなりませんのでな」──戦帝はそう言って、此こ処こに来る前にわざわざ鎧に着替えていた。

　重い扉が閉まり、案内された聖堂内部は予想よりもずっと広かった。遠くに翼のある女神の石像が鎮座し、その背後には美しいステンドグラスが外から差し込む光を七色に透過させている。大理石の床には礼拝に使うような椅子はなく、だだっ広い空間だった。そこを戦帝と私だけがツカツカと歩く。

「今より数十年も前……世界を救う者の前には女神が現れるという伝承を聞きましてな。ワシはそれに憧あこがれて、この大聖堂を建てたのです。まぁワシにはそのような大役は降りてこなかったのですが」

　女神像の前で立ち止まった戦帝は少し寂しげに笑った。

「しかし、よもや生きておる内に本物の女神様をこの場にお招き出来る日が来るとは。このウォルクス＝ロズガルド、いたく感激しております」

　聖哉のせいで最低な気分だったが、そんな風に頭を下げられては仏頂面を続ける訳にもいかない。私はあえて明るい声を出す。

「いやホント、素晴らしい大聖堂ですわ！　美しいだけでなく、造りもしっかりしていて……普通の聖堂とは全く趣おもむきが違うというか！」

　思ったままの感想を述べると戦帝は微笑んだ。

「流石、女神様。気付かれましたか。この大聖堂は魔の者に攻め込まれた時、一時的な避難所として活用出来るように、頑強なシェルターとしての役割も担っておるのですよ」

「なるほど！　民のことを思い、作られたのですね！　全く、あの冷血勇者に爪の垢あかでも煎せんじて飲ませてやりたいですわ！」

「女神様。先程からのご様子ですと……勇者殿とは上手うまくいっておらんのですかな？」

　聞かれて私は溜まった不満を遂にブチ撒まけた。

「上手くいくも何も！　聖哉ってば私のこと、完全にないがしろにしてるんですよ！　いやもう出会った時からそうでしたけどね！　『役立たず』だの『いらん』だの、いっつもいっつもいっつもバカにして……挙げ句の果てには私以外の女神とあんないやらしいこと……ああ、もう思い出しただけで腹が立ってきた!!」

　憤る私とは対照的に、戦帝は大人の微笑みを湛たたえていた。

「ははは。才能に溢あふれる者ほど、性格は歪んでおったりしますからな」

　しかし目の前の老人だって才能はあるのに性格は素晴らしい。年の功といえばそうなのかも知れないけど……あぁ、こんな性格の人が担当勇者だったらよかったのになあ！

「どちらにせよ女神様は悠久の時を生きる高位の御方にてあらせられる。故にそのような苛いら立だちも一瞬のようなものでしょう。忙せわしく時を生きる我ら人間の言うことなど、あまり気になさらぬ方がよろしいかと」

「は、はぁ。まぁそう言われるとそうかも知れませんねえ」

　戦帝は聖堂の女神像を見上げながら、呟つぶやく。

「ところで女神様。どうして神は死なずに永遠の時を生きられるのか……その理由を知っておられますかな？」

「い、いえ？」

「長く生きておると色んな伝承やら何やらが耳に入ってきましてな。まぁ噓か真まことか分からんが、よろしければ爺じじいのお伽とぎ話ばなしとしてお聞き下さい」

　そして戦帝は嗄しわがれた声を大聖堂に響かせ、語り始めた。

「アナタ様は現在、人間の姿でこの世界ゲアブランデに降臨されております。そして今、アナタ様が身の内に宿す魂はアストラルソウルと言われる『仮の魂』なのです。アナタの『本来の魂』──ディバインソウルは神界にある時の止まった部屋に保管されているのです。よってアナタがこの世界で死んでも仮の魂であるアストラルソウルが砕けるだけ。時の止まった部屋にディバインソウルがある限り、アナタは死なず永久に生き続ける……そういう訳なのです」

　へ、へぇー!!　知らなかった!!　そーなんだ!?

「そして異界より召喚され、この世界に来た勇者が殺されても元居た世界に戻るだけというのもこれと同じ原理。勇者の本当の魂もまた、勇者のいた元の世界にある。故に死んでもその世界に還かえるだけという訳です」

「な、なるほど！」

「まぁ先程も言った通り、本当かどうか分からぬ眉まゆ唾つばもののお話ですが」

「いえ……多分そのお話は真実なのだと思います」

「どうですかな」と戦帝は笑っていた。だが私は以前、アリアから、統一神界には『時の停止した部屋』があること、そして大女神イシスター様がその部屋の管理をしているという話を聞いたことがあった。イシスター様がその部屋で何をしているのか当時気になっていたが、今、戦帝に聞いた話と照らし合わせれば、納得がいった。

「それにしてもお詳しいんですね！」

「ははは。喜んで頂けましたかな。なら、お伽話ついでにもう一つ、ある魔導具のお話を致しましょう」

「魔導具……ですか？」

「はい。実は三千世界の何処かには『チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊』という魔導具が存在するらしいのです。それを使って、仮の魂であるアストラルソウルを砕けば、それに連なる本来の魂ディバインソウルも連鎖的に破壊されてしまうという恐ろしい魔導具です」

「つ、つまり……それがあれば、私も聖哉も死んじゃうってことですか!?」

「その通り。そして噂では、この世界ゲアブランデの魔王は既にそれを手に入れているとかいないとか……」

　怪談でもするような顔で私を見る戦帝。私の背筋は凍り付く。

「や、やめてくださいよ！　そんな怖い話は！」

「ははは。これは申し訳ない。だが、魔王がじっと城にいて動かず、ひたすら勇者が来るのを待っているのは、魔王城には既にチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊が発動していて、そこで死ねば勇者も女神も復活不可能だから……などという噂がありましてな」

「あ、あくまで噂でしょう？　第一、そのチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊というものが眉唾ですよ！　そんな胡う散さん臭くさい魔導具が世界に存在する筈はずはありませんもの！」

　心の中に急激に広がっていく不安を払ふつ拭しよくする為、私は声を上げた。

「はたして、そうですかな……」

　戦帝が、ゆっくりと女神像の背後に回る。再度、姿を現した時、戦帝は手に鞘さやを握りしめていた。

「幾千を超える聖職者を拷問にかけ、無慈悲に命を奪うことで発生する負のオーラを材料とし、魔王は既にチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を完成させている。そしてそれを魔王城に張り巡らせているのだ。更に魔王の魔力は、それだけに留とどまらない。チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊の応用とも言うべき恐るべき魔力を有した武器すら生み出している……」

　いつの間にか戦帝からは好こう々こう爺やの表情が消え去っていた。戦帝ウォルクス＝ロズガルドは鞘から漆黒の刀身の剣を抜き、それを私に向けた。

「チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を誘発し、勇者の魂を砕き、女神をも殺す──これが『ゴッドイーター神殺しの剣』だ」








第四十四章　可能性の羅列






　剣先よりも鋭利な戦帝の視線に私は本能的に後ずさる。

「悪いが女神よ。お前には此処で死んで貰もらう。この剣で脳か心臓を破壊して、な」

「じょ、冗談ですよね!?」

「女神がいる限り、勇者はいつでも神界に逃げ帰ることが出来ると聞く。ならば退路を断つべく女神を先に殺しておく。それが戦いに於ける常じよう套とう手段というものだ」

　つまり聖せい哉やを狙ってるってこと!?　い、一体どうして!?

　戦帝はシワのある手を私に向けて、かざす。

「老いとは無惨なものよ。鋼のようだった肉体が、明めい晰せきだった頭脳が、今やこの有様。以前、魔王の本拠地アルフォレイスに行ったのも義ぎ俠きよう心しんからではない。この老体に終止符を打つつもりだったのだ。だがワシはそこで魔王に出会った」

　ロザリーは戦帝がアルフォレイスに辿たどり着く前に戦帝を止めたと言っていた!!　だけど戦帝は既に魔王に出会っていたというの!?

「魔王は全てを見抜いておった。ワシの心の底にあった望みも、な。そしてワシにゴッドイーター神殺しの剣を授けたのだ。さぁ……無駄話はもうよそう。早くしなければ、また前後不覚に陥ってしまうかも知れん」

　戦帝は黒き剣を大きく後方に引いた。

「かつてワシが神を崇あがめ、尊んだことは事実。せめてもの情けに一撃で殺してやろう」

「スト───ップ!!　ちょっと待ったあああああっ!!」

　もはや女神ぶった態度など、かなぐり捨て、私は大声で叫ぶ。しかし戦帝は躊ちゆう躇ちよなく、大きな剣で私を突こうとした。

「うっひゃあっ!?」

　体をひねり、どうにか剣を避よけると戦帝は少し驚いた表情を見せた。

「今の突きをかわすとは。案外、いい目を持っているな。ちょこまか動く相手を一撃で絶命させるとなると、いくらワシでも難しい」

「痛っ!?」

　不意に足に激痛。同時に体がぐらり。私は床に倒れる。

「……だから、こうさせて貰う」

　足払いで倒れた私に馬乗りになると、戦帝はゴッドイーター神殺しの剣を私の心臓の位置に向けた。

　──えっ、えっ、えっ!!　ちょっと、何コレ!?　マジで私、今から殺されちゃうの!?　魂も消えて無くなっちゃう訳!?　そ、そんな……!!

「や……やだ……」

　か細く震える声が私の口をついて出た。戦帝は呆あきれたような視線を向ける。

「死ぬのが怖いか。こうして見ると女神とはいえ、ただの若い女。哀れなものだな」

　そして剣を引く。

「だが、それでも容赦はしない」

　怖くて、辛つらくて、私の目から涙が溢れた。不死の筈の自分が『殺される』──それは生まれて初めて味わう恐怖だった。なのに……私はこの絶望を知っている気がした。巨大な力に為なす術すべもなく、命が奪われていく絶望感を……。

「聖哉……助けて……」

　私は無意識に呟いていた。戦帝が首を横に振る。

「現実はお伽話ではない。危機に瀕ひんした時、時じ宜ぎを得て現れる英雄など、そうそう居るまいよ。いいか。勇者は此こ処こには来ない。ワシが女神を襲う筈はないし、そもそも『女神は死なない』──それは誰よりも勇者がよく知っている。安心して今頃デモンズ・ソードの残党狩りをしているだろう」

　戦帝の言う通りだった。聖哉がタイミングよく私を助けになんか来る訳がない。けれど理屈ではなかった。追い詰められた私の魂が、勇者に助けを求めていた。

「助けて、聖哉ああああああっ!!」

「あがいても無駄だ。女神よ。無に還るがいい」

　戦帝がゴッドイーター神殺しの剣を振りかざした。私は咄とつ嗟さに腕で胸をかばう。だがそれは意味のない行為だろう。剣は私の腕を突き抜け、心臓を破壊する。そして私は絶命するのだ。




　──今更、後悔しても遅いけど……せめて……聖哉と仲直りしてから死にたかったな……。




　死の瞬間が恐ろしくて、目を逸そらす。涙でにじむ私の目には大聖堂入り口の扉が映っていた。そしてそれは……音を立てて開かれる！　差し込んだ陽光と同時に、光線の如き光の矢が戦帝に向かった！

「ぬうっ？」

　戦帝は私の心臓に突き立てる筈の剣を中段に構え、迫る三本の光の矢をゴッドイーター神殺しの剣で弾はじき落とした。

　──こ、これは……シャイニング・アロー輝光弓!!　聖哉!?

　だが勇者はいない。開かれた扉の前には、聖哉の代わりに青ざめた表情のロザリーがいる。

「こ、こんなまさか……！　父上が女神を襲うなど……！」

　その隣からエルルとマッシュが顔を覗のぞかせる。

「リスたん!!　大丈夫!?」

「師匠の言った通りだったな！」

　叫ぶや、扉から駆け寄るマッシュ達。

　そして倒れた私のすぐ近くで、剣と剣がぶつかる激烈な音！　見るとアダマンタイター金剛斬剣とゴッドイーター神殺しの剣が交差している！

　いつの間にか私の目前にいた聖哉が戦帝と剣を交えていた！

「ジジィ。この女から離れろ」

　私よりも戦帝の方が驚きよう愕がくしていた。

「光の矢で目を眩くらませ、その隙に入ってきたか。それにしても、まさか本当に現れるとはな」

「さっさと離れろ。リスタがいなくなれば、俺は……俺は……」

　聖哉は今までになく真剣な顔をしていた。私の目からは涙が止とめ処どなく溢あふれ、胸が熱くなる。聖哉は表情を崩さずに言う。

「俺は……お家うちに帰れなくなるのだ……」

　あ……うん。それはそうですよね。はい。

　聖哉は足を大きく振り上げる。そして、

「ぎゃんっ!?」

　私はまるでサッカーボールのように蹴けり飛ばされた。戦帝から離れ、マッシュ達の元へとゴロゴロと転がる。ちょうど駆けてきたマッシュが唐突に転がってきた私の顔を足で思い切り踏んだ。

「おべっ!?」

「わ、悪い、リスタ！　大丈夫か！」

「ぜ、全然大丈夫じゃないけど……それよりマッシュにエルルちゃん!!　どうしてみんなが此処に!?」

「聖哉くんが『リスタがやっぱり気になる、アイツに何かあったら家に帰れなくなる』って言い出して!!　だから途中で引き返してきたんだよー!!」

　改めて戦帝と対たい峙じする聖哉を見る。絡み合わせていた剣を引き、今、二人は距離を取っていた。

「勇者よ。一つ聞きたいのだが……お前は予知能力でも持っているのか？」

「あいにくとそんな能力はない。俺はただ可能性を探ることしか出来ん。お前がリスタを襲うというのも、その可能性の一つだった」

「解せんな。どういう意味だ？」

「知りたいか。ならば教えてやろう」

　そして聖哉は朗々と語り始めた。

「実は四天王イレイザは戦帝にやられた振りをしているだけでまだ生きていて、俺がいなくなったこの隙を狙い帝都に攻め込むつもりかも知れない。イレイザが実際、死んでいたとしてもゴースト化して復活するかも知れない。イレイザが攻めてこなかったとして、魔王自身が帝都に攻めてくるかも知れない。更に……」

　まるで迷妄のような言葉の羅列が延々と続く。

「何だ？　コイツは一体何を言っている？」

　全く意味が分からぬといった顔で戦帝が聖哉を眺める。だが、的外れな聖哉の迷妄は徐々に真実へと近付いていく。

「……女神が死なないのは周知の事実だが、それでも難度Ｓと言われるこの世界の魔王は常軌を逸する力によって、神をも殺せる武器を手に入れたかも知れない。また戦帝は以前、北の大地アルフォレイスに行った時、実は魔王と出会っているのかも知れない。その時、戦帝は魔王に懐柔され、神を殺せる武器を手に入れ、リスタを狙っているのかも知れない。つまり……」

　全てを射貫くような勇者の眼光が戦帝を貫く。

「戦帝ウォルクス＝ロズガルドは俺の敵かも知れない」

　私の体に電流が走る。

　何なの……!?　一体何なのよ、この『かも知れないお化け』は!?　相変わらず病気!!　それも重度の心の病気よ!!　でも最高!!　素晴らしいわ!!　何だか分かんないけど涙、止まんない!!

　感極まっている私を聖哉が何故かジロリと睨にらむ。

「そして……この女神も偽物かも知れない……」

「!!　いや本物ですけど!?　もうその辺で止めておいたら!?」

　私が叫ぶと、戦帝が急に大きな笑い声を聖堂に響かせた。

「全く驚いたな。これは頭が切れるとか勘が鋭いとか、そういう類たぐいのものではない。理屈や常識、権謀術数さえも上回る驚天動地、理解不能の慎重さとでも言ったところか……」

　そして顔を引き締め、聖哉を睨む。

「だが順序が変わっただけだ！　女神の始末は、勇者を屠ほふった後にしよう！」

「ち、父上！　お止めください！　こんな、こんなことは……！」

　近寄ろうとした娘に対し、父親は黒き剣先を向ける。

「邪魔をするな、ロザリー！　近付けばお前とて叩たたき斬るぞ！」

「そ、そんな……！　どうして……！」

　戦帝の迫力というよりは、敬愛していた者に裏切られたショックからか、ロザリーは放心状態で、その場にがくりと膝ひざを突いた。

　娘のことなど眼中にないように戦帝は楽しげに聖哉を見やる。

「若き頃、夢に夢見て、だが遂ついぞ成ること叶かなわなかった『世界を救う勇者』。お前と戦うことはワシにとって至上の喜びだ」

　そしてゴッドイーター神殺しの剣を聖哉に向けて構える。

「聖哉！　気を付けて！　その剣は私を殺すだけじゃない！　アナタの魂も破壊出来るのよ！」

「女神の言う通りだ。この剣によって脳か心臓を破壊すればお前の命は消滅し、もはや元の世界には戻れん。どうだ？　初めて、敵と対等の条件になった気分は？」

　脅すような戦帝の言葉だが、聖哉はフンと鼻を鳴らす。

「それがどうした。勝てば何の問題もない」

　聖哉はアダマンタイター金剛斬剣を持っていない右手に、鞘さやから抜いたプラチナソード改を握る。

「モード・ダブルエターナルソード二刀流連撃剣……！」

　左手の剣を上段、右手の剣を中段に、戦闘態勢を取る勇者に戦帝はにやりと笑った。だが……

「ぐ……ぐううううっ!?」

　突如、苦しげに唸うなり出し、ゴッドイーター神殺しの剣を杖つえのように床に付ける。

　こ、これは例の発作!?　しめた!!　そうなれば戦帝は文字通り赤子同然!!

　しかし、戦帝は苦しみながらも自虐するような笑みを顔に湛たたえていた。

「ふふ……今にも朽ち果てる寸前の不ふ甲が斐いなき我が体よ。だがそれとも今日でおさらばだ。あの頃の栄光を取り戻せるなら、ワシは魔王にこの魂を捧ささげよう……」

　懐から何かを取り出した戦帝はそれを口へと運ぶ。その途端、戦帝の体から黒きオーラが溢れ出た。

「ゴッドイーター神殺しの剣と共に魔王から授かりし『魔神の霊玉』……。人間を魔の者へと変へん貌ぼうさせるこの霊玉は副作用として、その体を若返らせるという……」

　喋しやべりながら戦帝の肉体に変化があった。真っ白だった頭髪はロザリーのように青みのある蒼そう髪はつに変わり、顔中にあったシワが消えていく。痩やせ衰えた腕や脚に、漲みなぎるような筋肉が現れ……齢よわい八十の戦帝は二十代前後の青年と化した。

「ふ……ふはははは！　体中から力が溢れてくるようだ！　全盛期の……いやそれ以上の力を手に入れたぞ！」

　よく通る若々しい声で高笑いした戦帝の口元には牙きば！　そして瞳ひとみの色は赤く染まっている！

　私は魔人と化した戦帝のステータスを能力透視する。





戦帝ウォルクス＝ロズガルド

Ｌｖ：90

ＨＰ：３５９９８５　ＭＰ：０

攻撃力：３０２２２５　防御力：２９３６６４　素早さ：２５７５１１　魔力：０　成長度：７８９

耐性：火・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・即死・眠り・状態異常

特殊スキル：闇の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　攻撃力進化（Ｌｖ：ＭＡＸ）

特技：スタイル・イーヴルライト暗黒光剣


クラッシュ・イーヴルライト爆砕暗黒剣

マッシヴ・イーヴルライト邪光烈斬



性格：勇猛果敢






　……攻撃力が三十万を超えて!?　最後の四天王イレイザを軽く上回っている!!

　戦帝の体から発散される黒きオーラがゴッドイーター神殺しの剣を覆い、剣は更なる漆黒と化す！　魔神の霊玉を飲み込み、闇の力を手に入れた戦帝が剣を大上段に構える！

「せ、聖哉……って、え!?」

　怖おじ気づく私とは逆に、何と聖哉は戦帝に突進している！

「……今が好機だ」

　そして二刀流連撃剣を叩き付ける！　戦帝はゴッドイーター神殺しの剣で何とか受け止めるも、

「む……！　妙な動きだ。何だ、この剣技は？」

　人間の腕の可動領域を超えるという剣技、連撃剣──しかも二刀流。驚愕のステータスを持つ戦帝といえども、残像が残像を生む超高速の剣技を防御するのに必死の様子だった。

「調子に乗るなよ、小僧！」

　大きく剣を振り、力に任せて連撃剣を払いのける。だが、その後、自らの膂りより力よくに引きずられたように戦帝は大きく、たたらを踏んだ。

　力を持て余しているような戦帝の様子を見て、聖哉が『好機』と言った意味が分かる。

　そ、そうか！　急激に若返った体にまだ順応していないんだわ！

　体勢を崩した戦帝に聖哉は二刀流連撃剣を再開する。アデネラ様直伝の絶技に徐々に後退する戦帝。傍はた目めにも明らかに聖哉が有利。もう一押しで戦帝のガードが崩れる──そう思った時、戦帝が口を開いた。

「二刀流連撃剣、か。イレイザの六刀流に勝るとも劣らん凄すさまじい剣技だ。だが……」

　戦帝の瞳が血よりも濃く、深紅に輝く。

「アカスタムドもう慣れた」

　途端、黒い光の軌道が私の網膜に映る。その瞬間、聖哉の右手のプラチナソード改が弾かれ、地へと落ちた。

「喰くらえ……！　スタイル・イーヴルライト暗黒光剣！」

　空中に黒の幾何学模様が描かれる！　片手剣のみとなった聖哉に放たれるのは、六本腕のイレイザでさえ防げなかった戦帝の超絶剣技！

「聖哉っ!!」

　私が叫んだ、その瞬間。聖哉の方から骨が激しく軋きしむ音がした。

「……エターナルソード・ＥＸ真・連撃剣」

　聖哉の左手のアダマンタイター金剛斬剣が戦帝の放った黒い光の軌跡をなぞるように動く！　アダマンタイター金剛斬剣がゴッドイーター神殺しの剣を弾く音は、耳鳴りのような高い連続音となって私の耳じ朶だを震わせた！

　し、真・連撃剣!?　タナトゥスと戦った時、見せたアデネラ様の技!!　一体いつの間にマスターしていたの!?

　私同様、戦帝は感嘆した表情を見せていた。

「片手剣のみで、ワシの剣技を防ぐとは。成る程、成る程。これでは誰も敵かなう筈はずがない。おそらく今の今まで連戦連勝、窮地という窮地に陥ったことすらなかったのだろうな」

　そうよ！　聖哉は天下無敵の大天才勇者！　アンタだって、これからすぐにやられちゃうんだから！　ねっ、聖哉！

　そう思い、聖哉の横顔を見た私は息を吞のんだ。聖哉の頰には出来たばかりの切り傷があり、そこから血がポタポタと滴り落ちていた。

　──ち、血が……!?　スタイル・イーヴルライト暗黒光剣を完全には凌しのぎきれなかったというの!?

　流れる血に混じって、私は聖哉の顔を汗が伝うのを目の当たりにする。

「かつて魔王が教えてくれた。勇者召喚される人間のいる世界は戦いくさのない、ぬるま湯のような世界らしい」

　そして戦帝は深紅の目で聖哉を見据える。

「有り余る才能はあれど痛みも知らぬ、平和な世界より来た小僧よ。肉が裂け、血が飛沫しぶく、本当の戦いを教えてやろう」








第四十五章　慎重さの功罪






　ゴッドイーター神殺しの剣を肩に乗せ、聖せい哉やの次の攻撃を余裕の面持ちで待つ戦帝。追撃がないのを幸いに、胸元から取り出した上薬草を斬られた頰に当て、ＨＰを回復する勇者。

　先程の剣技では戦帝に分があった。これまでにない苦戦の予感──それは私のみならず聖哉も感じているに違いない。

「聖哉！　破壊術式よ！　修行して得たヴァルキュレ様の技を使えば、きっと！」

「いや。破壊術式は高速で動く剣士同士の戦いに於おいて、あまり実戦的ではない」

「そんな……！」

「とにかく戦帝のステータスは戦う度に向上していく。早めに決着を付けねばなるまい」

　聖哉は深い溜ため息を吐く。

「これは魔王戦まで取っておきたかったのだが……」

　アダマンタイター金剛斬剣をすぐ手に取れる場所に置き、聖哉はプラチナメイルの腕当ての部分を外した。

「え……聖哉？　何を？」

　聖哉の肘ひじから下の腕には幾つものブレスレットが着けられていた。そのうち一つを取って床に落とす。すると『ガシャン』！　大きな音を立てて、聖堂の床が亀き裂れつを生じた。

　──な、なんて重さのブレスレット!!　今までずっとコレを着けて戦っていたというの!?

　聖哉は腕のブレスレットを次々と外していく。

　ってか、こういうの、何かの物語で読んだことがあるわ!!　体に枷かせを着けて本来の攻撃力と素早さをセーブしていたのね!!

　右手に着いた十個以上の枷を外した後、聖哉は左手に着いた枷も外し始めた。同じく十個以上の枷を外した後は、右足首に着いた枷を外す。それが終われば、左足首の枷。合計四十個以上の枷を外し、ようやく終わったかと思えば、二の腕に着いていた枷まで外しだした。その後はふくらはぎに着いていた枷……。

　永遠に続くかのような手枷足枷の無限ループに、私は遂ついに叫ぶ。

「いや、どんだけ着けてんの!?　いくら何でも着けすぎじゃね!?」

　全て外し終えた時には、大理石の床の上にはブレスレットとアンクレットの巨大な山がそそり立っていた。

「コレ、おかしくない!?　流石にこの数は装備出来ないでしょ!!　手品じゃないんだから!!」

　しかし聖哉は私をスルー。マッシュの方に手を向ける。

「その袋から、スペアのプラチナソード改を出せ」

「り、了解！」

　戦帝に弾はじき飛ばされたプラチナソード改の予備を受け取ると、右手に装備。左手のアダマンタイター金剛斬剣と剣先を合わせるようにして中段に構える。

「腕に大きく負担を掛けるが……仕方あるまい。これで決める」

　構えた剣と、聖哉の体から、光の如きオーラが立ち上る！

「モードダブル・エターナルソード・ＥＸ真・二刀流連撃剣……！」

　おおおっ!!　あれ程の重量を外し、攻撃力も素早さも増したところで、真・連撃剣の二刀流!!　こ、これなら、きっとスタイル・イーヴルライト暗黒光剣に勝てる!!

「準備は出来たか？」

　楽しげに言う戦帝に聖哉は首を横に振る。

「ここまで待ったついでだ。もう少し待て」

　その刹せつ那な、何と聖哉の二刀流が紅ぐ蓮れんの炎に包まれる！

「『真・二刀流連撃剣』に更に『鳳凰炎舞斬』を掛け合わす。つまり……」

　炎に包まれた双剣をデモンストレーションのように振り回した後、ピタリと両の剣先を戦帝に向ける！

　う、噓!!　更に得意の『鳳凰炎舞斬』まで取り入れるの!?　こ、これは、間違いなく現状、聖哉が繰り出せる最強の剣技だわ!!

　私が息を吞んで見守る中、聖哉が口を開く。

「モードダブル・エターナルソード・ＥＸ真・二刀流連撃剣・フェニック……いくぞ……！」

　!!　名前、長すぎて途中で言うのを止めた!?　ま、まぁ、いいわ!!　とにかく、いっけえ、聖哉!!　やったれやああああああ!!

　枷を外し、素早さの増した聖哉は次の瞬間には戦帝に至近している！　それでも戦帝の反射神経は聖哉の両の剣、そのうちの一本をゴッドイーター神殺しの剣で受け止めて防ぐ！　しかし！　もう一本の炎の剣が戦帝の喉のど元もとに向かう！

「……スタイル・イーヴルライト暗黒光剣！」

　戦帝の剣が黒い光を放つ！　受け止めていた剣を弾くや否や、ゴッドイーター神殺しの剣を咄とつ嗟さに盾にして、自身の首に向けられた剣を払う！　そして逆に攻勢に転じようと、宙に再度、黒こつ光こうの幾何学模様を印しるす！　だが、聖哉の炎の双剣も既に同じような模様を描いている！

　炎属性の赤と闇属性の黒が空中で音を立てて幾度も交わる。その度に速さを増す互いの剣技は、もはや私の視力では捉とらえきれなかった。人智を超えた両者の絶技によって生み出される剣けん戟げき……だが、やがて、聖哉が描く赤は戦帝の黒を吞のみ込むように広がっていく。戦帝はジリジリと後退していた。




　よ、よっし！　聖哉が押してる！　聖哉の『モードダブル・エターナルソード（以下略）』が戦帝の『スタイル・イーヴルライト暗黒光剣』を僅わずかに上回ってるんだ！

　だが、聖哉の顔をチラリと見れば、滝のような汗が流れている。

　──あ、あんなに汗を……！　やっぱり聖哉、これまでになく本気なんだ……！

　もはや今までのような余裕のある戦いではないのは明白だった。そして先程、聖哉は言っていた。『これで決める』──と。つまり、もし万が一、この技が破られることがあれば、その時は……

　私の不安と心配を余所よそに、戦帝の鎧よろいの肩当てが弾け飛ぶ！　また、聖哉の剣を、かわし損ねた左腕が鳳凰炎舞斬の火力で焼け焦げる！
















　──い、いける！　勝てる！　勝てるわ！

　希望の光が私の胸に灯ともったその瞬間、

「素晴らしい。今まで戦ったどの戦士より、魔物より強い。だが、それも……」

　漆黒の光がこれまでより複雑な幾何学模様を宙に刻む！　そしてそれは聖哉の炎舞斬を吞み込んでいく！

「アカスタムドもう慣れた」

　戦帝の凄まじい剣圧に今度は聖哉が後退し始める！

「おやおや。剣速が鈍ってきたぞ。どうした？　得意の手品は、もう限界か？」

　戦帝が両方の口角を上げる。

「百年、いや二百年に一人の恐るべき才能よ。だが、それでも魔人と化したワシには及ばぬ。そしてワシに及ばぬということは魔王には勝つべくもないということだ」

　聖哉は言い返すことも出来ずにただ、口から荒い呼吸を吐き出していた。こんな苦しげな表情の聖哉を見たのは初めてだった。

　もはや、ジッと傍観していられなかった。私はエルルに近寄り、小さな肩を揺さぶる。

「エルルちゃん！　『クイック急加速』よ！　アナタの補助魔法で聖哉をサポートしてあげて！」

　だがエルルは辛つらそうに首を振る。

「ダメ……！　ダメなの……！」

「ど、どうして!?　今こそ習得した補助魔法が役に立つ時なのよ!?」

「クイック急加速はもう使ってるの!!　聖哉くん、慎重だから、大聖堂に入る前に私に魔法を掛けさせたんだよっ!!」

「じゃあクイック急加速を使って、それでこの状態なの!?」

　エルルが今にも泣きそうな顔で私を見上げる。

「リスたん!!　大丈夫だよね!?　聖哉くん、大丈夫だよね!?」

「へ、平気よ!!　だって聖哉は、」

『レディ・パーフェクトリーって言ったんだから』

　いつものようにそう言いかけて、私はハッと息を吞んだ。

　ち……違う！　言わなかった！　聖哉は今回、あの台詞せりふを言わなかったじゃない！

　気付くと同時に背中に氷柱を突っ込まれたような感覚が襲った。

　そ、それはつまり『次は勝つか負けるか分からない』……そういうことなの、聖哉!?

　私が感じた途方もなくイヤな予感は、戦帝に追い詰められる聖哉を見る度、現実味を増していく。

「り、リスタ！　俺、行くよ！　師匠を助けなきゃ!!」

　不意にマッシュが叫ぶ。見ればマッシュの体から熱気のようなものが発散している。やがてマッシュの手足がウロコで覆われ、竜人化するが、それでも変化は止まらない。体が膨張し、大聖堂の天井に近付いていく。竜りゆう王おう母ぼより小さいが、それでも全長五メートル程のドラゴンと化したマッシュに、私は能力透視を発動する。





マッシュ

Ｌｖ：21

ＨＰ：１３９５４４　ＭＰ：０

攻撃力：９１５７８　防御力：８３３３３　素早さ：６１４９６　魔力：０　成長度：67

耐性：火・水・雷・氷・毒・眠り・麻ま痺ひ・即死

特殊スキル：攻撃力増加（Ｌｖ：８）　竜人化（Ｌｖ：９）　神竜化（Ｌｖ：１）

特技：ドラゴンクロー竜爪断罪

性格：勇敢






　す、すごい……！　これなら充分、聖哉の仲間として戦えるステータスだわ！

　戦闘に加わろうとするマッシュを見て、気を持ち直したのか、

「私も行こう」

　ロザリーが剣を抜いた。

「あの魔人を止めるのは、私の役目だ！」

　マッシュとロザリーが戦闘中の二人の元に向かおうとした時、

「……ダメだ。離れていろ」

　戦帝のラッシュを浴びながらも、聖哉が言った。師匠の言葉に一瞬ひるんだマッシュ。ロザリーはなおも駆け寄ろうとしたが、その時。

「来るな！　死ぬぞ！」

　聖哉の大声にロザリーが金縛りにあったように硬直する。マッシュも私も体を大きく震わせた。

　そして僅かに私達の方に意識を向けた聖哉の隙を突いて、

「クラッシュ・イーヴルライト爆砕暗黒剣！」

　戦帝がゴッドイーター神殺しの剣を上段から叩たたき付ける！　素早く体を反転させ、どうにか直撃を避けた聖哉だったが、大理石の床を粉々に破壊する剣の衝撃波を浴び、吹き飛ばされる！

　床を転がった聖哉は、すぐに立ち上がろうとして立ち上がれず、足下をふらつかせた。

　体勢が不十分の聖哉に、にじり寄る戦帝。私の心臓はバクバクと音を立てる。

　聖哉!!　違うよね!?　ホントはいつもみたいに奥の手を用意してるんだよね!?　きっと、そうだよね!?

　だが息を切らして悄しよう然ぜんとする聖哉の顔はとても演技とは思えない。戦帝が冷たい眼まな差ざしを聖哉に向ける。

「慎重さと用心深さの籠かごの中で、安全に無理なく、ぬくぬくとここまで来たのだろう。今から貴様の化けの皮を剝はいでやる」

　まるで最後の力を振り絞るように。聖哉が右腕のプラチナソード改を炎で覆う。

「フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃……！」

　無敵のダークファイラスを倒した一撃必殺の刺し突とつ技！　しかし、戦帝は一笑に付す！

「ぬるいわ!!」

　怒号と共に振るわれた黒き光の剣が、フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃が戦帝に到達する前に聖哉の右腕を通過した！

　そして、その瞬間……私は自分の目を疑う！

　聖哉の右腕がプラチナソード改を握ったまま、鮮血を撒まき散らし、空を舞っていた。

「いやああああああっ!!」

　エルルが金切り声を上げる！　戦帝が嗤わらう！

「痛覚が！　そして死の恐怖が動きを止める！　どうだ、小僧！　これが本当の戦闘だ！」

　だ、ダメ……！　戦帝の言う通り、聖哉は今まで準備万全、負ける筈はずのない戦いしかしてこなかった！　そんな聖哉が、腕を失った激痛に耐えられる訳がない！

　戦帝はトドメとばかり、ゴッドイーター神殺しの剣を聖哉の頭上に振り下ろそうとした。

　目の前が真っ暗になる程の絶望的状況。私を含めたこの場にいる誰もが、戦帝の勝利を、そして聖哉の敗北を確信していたに違いない。

　……だが一いつ閃せん。力のこもったアダマンタイター金剛斬剣の剣先が戦帝の鼻面をかすめた。

「……何だと？」

　戦帝が驚いて一歩、後ずさった。私も目前の状況が信じられない。

　片腕を切り落とされ、鮮血を垂れ流し……それでも聖哉はいつもと同じ、淡泊な表情で戦帝を見据えていた。

「まるで……変わらない、だと？」

　狙った反応が得られなかった不可思議さを嚙かみしめていた戦帝だが、やがて勝ち誇ったように笑う。

「お前は片腕！　もはや勝機はないわ！」

「……片腕なのは俺だけではない」

　聖哉はぼそりと呟つぶやく。

「破壊術式は発動する」

　その途端！　まるで手に持った荷物をストンと床に下ろしたように！　何の前触れもなく、戦帝の肘ひじから下の右腕が落下する！

「わ、ワシの腕が……！　攻撃を喰くらった覚えさえないのに……！」

「指定した体の部位を触媒とし、受けたダメージをそのまま相手に返還する破壊術式・其の九ナインス・ヴアルキユリエ『カウンター・ブレイク等価反壊』……」

「右腕は……斬ったのではなく、斬らされたという訳か……」

「発動までタイムラグがあるのが難点だがな」

「ククク……どうやらワシは貴様を見誤っていたらしい」

　異様な光景だった。右腕を無くした二人は、そこから流れ落ちる多量の血液など気にも留めず、まるで痛覚など何処かに置き去りにしたように平然と語り合っていた。

　そう。今、二人は片腕。だが決定的な違いがあった。戦帝の右腕は握っていたゴッドイーター神殺しの剣ごと床を転がった。聖哉の右腕のプラチナソード改もやはり同様に弾はじき飛ばされた。だが、聖哉は二刀流。左手に残ったアダマンタイター金剛斬剣を聖哉は丸腰の戦帝に向けて構えていた。

　……聖哉を殺すにはゴッドイーター神殺しの剣が必要。戦帝は残った片腕を伸ばし、落ちた剣を取ろうと体勢を崩す。その隙を狙い、聖哉が近付いた刹せつ那な、

「バカめ!!　剣が無くとも拳こぶしがあるわ!!」

　拳による、戦帝のありえない反撃。それは戦帝と聖哉との間にある、埋められない戦闘経験の差……の筈だった。

　腕を無くして一体どうしてこうも沈着冷静でいられるのか。戦帝の攻撃をまるで見透かしていたように、唸うなりを上げる剛拳を紙一重でかわす！　それと同時に炎を帯びたアダマンタイター金剛斬剣によるフェニックス・スラスト鳳凰貫通撃が、黄金の鎧を突き破り、戦帝の胸に到達している！

「が……はっ……！」

　フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃で胸を貫かれながらも戦帝は言葉を発した。

「し、信じられぬ……何なのだ貴様は……。まるで幾度も死線を潜り抜けた戦士ではないか……」

　そして戦帝はがくりと両りよう膝ひざを突き、床に倒れ伏した。

　聖哉は大きく息を吐き出した後、私達の方へ足を向けようとして、数歩歩いたところで前のめりに倒れた。

「せ、聖哉ぁっ!!」

「師匠!!」

「聖哉くんっ!!」

　駆け寄ると聖哉は疲れた顔で私を眺めた。

「リスタ。腕を治してくれ。完全に切断されては上薬草では完治出来ない」

「うん！　すぐに治すわ！　マッシュ！　聖哉の腕を拾ってきて！」

「お、おうっ！」

　私は早速、治癒魔法を発動。まずは止血に専念する。一生懸命、魔法を掛けながら、聖哉の顔をチラリと見る。疲労してはいるが、いつも通り落ち着いている。

「あ、あの、聖哉？　ソレってば、痛くないの？」

「無論、痛い。だが本当に痛ければ人間は気を失ってしまうらしい。まだ意識があるということは、そこまで痛くはないということだ」

「はぁ……なるほど。で、でもよくそんな普通でいられるわね？　タナトゥスに、かすり傷を負わされた時、あんなに『早く治せ』って言ってた人が。私、今まで聖哉のメンタルって、お豆腐みたいに脆もろいのかと思ってたよ……」

「誰が『お豆腐メンタル』だ。ＨＰもＭＰもすぐに補填するのは、敵にやられる確率を下げる為に、そうしているだけだ」

「そ、そっか！　とにかくよかった！　私、今回ばかりはホントもうダメかなって思ったんだから！」

　ホッと安あん堵どした時だった。

「うわああああああん!!　痛いよ、痛いよ───!!」

　嗄しわがれた泣き声が響く。白髪の老人に戻り、更には幼児退行していた戦帝が、胸を押さえて泣いていた。

　まだ止血しただけで腕は付いていない。それでも聖哉は立ち上がり、ロザリーの元へと近付いた。

「おい。お前の父親が泣いているぞ？」

「し、知らぬ！　アレはもはや、ち、父などではない！」

　強情に言い放つロザリーに対し、「ふぅ」と短く息を吐いた後、聖哉は私の方に戻ってきた。

「リスタ。あのジジィの傷を治してやれ」

「い、いいの？」

「うるさくてかなわん。もう魔人化はしていないし、多少、回復したところで俺の敵ではない」

「聖哉がそう言うなら……」

　私は回復魔法で戦帝の貫かれた胸の傷と腕の応急処置をした。

「ふえ……おねえちゃん、ありがとう……ふえ」

　痛みを取ってやると、涙を拭ふいて戦帝は微笑んだ。

　私は聖哉に耳打ちする。

「ねえ、聖哉。傷は治した。でも、これは、もう……」

　戦帝の生命の火は消えかかっていた。ただでさえ朽ち果てそうな体を『魔神の霊玉』で無理矢理、若返らせた反動がきていたのだ。

　聖哉がそっぽを向いているロザリーに再度、近付いた。

「どうやらジジィの最期らしい。看み取とってやれ」

「さっきも言ったろうが！　こんな奴は親ではない！　魔王に魂を売った魔物だ！」

　その途端、

　ペシーン！

「おっほうっ!?」

　大聖堂にロザリーを打つ聖哉の平手の音が木霊した！

　頰を押さえながらもロザリーは聖哉に叫ぶ。

「こ、コイツは女神を、そしてお前を殺そうとしたのだぞ！　つまりは世界を滅ぼそうとした！　帝国の恥さらしだ！」

　ペシーン！

「い、いくら叩かれても私は絶対に看取らんぞ!!　絶対に、だ！」

　意地っ張りなロザリーの頰を聖哉は打ちまくる！

　ペシーン、ペシーン、ペシペシペシーン！

　まるでオルガの砦とりでで起きた、あの平手打ちの再来だった。

「ウッグゥーッ！」

　激しいビンタに遂ついに『わんこ』になりかけたロザリーに聖哉は言う。

「死んだらいくら唸っても、もう聞こえん。生きているうちに話しておけ」

　言い方は悪いが、それでも聖哉にしては思いやりのある言葉──少なくとも私はそう思った。祖父、祖母、父、母……分からないが、ひょっとしたら聖哉は過去に大切な誰かを亡くしたことがあるのかも知れない。




「ウグッ……！　アグッ……！」

　泣きながら腫はらした頰を押さえ、聖哉をキッと睨にらんだ後、ロザリーは渋々、戦帝の元へと向かった。

　冷たい目で父親を見下ろしていたロザリーだったが、

「ロザリーしゃん……だいしゅき……」

　無邪気に微笑んだ戦帝に堪こらえきれなくなったように跪ひざまずき、そのシワのある手を取った。

「父上……アナタはバカです……本当に大バカです……」

「ふえ……ごめんね、ロザリーしゃん……ごめんね」

　途端、ロザリーの目から大粒の涙が零こぼれる。

「いいの……！　もういいの……！」

　泣きながらロザリーは戦帝の手を自分の頭へと向ける。

「ね……？　お願いだから、もう一度、頭を撫なでて……？」

「うん……ロザリーしゃん、しゅき、だいしゅき……」

　だが娘の頭へと伸ばした手が途中で力なく垂れ下がった。

　戦帝はロザリーの頭を撫でる前に事切れていた。

「おとう……さん……」

　ロザリーの号泣が大聖堂にいつまでも響き渡った。








第四十六章　閑話休題






　聖せい哉やとの戦いの後。戦帝ことウォルクス＝ロズガルドは老衰により死亡したと公表。葬儀は城内の者だけでしめやかに執り行われた。

　その間、私達はロザリーが割り当ててくれた城中の部屋にて過ごしていた。あれから三日経ち、帝都の人々の服ふく喪もも終わったというのに、どうして未いまだに城にいるのかというと……聖哉が動けなかったからである。城の部屋に入り「少し休む」と言ってから、聖哉はずっと眠り続けていたのだ。

　私は聖哉のベッドの端に腰掛け、整った顔を眺めながら思う。

　戦帝に殺される寸前、颯さつ爽そうと現れた勇者は私にとってまさにヒーローだった。まぁそれは聖哉自身が言っていたように、私がいなくなったら自殺でもしない限り、元の世界に戻れなくなる訳で『仕方なく』取った行動だったのかも知れない。それでも、

「ありがとね、聖哉」

　冷やした手て拭ぬぐいを額に乗せ替えていると、エルルとマッシュが入ってきた。

「ねえ、リスたん。聖哉くんの具合、どう？」

「ん。まだ眠ってる」

「師匠、大丈夫かなあ」

「平気よ。斬られた腕は魔法で完治しているし、体力的には何の問題もないわ」

「じゃあどうして起きないの？」

「流石に精神的に疲れちゃったんじゃないかな」

「うーん。確かにすごい戦いだったからな……」

　そんな会話をしていると部屋のドアをノックする音がして、ロザリーが入ってくる。

「勇者はまだ目覚めないのか」

　ベッドの上の聖哉を見て、開口一番そう言う。

　ロザリーに会うのは二日振りだった。父親の葬儀は勿もち論ろん、イレイザの残党の後始末、次期帝位継承者としての申し合わせ……ロザリーにはやることが多々あったのだ。

　それにしてもロザリーとしては心中複雑だと思う。聖哉は父親を死に追いやった相手なのだ。起きたら一体何を言うつもりなのだろうとハラハラしていると、ロザリーが不意に口を開く。

「きっと……私は強い父ではなく、優しい父が好きだったのだろうと思う」

　ロザリーは純粋な眼まな差ざしで眠る聖哉を眺めていた。

「父の最期の時、その手を取らなければ、私はこれから先、一生後悔するところだった。今いま際わの際、父を看取れと言ってくれた勇者には感謝している」

　そして私達に視線を移すと笑顔を見せる。

「いくらでも好きなだけ城にいていい」

　そう言った後、ロザリーは部屋を出て行った。




「ねえ、リスたん。ロザリーさん、ちょっと変わったね？」

「そうね。色々あったものね。少し大人になったのかも知れないわね」

「ってかロザリーって次の王……ってか女帝なんだろ？　すげーよな」

「今の彼女なら、いい君主になるんじゃないかしら」

　そして私は二人に笑顔を向ける。

「ロザリーも好きなだけ滞在していいって言ってくれてるし……ねぇ、マッシュ、エルルちゃん。帝都で遊んできたら？」

　私の提案に二人共、ビックリする。

「ええっ!?　聖哉くんがこんな状態なのに!?」

「フフ！　こんな状態だからよ！　聖哉が起きればまた修行やら戦闘やらで忙しくなるわ！　遊ぶなら今のうちよ！」

「そ、そうかも知れねえけどよ……」

「カジノ……行きたいんでしょ？」

　ウリウリとそそのかすと、少年少女は頰を赤らめ、気まずそうにコクリと頷うなずいた。

「行ってらっしゃい！　この修行オタクが起きる前に！」

「り……リスタ……」

「いいのよ、マッシュ！　私に任せて！　たとえ、このクソ真面目慎重勇者が起きたとしても私が上手うまく言っておくから！」

「り、リスたん……」

「どうしたの、エルルちゃん！　暗い顔して！　聖哉が怒らないか心配してるのね！　大丈夫よ！　何てったって私は女神、聖哉は人間！　主従関係で言えば私の方が上！　そう！　いわば家来みたいなものよ！」

　寝ているのをいいことに私は余裕でまくし立てていた。しかし、どうも二人の様子がおかしい。

「ち、違うよ、リスタ……」

「リスたん……う、後ろ……」

「は？」

　恐る恐る振り返ると、

「……誰が家来だ」

　聖哉は起き上がり、私の背後で腕を組んで仁王立ちしていた。

「ぴぎいいいいっ!?」

　ＹＡＢＥＥＥＥＥＥＥＥ!!　な、な、殴られる!!　殴られて蹴けられて、乳、潰つぶされるうううううう!!

　だが意外にも聖哉は私に何もせず、ベッドに腰を下ろした。

　──あれ？　攻撃してこない？　そ、そんなバカな！　きっと後でボコスカやるつもりなんだわ！

「お前達が此こ処こに集まっていたのは都合が良いい。それでは早速、魔王戦に向けて、これからのプランを話しておこうと思う……」

　聖哉が話し出したので、私は大きく手を叩たたく。

「はい、みんな注目!!　聖哉様がお話しになられるわよ!!」

　勇者に媚こびへつらう私をマッシュが怪け訝げんな表情で眺めていた。

「なぁ、リスタ……カジノは？」

「ハァ!?　この大事な時に何がカジノよ!!　マッシュったら脳のう味み噌そまでキノコで出来てるの!?」

「で、でもリスたん、さっきは遊びに行っていいって……」

「バカおっしゃい!!　言ってません、そんなこと!!　一言たりとも!!」

　うそぶく私に二人の冷たい視線が突き刺さる。だが、私としても必死だった。もう二度と乳など潰されたくない。

「……どうでもいい。それより話を続けるぞ。正直、戦帝との戦いは紙一重の勝利だった。これは大いに反省するところだ。次の魔王戦には、もっともっと修行してから臨まねばならん」

　予想通りと言えば予想通りの展開に、だが安心したのは私だけではないと思う。マッシュとエルルも心なしかホッとした顔をしていた。

　うん。まぁ聖哉のことだから、このまま魔王城に殴り込みに行くなんてことは絶対にないとは思っていたけど……。

　私は大きく頷き、賛成の意を示す。

「ええ！　もう聖哉の好きなだけ修行して！　魔王がチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊なんていう恐ろしい魔導具を持ってるなら、きっとイシスター様だって統一神界の長期滞在を許してくれる筈はずよ！」

「うむ。では……」

　聖哉は立ち上がろうとした。マッシュもエルルも言われなくとも道具袋を手に取る。そして私は神界の門を開く準備をしようとした。

　だが……聖哉は、もう一度ベッドに腰を下ろした。

「まぁ……それは少し後にするか。たまにはゆっくり羽を休めるとしよう」

「「「え」」」

　私達は同時にポカンと口を開く。その後、狐に摘つままれたような気分で勇者を見詰める。

「せ、聖哉？　今なんて？」

「だから少し休もうと言ったのだ。考えれば今までずっと修行と戦闘ばかりに明け暮れていた。正直、少し疲れた」

「そ、そう。それで羽を休めるって……二時間くらい？」

「いや。二、三日くらいゆっくりしても問題なかろう」

「そ、そんなに……！」

　マッシュがおずおずと口を開く。

「じゃ、じゃあその間、遊んじゃったりしてもいいのか？」

「無論、自由だ」

　エルルが上目遣いに聞く。

「も、もしかして、カジノなんかも行っていいの？」

「うむ。行きたければ行ってこい」

「うわあっ!!　やったあっ!!」

　飛び跳ねて喜ぶエルルとマッシュ。興奮したエルルは聖哉の腕にしがみつく。

「ねえ、ねえ!!　聖哉くんもたまには一緒に遊ぼうよ!?」

　聖哉は、だがいつものように冷たく言い放つ。

「俺は合成に使う材料をもっとじっくり調べたい」

「そ、そっか！　そーだよね！」

　少し顔を曇らせたエルル。しばしの沈黙の後、聖哉は目線を下に向けてぼそりと言う。

「いや……そうだな。たまには……遊ぶか」

「「ええええええええええ!?」」

　マッシュと私は同時に叫ぶ。

『遊ぶ』!?　『遊ぶ』ですって!?　そんな単語がこの勇者の口から出るなんて!?

　聖哉は立ち上がり、私達に言う。

「夕方には此処に戻る。それからみんなで遊びに出掛けるとしよう」




　一いつ旦たん、聖哉と別れ、三人になった私達は城を出て、帝都オルフェを歩いていた。

「いやぁー！　まさか師匠がああいうこと言うなんてな！」

「ねーっ！　ビックリだよね！」

　喜び合う二人。城では人目を気にして、私は今までずっと黙っていたのだが、

「……ふふふ……くくくくく……」

　腹の底から笑いが込み上げてくる。遂ついに私はそれを解放した。

「ヒャ───ッハッハッハ──────ッ!!」

　大おお股またで両手を天にかざして叫ぶと少年少女が体をビクリと震わせた。

「ど、ど、どうしたんだよ、リスタ!?」

「何だか怖いよ、リスたんっ!!」

「だってだってだって!!　これが喜ばずにいられる!?　あの狂戦士バーサーカーが自分から進んで遊んでいいって言ったのよ!!　遂にお待ちかねの閑話タイムの始まりよ!!」

「閑話……何だよ、ソレ？」

「あら、知らないの、マッシュ？　普通、冒険では必ず『閑話』ってのがあるの！　海とか山とか川とか温泉とか水着とか、ちょいエロとか……そういう脳がユルむ展開があるものなのよ！」

「の、『脳がユルむ』……そんなことがあるのか……」

「そうよ！　なのに私達ときたら、修行修行、戦闘戦闘！　もう嫌気がさしてたの！　ってことで二人共!!　今日はハジけるわよー!!」

「なら、早速カジノでも行くか！」

　意気揚々と声を上げたマッシュだが、私は指をチッチッと動かす。

「カジノといえば夜でしょ。それにメインディッシュは聖哉が来てからよ。それまでは軽く肩慣らししましょ！」

　そして私はエルルの服装を眺める。

「な、何？　リスたん？」

「エルルちゃん。女の子が遊びに行くのにそんなモッサリしたローブなんか着てちゃあダメよ」

「うん……でも私、着るものこれしか持ってないから……」

　私は少女の肩をバンと叩く。

「手持ちは結構あるわ!!　今から好きな服を買いに行きましょう!!」

「え───!!　いいの───っ!?」

「勿論!!　マッシュも行くわよ!!　格好いい服、選んであげる!!」

「マジか!!　やった!!」

　私は天に拳こぶしを振り上げながら叫ぶ。

「脳を!!　ユルませていこうぜええええええ!!」

「「おうっ!!」」




　大通りの一角にその服屋はあった。店内には三十代くらいの女主人が立っていて「いらっしゃいませ」と私達に頭を下げた。

「うわぁ、これカワイイなぁーっ！」

「この革の服もかっこいいぞ！」

　二人共、陳列された服に興味津々である。それもその筈。大抵の町の服屋には、質素な服や民族衣装のような服しかないのだが、此処は帝都。それなりにオシャレな服が置いてある。

　ふと私は隅のコーナーが気になった。一見、下着のようだがよく見ると、水で透けない特殊な生地を使っているようだ。

「あら、コレ……ひょっとして水着？」

　海はここから遠い筈なのに、こんなの売ってるなんて？

　女主人に聞くと彼女はニコリと微笑んだ。

「それはオルフェにある温泉用の水着なんです」

「ええっ!!　温泉なんかあるの!?」

「オルフェの温泉は有名ですよ。男女混合の大浴場は帝国外からも訪れる人が多いんです」

　男女混合……つまり、混浴!!　ってことは、聖哉と一緒に湯船に……!?

　はぁはぁはぁはぁ。私は人知れず呼吸を荒くした。

　──ヤバい……！　脳が……脳がユルまる……！

　私は服よりも水着に注目して、似合うのがないか、もくもくと探し始めた。

「ねぇ、リスたん、何してるのー？」

　エルルとマッシュが近寄ってくる。

「水着！　温泉があるんだって！　二人も好きなの選んでいいわよ！」

　そして三人で水着を物色する。聖哉の世界で言うところのビキニタイプ、セパレートタイプ等、それなりに種類は多いが、いかんせんデザインがダサい。

　ちなみに統一神界の服屋は地上の流行最先端の更にその先。素晴らしいとしか言いようのない服が並んでいる。対して、この世界ゲアブランデは剣と魔法の発展途上世界。致し方ないことなのだが、私から見れば落差がすごい。

「ロクな水着がないけど……ま、何とかマシなのを選びましょ」

　そう言った瞬間、女店主が私のすぐ近くにいたことに気付く。

　──う、うわ！　聞かれたかしら？

　だがニコニコと微笑んでいる。よかった。聞かれてはいないようだ。

　女店主はエルルに近付くと桃色の水着を見せた。

「上下が分かれた『セパレートタイプの水着』です。お客様にきっとお似合いですよ」

　そしてエルルの服の上から合わせてみる。

「うん、うんっ！　カワイイ！　コレ、いいかもーっ！」

　確かに悪くはないわね。まぁこの店の水着の中では頑張ってる方かしら。

　そんな風に上から目線で見ていると、女店主が私に近寄ってくる。

「お客様にはコレなど如何いかがでしょう？」

　そして店主はパンティーみたいなアンダーの水着だけ私に渡した。

「え？　いや、あの……ブラの部分は？」

「ありません。ブラの部分を省いた『トップレスタイプの水着』です」

　そしてニヤリと口元を歪ゆがませる。

「お客様にきっとお似合いですよ」

　こ、この女……！　やっぱり私がバカにしたの、聞いてやがったのね！

　露骨な嫌がらせに私は憤る。

「いやコレ、水着の意味ないよね!?　オッパイ丸出しになるよね!?」

「お気に召しませんか。なら、仕方ないですね。コレなど如何でしょう……」

　そして取り出した水着のブラは、片方に布地があるだけで、もう片方はヒモだけだった。

「『片かた乳ちちタイプの水着』です。お似合いですよ」

　私は差し出された水着を払いのけた。

「似合うか、こんなもん!!　わしゃ、痴女か!?　ああ!?」

「そうですか？　お洒落しやれですよ？」

「一体どの辺がお洒落なんだよ!!」

「ホラ、目が悪い訳でもないのに眼帯着けて片目みたいな演出したりする人いるでしょう？　それと同じ感覚です」

「眼帯コスプレと一緒にすんじゃねーよ!!　片目隠してる奴はいるけど、片乳出してる奴なんか見たことねえわ!!」

「お、落ち着けよ、リスタ！　女神なのにヤカラみたいな口調になってるぞ！」

「だ、だってこの女が変な水着ばっか薦めてくるんだもん!!」

「『アンダーレスタイプの水着』もありますよ。如何でしょう？」

「!!　それとトップレスタイプの水着と合わせたら、全裸だよね!?　……もういいわ!!　自分で探すから!!　マッシュ!!　アンタは聖哉の水着、選んで!!」

「あら、その聖哉さんって方、ひょっとしてアナタの彼氏だったり？」

「そうよ！　彼氏よ！」

「り、リスたん……！　違うでしょ……！」

「なら、アナタの素敵な彼氏さんにはこの『前開きタイプの水着』などがよろしいかと……」

　下卑た笑いを浮かべる女店主が出したのは、股こ間かんの部分が大きく裂けた男性用水着だった。

「う、うわ……！」

　エルルが顔を赤らめ、

「こりゃあ、いくら何でも酷ひどすぎるぜ！」

　マッシュが憤ったが、私は懐から金貨の入った小袋を出した。

「……おいくらかしら？」

「「「!!　買うの!?」」」

　マッシュ、エルルは勿もち論ろん、女店主でさえ驚いていたが、私がこの水着の購入に至った動機は極めてシンプルだった。
















　だ、だって、こんなの穿はいたら聖哉のぞうさんが丸見えになって……はぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁはぁ……！

　更に私は投げ捨てた片乳タイプの水着も一緒に店主に差し出す。

「これもついでに頂きましょう。よくよく考えれば、これはこれで夜、使えるわ」

「よ、夜、使う？　リスタ！　一体どういう意味だよ？」

「子供は深く考えなくていいのよ」

　女店主は肩をすくめ、大きく息を吐いた。

「まさか……泥酔しながら白目で作ったその水着を買う人がいるなんてね……」

　そして私に手を差し出す。

「私の負けよ。片乳と前開きの『お笑い水着セット』……セット料金でお安くしておくわ」

「ありがとう」

　私達は熱い握手を交わす。和やかな雰囲気となった店内で、エルル、マッシュの水着、そして服も調達した後、私達は服屋を出たのだった。

　その後。ウィンドウショッピングの気分で帝都をブラブラする。聖哉が行くと言っていた道具屋も遠目から眺めてみたが、聖哉はいないようだった。もう既に城に着いて合成しているのかも知れない。

　歩いていると市場があったので寄ってみる。遊び終わった後、部屋で飲み食いする為の食材もそこで買った。

　そうこうするうちに日が落ちてくる。

「じゃあ、そろそろ行きましょうか！」

　両手に買い物袋を持って私達はホクホクしながら城へと向かった。




　歩きながら私は今夜のプランを練る。

　……まずはカジノに繰り出して遊んだ後、酒場に寄って、ほろ酔い気分で温泉に行く！　そ、そしてその後はお子様二人を寝かせて……私は聖哉とウハヒヒヒヒヒ！　い、いーもんね！　今日の私は脳がユルみにユルんでるのよ！　それにヴァルキュレ様だって同じことしてたんだもん！　文句なんて言わせないわよ！

　城の衛兵達に、

「ヘーイ！　勤務ごくろうさん！」

　快活に声を掛け、城内を闊かつ歩ぽする。

　やがて聖哉の部屋に辿たどり着くや、

「ハッロー！　聖哉、お待たせ!!　さぁ、レッツ・パーリィよ!!」

　叫ぶが聖哉は部屋にいなかった。

「あれ？　聖哉、トイレかしら？」

「ってか、まだ合成の買い物してるんじゃないか？」

「じゃあ此こ処こで待ってましょ」

　そして、待つこと一時間。窓から見える景色が徐々に暗くなっていく。

「夕方って言ってたわよね？　聖哉って時間厳守なイメージあったんだけど……」

「うーん。買い物に熱中してるんじゃないかなーっ？　きっともうすぐ帰ってくるよ！」

「そっか！　そうよね！」

　だが、更に三十分経ち……

　一時間が過ぎ……

　いつまで待っても勇者は帰って来なかった。








第四十七章　勇者消失






　あまりにも帰りが遅いので、何かあったのではと心配になり、私達は聖せい哉やが行くと言っていた道具屋に向かった。

　夜はとっぷり更けていたが、オルフェの大通りは明るくて活気があった。道具屋に辿り着くと、私は主人に聖哉のことを尋ねてみる。

「あ、うちの薬草に負けたおねえさん。……え？　この間の男の人？　いや来てないよ。今日は姿を見ていないな」

「え……来てない？　だって聖哉、合成の材料を買うって……」

「なぁ、リスタ。もしかしたら此処とは違う道具屋なんじゃないか？」

「そっか。ねえ、オルフェには他に道具屋があるの？」

「町外れに一軒あるな。だがうちの方が品揃え豊富だぜ」

　教えて貰もらった道具屋に向かうも無駄足だった。そこの店主に話を聞いても、聖哉がやって来た痕こん跡せきはない。武器屋に行っても防具屋に行っても結果は同じだった。

「一いつ旦たん、城へ戻ろうぜ。師匠、もう帰ってるかも知れねえし」

　マッシュに言われ、私達は再度、城へと戻る。

　先程、スキップしながら城に行った時とはまるで違う憂ゆう鬱うつな気分で、足取りが重かった。

「一体、何処へ行っちゃったのよ……」

　緩んでいた脳が正常に戻る。同時に何とも言えないイヤな予感が胸を打ち始めた。

　案の定、城に戻ったところで聖哉はいなかった。城内の者に尋ねても姿を見た人はいない。

　約束の時間より三時間は過ぎただろうか。とにもかくにも聖哉の部屋で待機していると、エルルがぼそりと呟つぶやいた。

「ま、まさか聖哉くん……たった一人で魔王と戦いに行ったんじゃ？」

　私は一瞬、ごくりと唾つばを飲んだが、

「いや、それは絶対にないわ！　あの慎重の塊が、そんなことをする訳がない！　戦帝にギリギリで勝って、それで反省したって言ってたじゃない！　賭かけてもいい！　聖哉がこのまま魔王と戦うなんて絶対にありえないわ！」

　マッシュも私の言葉に頷うなずく。

「確かにそれはないな」

「それに魔王はチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を持っている！　負けたら自分が死んじゃうのよ！　今まで以上に慎重に時間を掛けて準備するに決まってるわ！」

「うん……そうだよね……。でも、じゃあ聖哉くん、一体、何処に行っちゃったんだろ？」

　そう。これだけ捜していないのは尋常ではなかった。

　私は立ち上がり、部屋のドアに向かう。

「リスタ！　何処に行くんだよ？」

「分かんないけど、ジッとしていられないじゃない！」

　扉を開け、飛び出した通路には、帝国の魔術師フラシカがいた。

「あっ、フラシカさん！　聖哉、見なかった？」

　聞くも、やはり知らないと言う。

「ほう。魔王戦を前に、勇者殿が消えた、と？」

　アゴに指を当てて考えていたフラシカは、やがて難しい顔をした。

「勇者とて人の子。もしや……逃げ出したのではないでしょうか？」

　フラシカの推測にマッシュが声を荒らげる。

「な、何言ってんだよ！　師匠が逃げたりなんかするかよ！」

「しかしロザリー様も仰おつしやっていましたが、魔王は勇者の魂を破壊する武器を持っているのでしょう？　見たところ、お若い勇者でしたし、魔王に殺されるのが怖くなったのでは……と」

「そんなことないわ！　聖哉が怖おじ気づいたなんて、そんなこと！」

　私もマッシュ同様、フラシカに叫ぶ。まるで自分がバカにされたような気がして腹が立った。

「気分を害されたのなら申し訳ございません。今のは私の妄言とお聞き流しくださいませ……」




　フラシカと別れた後、怒りに任せ、ツカツカと城内を歩く。だが頭の中では、フラシカに言われた台詞せりふがリフレインしていた。

　──怖くて、逃げた？　ま、まさか、そんな……！

　聖哉は戦帝に腕を落とされても飄ひよう々ひようとしていた。それを見て、聖哉が実は精神的に強かったのだと思い込んだ。だけど……それは単に強がっていただけなのでは？　本当は辛つらくて痛くて、もう耐えられなくて、心が折れてしまったのでは？　城で三日間、眠っていたのも、もしかするとそのせいなのでは……？

　考えれば考えるほど思考はネガティブになっていく。そして唐突に、心に浮かんだある憶測。私はそれを口にする。

「まさか聖哉……魔王に殺される前に自殺しちゃったんじゃ……？」

「は、はぁ!?　自殺って何だよ!?」

「どういうことなの、リスたん!?」

「魔王に殺されれば魂も消える！　でもチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊が発動しないところで死ねば、完全には消滅せず、元いた世界に戻るだけ！　だ、だから聖哉は……」

「噓だろ!!　俺達の世界って見捨てられちゃったのかよ!?」

「分かんない!!　分かんないわよ!!」

　もはや閑話タイムやらパーティどころではなかった。私は神界への門を出現させる。

「こうなったら最後の手段よ!!　大女神イシスター様に聖哉の居場所を聞くしかないわ!!」

　私はマッシュとエルルを連れて、統一神界への扉を潜ったのだった……。




　イシスター様の部屋の前に出るや、ノックもせず、

「失礼します!!」

　飛び込むようにして入る。だが、そこにはいつもと違ってイシスター様はいなかった。

　代わりに部屋の窓際には私のよく知る女神が、ぽつんと佇たたずんでいる。

　先輩女神のアリアドアはイシスター様の部屋で私達に背を向け、窓から外の景色を眺めていた。

「アリア!?　どうして此処に!?　……って、それよりイシスター様は何処!?　大変なのよ!!　聖哉が急に消えちゃったの!!　急いで捜して貰わないと!!」

　私がまくしたてると、アリアはゆっくりとこちらを振り向いた。

　その顔を見て、私は驚く。アリアの両頰を涙が伝っていたからだ。

「あ、アリア？」

　涙を拭ぬぐおうともせず、アリアは真剣な表情で言う。

「リスタ。付いてきなさい。イシスター様が『時の停止した部屋』でアナタを待っています……」




　普段はよく喋しやべるアリアが無言で神殿を歩く。私達も黙ったまま、その後を追う。まるで胸に鉛でも押し込まれたような重苦しい気分だった。

　三階の廊下、その奥まったところでアリアは立ち止まった。

「此処が『時の停止した部屋』よ」

　アリアに続いて部屋に入った瞬間、無重力空間に足を踏み入れたようなフワリとした感覚。私達より少し離れた先には机があり、イシスター様が椅子に腰掛けていた。

「リスタ。よく来ましたね。そして竜族の二人も。此処は本来なら人が立ち入ることの出来ない場所ですが、マッシュにエルル。澄んだ魂を持つアナタ達ならば特別に許可しましょう」

　イシスター様の背後には棚が幾列も並んでいた。一見すると、まるで図書館のようだが、棚の中には本ではなく、淡い光を発する物体が沢山、保管されている。あえて尋ねずとも、私はこれが神々の魂『ディバインソウル』なのだと直感した。

　聖哉の居場所を聞こうと、口を開こうとした刹せつ那な、

「リスタ。アナタの聞きたいことは分かっています」

　近未来を見通せるという大女神イシスター様が厳かに告げる。

「結論から言いましょう。アナタ達と別れてすぐ、竜りゆう宮ぐう院いん聖哉は単身、魔王城に向かいました」

「な……っ!?」

　私、そしてマッシュもエルルも言葉を失い、愕がく然ぜんとする。その後、ほんの少しだけ平静を取り戻した私はイシスター様に叫ぶ。

「そ、そんなこと信じられません!!　あの慎重勇者が修行もせずに魔王戦に臨むなんて!!　チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊があれば聖哉の魂も破壊されるんですよ!?　なのに、」

「そう。そしてリスタ、アナタの魂も破壊される。竜宮院聖哉は魔王がアナタを殺す可能性があると知った──だからあの子は魔王を倒しに行ったのです」

「……は？」

　イシスター様が何を言っているのか全く理解出来ない。どうにかこうにか頭の中を整理する。

「つ、つまり、聖哉は私を救う為に魔王と戦いに行った……って、ことですか？　あ、あはははははは！　そ、それは絶対にありえませんって！　だって聖哉はいつも私のこと足手まといみたく思って、女神としても見てくれなくて、バカにして殴ったり、蹴けったり、」

「口は悪い。性格だって傍若無人。けれど竜宮院聖哉はアナタが思っているより、ずっと優しい子なのです。勇者召喚されて以来、あの子は自分の仲間を救うことを何よりも第一に考えています」

「噓……噓よ……！」

　マッシュとエルルもイシスター様の言葉に目を丸くしていた。

「師匠が……俺達のことを？」

「マッシュ、エルル。竜宮院聖哉が最初、アナタ達の同行を拒んだのは、ひとえに仲間を失いたくない為。冷たい言葉で突き放すのも、普段、戦闘に参加させないのも、また同じ理由からきています。場合によっては自らの使命であるゲアブランデを救うことより、あの子は仲間を大切に思っているのです」

　イシスター様は遠い天井を見上げながら言う。

「だから、マッシュがデスマグラの拷問で殺されるのを救った。竜の里ではエルルを聖剣に出来なかった。そして自らの魂が消滅する危険を顧みず、リスタを戦帝から守ったのです」

「な、納得できません!!　それが本当なら……私やマッシュ、エルルちゃんの命が心配なら、私達を連れて神界に行けばいい!!　そして今までみたいに、いや今まで以上に時間を掛けて修行すればいいじゃないですか!!」

「修行をしても、もう意味がないのです」

「ヴァルキュレ様より強い神がいないから!?　だとしても、時間を掛けてレベルを上げれば、魔王に勝てる確率だって上がるのに!!」

　イシスター様は、机に置かれていた大きな水晶玉に手を当てる。

「リスタ。厚い偽装フエイクのスキルに閉ざされて見えなかった竜宮院聖哉のステータス……その能力値を今、見せてあげましょう」

　言葉が終わると、水晶玉に聖哉のステータスが徐々に浮かび上がった。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や
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　……聖哉の能力値をはっきり見たのはケオス＝マキナ戦以来だろうか。当然だがあの時よりも大幅に数値はアップしている。

「す、すげえ……！」

「流石、聖哉くん……！　すっごいステータス……！」

　二人は感嘆している。確かに凄すごい。けど……だけど、これは……!!

「並の勇者の能力値を遥はるかに上回る数値です。ですが、それでも魔人となった戦帝ウォルクス＝ロズガルドには劣っています。聖哉が戦帝に勝てたのはヴァルキュレの破壊術式があったからです」

　マッシュが何かに気付いたように、震える手で水晶玉を指さした。

「ってか、待てよ……！　レベル……『ＭＡＸ』？　何だよ、コレ……！」

「そうです。あの子のレベルは既に上限に達しています。ちなみにこれは聖哉がアデネラと修行をし、竜の里にて竜りゆう王おう母ぼと戦った時のステータス。あの子の能力値はそれ以降、全く上がっていないのです」

　エルルが驚きよう愕がくの為に口に手を当てる。

「そ、そんなに前から……？」

「その証拠に以後は『光の矢』、『破壊術式』……特技の習得のみに専念していました。上がらない能力値を神の絶技によって補おうとしていたのです。あの子はあの子なりに悩んでいたのですよ」

「だって聖哉くん……そんなこと一言も……」

「言っても現状は何も変わらない。いたずらにアナタ達を心配させるのみで意味がないと判断したのでしょう」

　訪れる沈黙。私は拳こぶしを握りしめる。

「ダメ……ダメよ……！　このステータスじゃあ、難度Ｓゲアブランデの魔王に勝てる筈はずがない……！」

「で、でも、リスタ！　師匠にはイグザシオンがあるぜ！　破壊術式と聖剣の力があれば、きっとどうにか、」

「違う……！　あの聖剣は……イグザシオンは……！」

　エルルが近くで聞いている。だが私は込み上げる感情を抑えることが出来なかった。

「アレは……偽物なのよ!!」

　私の言葉にマッシュとエルルの顔が青ざめた。

「う、噓だろ!?　竜王母の剣とエルルの血で合成したんじゃねえのかよ!?」

「それで出来た剣はイグザシオンじゃなかった!!　竜人の暴動を防ぐ為、そしてアナタ達を安心させる為にイグザシオンを手に入れた振りをしていただけなのよ!!」

「マジかよ……！」

「聖哉くん……！」

　エルルが絶句する。黙りこくる私達に代わり、イシスター様が口を開く。

「自らの成長は既に止まった。魔王を倒す剣もなく、また魔王の攻撃から身を守る鎧よろいもない。だからこそヴァルキュレに破壊術式を聞いたのです。命と引き換えに相手を討つ防御不能、絶対不可避の対象直撃破壊術式『ヴァルハラ・ゲート天獄門』を」

　私の全身を戦せん慄りつが走り抜けた。

「ヴァルハラ・ゲート天獄門……!?　そんな!!　だってヴァルキュレ様、あれだけは絶対に教えないって!!」

「リスタ。アナタも破壊のオーラ付与の儀式を見たのでしょう？」

　その瞬間、私の脳裏にヴァルキュレ様と聖哉が抱き合っていた光景がフラッシュバックした。

　──あれは……ヴァルハラ・ゲート天獄門を授ける儀式だったの……!?

「命がけで世界を救おうとする竜宮院聖哉の覚悟に、あのヴァルキュレですら心を打たれたのです。だから門外不出の最終破壊術式を伝えた……」

「どうして……？　何で……？　ヴァルハラ・ゲート天獄門を使えば間違いなく死ぬのよ……？　そして、もう元の世界には帰れない。なのに……」

「それでも竜宮院聖哉は魔王城へ行きました。あの時、守れなかったもの……もうどうしようもなく取り戻せない過去の幻影……それを今度は守る為に……」

「分かんない……分かんないよ……」

　私は大女神イシスター様に絶叫する。

「全然、意味分かんないよ!!　何で!?　一体どうしてそうまでしてアイツは私達を守ろうとするの!?」

「……その問いに答える前に、私もアナタに尋ねなくてはなりません」

　普段温厚なイシスター様は、今、私に鋭い目を向けていた。

「女神リスタルテ。真実を知る勇気はおありですか？」








第四十八章　慎重の理由






　目の前には大女神イシスター様の威厳ある顔。それでも私は、

「教えてください!!」

　きっぱりと言い放った。

　イシスター様は静かに頷うなずくと、机の上にある大きな水晶玉に両手をかざした。

「では、ご覧なさい。ここにアナタの知りたい真実があります」




　水晶玉がイシスター様の言葉に反応するように光を放つ。そして、まるで受像機のように鮮明な映像を映し始めた。

　……そこにはテーブルを囲んで椅子に座る三人の姿が映っていた。神官のような格好をした鳶とび色いろの髪の女の子。魔法使いのローブを羽織った優男。そして……純白のドレスに身を包んだ美しい女性に私は見覚えがあった。髪の毛は今より長いが、間違いない。

　私は思わず水晶玉から目を離し、背後を窺うかがってしまう。

「こ、これって……アリア……なの？」

　今まで黙って静観していたアリアは、ゆっくりと私の隣に歩み寄る。

「それは百年前の私。そして、その水晶玉に映っているのは救世難度Ｂの世界イクスフォリア……」

「イクスフォリア？」

　どこかで聞いたことのある名称だった。思い出そうとした時、

『では、そろそろ行くとするか』

　聞き慣れた声が水晶玉から聞こえて、意識がそちらへ向いた。ちょうど水晶玉の中の三人も声のした方を眺めているようだった。声の主が三人に近付き、姿が明らかになる。

　現れた四人目は鋼の鎧をまとった長身の男性だった。艶つややかな黒髪。端整な顔立ち。アリア同様、見間違う筈はない。

「聖せい哉や……！」




　それは私の担当勇者──竜りゆう宮ぐう院いん聖哉だった。

　アリアが呟つぶやく。

「竜宮院聖哉は最初、私がイクスフォリア攻略の為、召喚した勇者だったのよ」

　う、噓……!!　だって今までそんなこと一言も……!!

　頭の中で疑問が渦巻く。だが水晶玉の中で聖哉は話し続けていた。

『今よりキマイラ征伐に向かうぞ』

　颯さつ爽そうと身を翻し、扉に向かおうとする勇者を神官姿の女性が止めた。

『ねえ、聖哉！　まだ早いわ！　情報によればキマイラのレベルは私達より上なのよ！　もっと修行を積んでからの方が、』

『時間がもったいない。とにかく戦ってみよう。その方が早い。それに戦略だってある』

『じゃあ教えてよ！　その戦略とやらを！』

『うむ。戦略は──頑張る。以上』

『!!　子供か!?　そんなの戦略じゃねえわ!!　やっぱ、ちゃんと準備してから行かなきゃダメだって!!』

　神官の女の子は肩まである鳶色の髪を揺らしながらツッコんでいた。その様子に張り詰めていた『時の停止した部屋』の空気が少しだけ和らぐ。アリアが水晶玉を指さす。

「彼女はティアナ姫。イクスフォリアの大国ターマインの王女で、パーティの回復役。途中から魔王征伐の為に聖哉の仲間になったのよ」

　そのティアナ姫の進言も聞かず、勇者は黒髪を爽さわやかにかき上げる。




『ガナビー・オーケー何とかなる』




『いや意味が全く分かんないんですけど!?　……ち、ちょっと待ってってば!!　聖哉!!』

　聞く耳持たず部屋から出て行く勇者。残されて、憤ふん懣まんやるかたないティアナ姫。だが、魔法使いのローブを羽織った男性が微笑む。

『はは。何とも聖哉らしいな』

『ちょっとコルト!?　笑い事じゃないわよ!!』

　コルトと呼ばれた魔法使い同様、過去のアリアも苦笑いしている。

『まぁ、何とかなるわよ。今までだってどうにかなってきたし……』

『もう、アリア様まで!!　あの向こう見ず勇者を甘やかしちゃあダメですって!!』




　……そして場面は切り替わり、水晶玉はその後の光景を映し出す。

　今、聖哉達パーティは巨大な獅し子しと対たい峙じしていた。いや、よく見れば獅子ではない。背には翼があり、尾は大蛇の怪物キマイラだ。

　キマイラを前にして、勇者達は、

『コルト！　アナタの得意な風の魔法を！　ホラ、早く！』

『か、嚙かまれたァァァ!!　ティアナ、回復魔法で治してくれェェェ!!』

『落ち着いて、コルト！　治癒するから、暴れないで！』

『待って、ティアナ!!　コルトより先に聖哉を治してあげて!!　今、見たら、ＨＰが２しかないわ!!』

『噓でしょ!?　……う、うわ!!　胸に風穴、開いてんじゃん!!』

『いや俺なら大丈夫だ。不思議と全く痛くない。それどころか気分がいい。意識がボンヤリとして、まるで夢心地だ』

『それお前、死にかけてんだよおおおおおおお!!』

　……しっちゃか、めっちゃか。余裕ある勝利なんかとは程遠い泥仕合の様相。それでも、どうにかこうにかキマイラに辛勝すると、勇者は震える手でガッツポーズを取った。

『ホラ、見ろ。勝てたろう？』

『アンタこそよく見なさいよ!!　みんなボッロボロなんだけど!?』

『それでも勝てた。よかったではないか』

『全然よかねえわ!!　コルトなんて、足、千切れてるのよ!!』

『うう……ティアナ……早く治してくれえ……！』

『よし。それでは急いでゴーレム討伐へ向かうとしよう』

『!?　コルトは足、千切れてるって言ってんだろうがァァァ!!』




　……時の停止した部屋で、私達は息を吞のみ、水晶玉に映る光景を眺めていた。

「ってか……これマジで師匠なのかよ……！」

「な、何だかロザリーさんみたいだね……！」

　マッシュ達の呟きに激しく同意。聖哉の言動はまさにロザリー……いや、無謀さで言えばそれ以上だった。

　私達は引いていたが、アリアは昔を懐かしむように少しだけ口角を上げていた。

「聖哉はね。元々こういう性格だったの。レベル上げなんか大嫌い、とにもかくにも先に進む、ってタイプのね。それでも聖哉には天賦の戦闘の才があった。相手よりレベルが低くても、準備なんかしなくても、どうにかこうにか敵を倒していった。今のキマイラ戦みたいな大ピンチもあったけど、それでもドンドン前に進む勇者に、いつの間にか私達は安心し、そしてまた憧あこがれてもいたのよ」




　水晶玉はその後、聖哉達の戦闘シーンを短くまとめた映像を見せてくれた。

　ゴーレム、ドラゴン、サイクロプス……様々な強敵を相手に傷を負い、それでも進んでいく聖哉達のパーティ。常に間一髪、ギリギリの勝利。だが何故だか彼らは楽しそうだった。私の知っているワンマンな聖哉とは全く違う。仲間の力を借り、苦戦しつつも勝利を収める。そしてその喜びをみんなで分かち合っている。きっとみんな、聖哉を信頼し、また聖哉も仲間を信頼していたのだろう。

「この快進撃は魔王戦まで続いたわ」

　アリアが呟く──と同時に水晶玉に映る景色が変わる。




　どうやら、場面は夜。たき火の近くで聖哉とティアナ姫だけが座って話していた。

『聖哉。遂ついに残すは魔王だけだね』

『ああ。明日は朝から出発だ。お前もそろそろ寝ておいた方がいい』

『ちょっと不安で眠れなくて。ねえ……ホントに賢者の村には行かなくていいの？』

『うむ。もう魔王を倒せる武器は手に入れた。遠く離れたその村まで、わざわざ出向く必要はあるまい』

『でもアリア様が、そこで魔王の情報が手に入るって……』

『ティアナ。俺は一刻も早く、魔王を倒したいのだ』

　強情な勇者にティアナ姫は大きな溜ため息を吐き出した。その後、諦あきらめたように笑う。

『聖哉ってば出会った時からそうだよね。修行とか準備とか、全然しないんだもん』

　そして少し真剣な顔をする。

『今日こそ教えてくれない？　聖哉がそんなに先を急ぐ訳を……』

『いつも言ってるだろう。特に理由はない』

『もうっ！　いくら聞いても、そればっかりじゃん！　明日でもう私達の旅は最後なんだよ？　だからお願い！　……ね？』

　少しの沈黙の後、聖哉はぼそりと言う。

『俺達が行くのが遅れれば、遅れる程……俺達が魔王を倒せない日々が長ければ長い程……この世界の人々の苦しみは続く。だから俺は前に進むのだ』

　言った後、聖哉は少し気恥ずかしそうに頭を搔かいた。

『そっか……そういう訳だったんだ……』

　ティアナ姫は聖哉の手に自らの手を乗せた。聖哉はその手に指を絡ませ、強く握りしめる。

『ティアナ。お前の治癒魔法があったから、ここまで来ることが出来た。いつも無理をさせてすまない』

『い、いいよ。きっと今回も何とかなるよ。だから……言ってよ。あの台詞せりふ。あれ聞くと安心するんだ』

　聖哉は満天の星を見上げながら口を開く。




『ガナビー・オーケー何とかなる』

　そしてティアナ姫はにこりと微笑んだ。




　……またも場面が切り替わる。イシスター様が水晶玉を見詰めながら、真剣な声を出した。

「それではイクスフォリアの魔王との戦いです」

　映し出されたのは、見るからに満まん身しん創そう痍いの勇者のパーティ。肩で息切る聖哉達が囲むのは、緑色の皮膚、裂けた口から覗のぞく牙きば、手足合わせて八本の醜悪かつ巨大な怪物だった。魔王としての威厳もかなぐり捨て、敵を葬ることのみに特化したような姿は、おそらく最終形態。聖哉達同様、魔王もその体から紫の体液を垂れ流しつつ、苦しんでいた。

　最後の力を振り絞るように聖哉が剣を上段に構える。聖哉の思いに呼応するように眩まばゆく輝いた聖剣は、勇者の裂れつ帛ぱくの気合いと共に降り下ろされるや否や、魔王の巨体を上半身と下半身とに分断した。

　魔王城に響き渡る断末魔の悲鳴。そして、沸き上がる仲間達の歓声。

　アリアが聖哉に駆けつける。

『やったわね！　聖哉！』

『だ、大丈夫？　ホントに死んだのかな？』

　不安そうなティアナ姫だが、

『能力透視で確認したわ！　魔王のＨＰはゼロになっていた！　倒したのよ！』

　アリアのその一言で胸を撫なで下ろしたようだ。脱力して、地面にへたり込んだ。隣で聖哉が呟く。

『言ったろう。ガナビー・オーケー何とかなると』

『ったく！　何言ってんのよ！　ギリギリもいいところだったじゃない！』

　疲労困こん憊ぱいのパーティだったが、それでもティアナ姫の言葉に皆で笑い合う。魔法使いコルトも楽しげに笑っていた。だが、その時。不意にコルトの口から赤いものが零こぼれ落ちた。

『え……』

　おびただしい血液がコルトの口から滴り落ちる。コルト自身、何が起こったのか理解出来なかったに違いない。

　……上半身のみとなった魔王の口こう腔こうから伸びた剣のように鋭利な舌先がコルトの胸を貫いていた。

　突然の惨劇にティアナ姫が叫ぶ。

『コルト!?』

　爬は虫ちゆう類るいが舌で獲物を絡め取るように、魔王はコルトを巨大な口に飲み込んだ。養分を吸収したのか、上半身のみだった魔王は瞬時に新たな下半身を再生する。

　アリアが顔面蒼そう白はくで震えていた。

『そ、そんな！　確かに体力はゼロだった！　魔王は死んだ筈はずなのに！』

　体力を取り戻した魔王は素早くアリアの目前に躍り出る。そして四本の腕でアリアを鷲わし摑づかみにして、勝ち誇ったように笑う。

『俺の命は二つある。一つは失われたが、もう一つは健在だ』

『な、何て……こと……！　に、逃げて、聖哉、ティアナ……これじゃあ、もう勝てな、』

　だがアリアの忠告は途中で終わる。魔王がアリアを飲み込んだのだ。

『ククククク！　二人分の養分で完全に再生したぞ！』

　聖哉が剣を杖つえのようにして何とか立ち上がろうとする。だが疲労の為か、足元がふらついていた。

『ティアナ……回復魔法はまだ使えるか……？』

『ご、ごめん聖哉……もう魔力がないの……』

　普段、勝ち気そうなティアナ姫は申し訳なさそうに目に涙を溜めていた。聖哉はそんなティアナ姫の頭に手を乗せる。

『お前が謝ることはない。この状況は、するべき準備を怠った俺のせいだ』

　そして聖哉はティアナ姫をドンと突き飛ばした。

『逃げろ。ティアナ』

　聖哉がティアナ姫をかばうように一歩前に出る。

　だが魔王は聖哉を通り過ぎ、ティアナ姫に向かった。

『逃がすものか！　先にこの女から殺してやる！』

『やめろ……』

　聖哉はティアナ姫の元に駆けつけようとする。だが、もはや体の自由は失われていた。聖哉は無様に地面に倒れ、そこから魔王を睨にらむことしか出来なかった。

　魔王は怯おびえるティアナ姫に、にじり寄り、その腹部を凝視する。

『何だ……？　この女の腹の中に微かすかな生命反応があるな……』

　普段、何事にも動じない聖哉の顔色が変わった。魔王はぐるりと醜悪な面つらを聖哉に向ける。

『そうか！　これはお前の子か！』

　聖哉の動揺を見て、魔王は悪魔の嘲ちよう笑しようを浮かべる。

『腹から引き摺ずり出し、喰くろうてやろう！　母子共に、これより始まる我が新世界の贄にえとなるがいい！』

『やめろ……やめてくれ……』




　その瞬間。水晶玉の映像が、ぷつりと途絶えた。

「……ここまでにしておきましょう」

　唐突に映像を切られ、私は戸惑ったが、すぐにイシスター様が続きを見せなかった理由が分かる。

　私の隣でアリアが泣きじゃくっていたからだ。

「聖哉のせいじゃない……！　私の責任よ……！　賢者の村に向かわせて、そこで魔王の秘密を聞いておけば……！　これは担当女神だった私の責任なのよ……！」

　アリアの嗚お咽えつと同時に私は思い出す。

　三百もの異世界を担当したアリアが唯一救えなかった世界……それがイクスフォリア……!!　そして……そうだったんだ!!　仲間を殺され、愛する人と、更にはその身に宿した小さな命まで……!!　こんなに非道ひどいことがあったから、聖哉はあんなにも慎重になったんだ……!!




　頭の中で冷静に分析しているつもりだった。だが、

「お、おい、リスタ？」

「リスたん？」

「……え」

　二人に言われて、ようやく気付く。

　頰を止とめ処どなく伝う熱い液体。私の目から、涙が滂ぼう沱だと溢あふれていた。

「うう……っく……ううううううっ……！」

　涙が止まらない！　息が苦しい！　胸が張り裂ける！

　──どうして、どうして私、こんな……!?

「……魂に残った記憶が蘇よみがえりましたか」

　イシスター様が厳かな口調で言う。




「リスタルテ……。竜宮院聖哉が助けられなかったティアナ姫。それが女神に転生する前のアナタなのです」




　あ……あの姫が私……？　私……元は人間だったの……？　そ、そんなことって……！

　私が信じられないのを分かっているように、イシスター様は言葉を続ける。

「アナタはヴァルキュレと聖哉が抱き合っていると勘違いした時、無性に腹が立ったのでしょう？　それはアナタと聖哉が恋仲であったという微かな記憶が魂に残っているからです」

「うっ……！」

　そう言われて二の句が継げない。あの時、感じた心の奥底から湧わき出るような悲しみ、怒り、そして悔しさ。それは過か去こ生せいで私と聖哉が恋人だったという真実を裏付けていた。

「そこにいるアリアの強い願いと、ティアナ姫の生前の善行が合わさって、アナタは死した後、女神に転生することが出来たのです」

　愕がく然ぜんと立ち尽くす私にイシスター様は話し続ける。

「時の流れが遅い統一神界にいるアナタにとっては百年。そして竜宮院聖哉にとっては一年……。今回、アナタがゲアブランデ攻略に竜宮院聖哉を選んだのは偶然ではありません。運命が互いを引き寄せたのでしょう。無論、アナタ同様、竜宮院聖哉も過去を覚えている訳ではありません。その証拠にあの子はアリアのことを忘れています。それでもあの時、救えなかった仲間に対する後悔の念は、魂に刻印されているのです。そしてそれは勇者召喚の際、ある言葉となって表れました」

「……ある言葉？」

「覚えていますか？　アナタに会ってすぐ、あの子が『プロパティ』と言った時のことを」

　覚えている。聖哉に興味を持たせる為、『ステータス』を呼び出して貰もらおうとして……だけど聖哉は皮肉ぶって『プロパティ』と唱えた。

「これがあの時、あの子が見た映像です」

　水晶玉に映された映像を見て、私は絶句する。

「こ、これは……！　こんなことって……！」

「頭の良いい子です。ここに記された文面を見ただけで自らの置かれた状況を正確に把握しました。以前、自分が同じように召喚され、失敗したことを理解したのです」

　居ても立ってもいられず、ゲアブランデへの門を出そうとするとアリアが叫んだ。

「リスタ!?　アナタ、一体、何を!?」

「決まってるでしょ!!　今から聖哉のところに行くのよ!!」

「やめて！　行かないで！　私はもうアナタを失いたくないの！」

　アリアは私の腕を引いて止めようとした。私はアリアのその手を握る。

「アリア。これまでのこと、色々感謝してる。でも行かなくちゃ。だって聖哉は私の大事な人だもん。一人にしておけないよ」

「リスタ……」

　イシスター様は荘厳な面持ちを私に向ける。

「魔王が神をも殺せるチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を手に入れた今、ここでリタイアしても何の咎とがめもありません。いや、むしろリタイアすることを勧めます。竜宮院聖哉自身、きっとそれを望んでいます。それでも行くというのですか？」

「行きます！　行くに決まってます！」

「……もはや止めても無駄のようですね」

　私は無言で頷うなずく。そして呪じゆ文もんを唱えながらゲアブランデの出現位置を特定する。

　聖哉は……あの慎重勇者は、私達が感づくことも念頭において、魔王城へ向かったに違いない！　城周辺に門を出現させても、きっともう間に合わない！

　私の考えを見通したイシスター様が、静かに論す。

「魔王城の深部、最終決戦の場に門を出そうというのですか……。流石にそれは女神としてのサポートの範はん疇ちゆうを逸脱しています」

「構いません!!　後で、どんな罰でも受けます!!」

　そう言い放ち、門を潜ろうとした私の腕を誰かが摑つかむ。

　振り返るとマッシュとエルルが真しん摯しな表情で私を見詰めていた。

「マッシュ。エルルちゃん。アナタ達まで死ぬことはないわ。どうしてもゲアブランデに戻りたければ、後でイシスター様に安全なところに送って貰いなさい」

　マッシュは首を大きく横に振る。

「リスタがイシスターに言った台詞のままだって！　俺達だって、行くに決まってんだろ！」

　エルルも目に涙を溜ためて大きく頷く。

「私の命も、マッシュの命も、聖哉くんに助けて貰ったんだもん！　だから聖哉くんの命が危ないなら……だったら行かなきゃ！」

　純粋な二人の瞳ひとみを見て、私は何も言えなかった。なぜなら二人の思いは、今の私の気持ちと同じなのだから……。

　私は静かに頷き、同行を認める。

　門に手を当てた瞬間、イシスター様が背後から言った。

「魔王は『エリア・チェインディストラクション連鎖魂破壊陣』を展開しています。そうして張り巡らされた魔力は私の予知の力をも阻んでいます。これ以後、何が起きるのか予想が付きません」

　最後の言葉が、かすれているような気がして後ろを振り返ると、イシスター様は苦渋に満ちた表情で私を見詰めていた。

「リスタルテ。お気を付けて」

「ありがとうございます」

　深く頭を下げた後、門を潜った。

　──今、行くよ、聖哉。私なんかが行っても、たいした役には立てないかも知れない。けど、それでも、仲間だもの。アナタ一人だけ死なせたりなんてさせるもんですか。

　ゲアブランデへと繫つながる異空間。そこを通過するほんの僅わずかな時間、私はイシスター様が教えてくれた聖哉の『プロパティ固有性質』の文面を思い返していた……。




『慎重に、慎重にも慎重に。疎まれようが嫌われようが、それを貫こう。そして今度こそ、世界と仲間と大切な人を必ず救ってみせる』








第四十九章　私だって






　門を出た途端、周囲に広がるのは天も地もないような暗黒空間。同時に、ぞくりとするような気配がして、私はエリア・チェインディストラクション連鎖魂破壊陣が辺り一帯に発動していることを直覚する。

「な、何なのーっ、この場所!?」

「魔王城に来たんじゃねえのかよ!?」

　エルルとマッシュが叫んでいる。私は魔王城内部、最終決戦の場に門を出現させた。それは間違いない。おそらくこれは魔王の魔力。自分に有利なように戦いの場を暗黒領域と化しているのだ。

　異空間と化した魔王の間。その暗闇の先、人類の僅かな希望を具現しているかのような淡い光のオーラを見て、私は呟つぶやく。

「聖せい哉や……！」

　私達がいる地点から数十メートル程度離れた場所で勇者は魔王と対たい峙じしていた。難度Ｓゲアブランデの魔王は、鎧よろいをまとった人の姿にて余裕ある表情で勇者を見据えていた。互いに消耗している気配はない。どうやらまだ戦闘は開始されていないようだ。

　間に合った……と安あん堵どしたのは束の間。聖哉が左手を右手に添え、魔王に向ける。その構えを見て、私の背筋は凍り付いた。

　──あ、あれはヴァルキュレ様の最終破壊術式!!　使えば三十秒後、聖哉の魂を破壊する代償が待っている!!

「待って!!　やめて、聖哉あっ!!」

　叫んで駆け出すが、聖哉に私の声は届いていない。ただ目前の敵に射るような眼まな差ざしを向けている。そして……

「最終破壊術式オメガ・ヴアルキユリエ……『ヴァルハラ・ゲート天獄門』……！」

　凜りんとした声が暗黒空間に響き、その刹せつ那な、白い瘴しよう気きと共に聖哉の頭上に巨大な門が出現する。同時に今の今まで聖哉と対峙していた魔王の姿が消え失うせている。

　黒き門が瘴しよう気きを撒まき散らしつつ開くと、既に魔王が天獄門内部に取り込まれていた。門上部にある石せつ膏こうの女神が、顔から血を垂れ流しつつ、哄こう笑しようする。

「ぎげげげげげげげげげげげげげ！」

　破壊の女神より、もたらされた回避不能の究極神技に魔王が驚きよう愕がくの表情を見せた。

「何だ……！　この空間にはアンチ・マジックフィールド反魔法領域を展開しているのに……！」

「破壊術式は魔法ではない。故にいかなる状況下でも発動する」

「破壊……術式……？」

　魔王は門から抜け出そうと体を動かすが、黒き扉の内側に備え付けられた無数の針が鎧を破り、体に突き刺さる。自らの腕から垂れた黒き血液を見て、魔王が顔色を変えた。

「聖剣イグザシオン以外に我が体に傷を付けるだと？　こんな物質が……いやこんな技が存在するとは……！」

　即座、人の姿だった魔王の体に異変。両目を赤く染め、口を裂くや牙きばを剝むき、悪鬼の形相。同時に肥大化した赤黒い強ごう腕わんを扉へと当て、閉まってゆく門を開こうとする。それでも天獄門のパワーは魔王を上回っていた。死神タナトゥスが閉まる扉の力に抗あらがえなかったように徐々に門は閉ざされていく。しかし、更に魔王の体は変化する。まとっていた鎧を破り、両の脇から新たに屈強な腕を出現させる。イレイザと同じく六本腕となった魔王は、その腕を血だらけにしつつも扉を、こじ開けようとしていた。

　そして……私の目に映るのは夢であって欲しいと願いたくなる光景！　何と、天獄門の扉が魔王の膂りより力よくに押し負けるように、ゆっくりと開かれてゆく！

　エルルとマッシュが震える声を上げた。

「う、噓でしょ……！」

「這はい出そうとしてるぜ！」

　信じがたい光景に私の体も震える。

　──こ、こんな……!!　聖哉が命がけで放った破壊術式が……!!

　魔王は体半分、門から這い出すと、大きく裂けた口でニヤリと笑う。

「舐なめるな……人間が……！」

　だが瞬間、魔王の顔が強こわ張ばる！　魔王の視線の前には浮遊する勇者！　既にスキル『飛ひ翔しよう』にて、宙に浮かんだ天獄門の目前、聖哉が剣を構えて待ち構えている！

「舐めてなどいない。難度Ｓゲアブランデの魔王。お前なら当然このくらいやるだろうと考えていた」

　そして炎に包まれたアダマンタイター金剛斬剣を大きく引くや、

「フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃……！」

　戦帝の胸部を黄金の鎧ごと貫いた刺し突とつを魔王の胸に見舞う！　だが金属と金属が、かち合ったような音！　やはりイグザシオンでなければ魔王の体に傷を付けることは出来ない！　それでも聖哉はそのまま力任せに魔王を門の中に押し込もうとする！

「貴様の剣など効かぬ!!　奇妙な技で我を封じたと思うな!!」

　魔王の怒号が轟とどろく！　体を更に這い出した魔王は、六本腕の一つを聖哉の腹部に叩たたき込んだ！　防御することも敵かなわぬ圧倒的な速度と力に聖哉が吹き飛ぶ！

「ぐ……っ！」

　どうにか留とどまり、体勢を整えるも、聖哉は口から激しく吐血した。

「師匠!!」

「聖哉くんっ!!」

　二人が叫ぶが、聖哉は口の血を腕で拭ぬぐうや、すぐに飛翔を再開。負った傷の治療よりも、魔王を門に封じ込めることを優先する。剣を構える聖哉の関節が軋きしむ音が辺りに響き、

「エターナルソード・ＥＸ真・連撃剣……！」

　アデネラ様の絶技を繰り出そうとする勇者。だが魔王は嘲あざ笑わらう。

「愚か者めが!!　お前の攻撃など効かぬと言っておろうが!!」

　雨の如く降り注ぐ連撃剣による斬ざん撃げきが開始される。だがそれを防御すらせず、門から出ることに全ての力を注ぐ魔王。……しかし！　剣が魔王に触れた直後、肉を切り裂く音と共に魔王の上半身に無数の裂傷が刻まれる！

「我が体を……切り裂くだと……！　イグザシオンでもない剣が……！」

　不可解な現象に顔を歪ゆがませる魔王！　私も何が起きているのか、理解出来ない！

　──ど、どうして!?　フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃では全く傷を付けられなかったのに!?

　片手で連撃剣を繰り出しながら、聖哉はもう一方の手に握ったものを魔王にぶつける。

『ぽすん』という軽い音。その後、それは落下し、暗黒空間を転がった。

「何だ、今のは……？」

　啞あ然ぜんとする魔王に聖哉は「フン」と鼻を鳴らす。

「リスタル毛け人にん形ぎようだ」

　!!　げええええっ!?　アレは私の髪の毛で作った恥ずかしい人形!!　つ、使う!?　この大事な局面で!?　緊張感が無くなるじゃない!!　で、でも、そうか!!　フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃は魔王を門に押し戻す為じゃなかった!!　アダマンタイター金剛斬剣を門内部に差し込み、有形無形全てを壊す『破壊の針』と合成する為だったんだ！　つまり……！

　天獄門と同じく白みがかった瘴しよう気きを発散する勇者の剣を見て、魔王は息を吞のむ。

「この世ならざる冥めい界かいの剣──『ヴァルハラ・ブレード冥王断罪剣』だ」

　聖哉がヴァルハラ・ブレード冥王断罪剣を大きく引く！　勇者の体から気迫にも似た光のオーラが暗黒空間に拡散される！

「根源に還かえれ……！　『ヴァルハラ・スラスト冥王貫通撃』……！」

　光を宿した全身全霊の刺突が魔王の眉み間けんに到達した瞬間、頭ず蓋がいを砕く耳障りな音と魔王の叫びが暗黒空間に木霊した！　同時に扉をこじ開けていた腕が力を無くす！　聖哉は魔王の眉間に刺さったヴァルハラ・ブレード冥王断罪剣から手を離し、空中で体を捻ひねると、剣のグリップ部分に蹴けりを喰くらわせる！　その衝撃で魔王は完全に扉から全ての腕を離した！

「お、おのれ……！」

　魔王の恨めしい声は、

「ぎげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ!!」

　天獄門上部の女神の哄笑に搔かき消される。

　そして……門は瘴しよう気きを吐き出しながら、重々しい音を立てて、閉じられた。




「や、やった……！　門が閉まったぜ……！」

　マッシュが呟き、

「聖哉くんっ!!」

　エルルが叫ぶ。

　飛翔していた聖哉は、ふらふらと落ちるように地に降り立つ。そしてそのまま糸の切れた人形のように体を横たえた。

「聖哉ぁっ!!」

　私達は聖哉の元へと走る。駆けつけた時、聖哉の体は魔王にやられた箇所のみならず、体中から切り裂かれたように出血していた。ヴァルハラ・ゲート天獄門発動より既に三十秒が経過し、代償として体の崩壊が始まっていたのだ。

　血液を撒き散らす体を気にも留めない様子で聖哉は私達を呆ぼう然ぜんと眺めていた。私が聖哉の体を抱えると、眠そうな声を出す。

「リスタ。魔王の間までショートカットしてきたな。いつも言っていた神界のルールはどうした？」

「バカ!!　今はそれどころじゃないでしょ!!　アンタ、此こ処こで死んだら、もう元の世界に戻れないのよ!?」

「うむ。だが魔王は倒した」

　満足げに言う勇者に私は怒りをぶつける。

「本当に慎重なら魔王を倒す手立てだけじゃなく、自分が死なないようにも考えておきなさいよ!!」

　普段なら言い返されたり殴られたり蹴られたりするところだが、聖哉はもうそれすら出来ない程、疲弊していた。ただ黙りこくり、その後……ゆっくりと目を閉じる。聖哉の体から出た血液は、致死量を思わせる大きな血溜だまりを作っていた。

「聖哉くんっ!!」

「師匠っ!!」
















　二人は泣きながら聖哉の体を揺するが、反応はない。あとほんの数秒も経てば、ヴァルハラ・ゲート天獄門の代償は聖哉の命を完全に吞み込んでしまうに違いない。




　マッシュとエルルが声を上げて泣く最中。

「死なせる……もんか……！」

　二人が充血した目で私を見上げてきた。

「ってか勝手に死んでんじゃないわよ!!　何なのよ、アンタは!!　夕方帰ってくるとか言って、噓吐いてさ!!　カジノ行って、お酒飲んで、温泉行って、面白い水着見せて……こっちはやりたいこといっぱいあったんだ!!」

　もはや届いていない言葉を勇者に叩き付けた後、暗黒空間を揺るがす大声で私は叫ぶ。

「オーダー神界特別措置法施行!!」

　そして私は統一神界のイシスター様に祈りを捧ささげた。

『女神リスタルテが持つ治癒の神力、その全てを解放したまえ』──と！

　突如、心の中。イシスター様の声ならざる声が聞こえた。

　──リスタルテ。門による最終局面への移動で既に神界のルールに激しく抵触しています。これ以上は私もアナタを守りきれません。最さい奥おう神界の裁きにより、女神の称号剝はく奪だつもあり得ます。




　だが私は断固たる決意でイシスター様に返す。

　──構いません。覚悟は出来ています。どんな罰でも受けます。それに……。

　自分でも驚く程、清すが々すがしい気分で私はイシスター様に告げる。

　──きっと、今日この時の為に、私は女神になったんだと思います。

　ほんの僅わずかな沈黙の後、

　──分かりました。今よりアナタの神なる力、その全てを解放します……。

　イシスター様の声が響いた。

　そして……。




「り、リスタ？」

「リスたん？」

　私の身に起きた変化にマッシュとエルルが驚いている。私の体は暗黒空間に突如現れた太陽のように、眩まばゆい光で包まれていた。

　──きっと、前世でアナタを助けられなかった後悔が、私にこの力を与えた。今、見せてあげる。ヴァルハラ・ゲート天獄門の崩壊を上回る治癒の女神の力を……。

　私は血ち塗まみれの聖哉の顔を愛いとおしげに撫なでた。

　そう……私だって……




「レディ・パーフェクトリーよ！」








第五十章　ハッピーエンドで






　見えない刃やいばに切り刻まれていくように激しい出血を繰り返す聖せい哉や。私はその体に手をかざす。柔らかな光を放つ私の掌てのひらは聖哉の肌に触れた瞬間、その箇所の傷を一瞬で元の状態へと戻した。しかし……

「ヤバいって、リスタ！　治しても治しても傷が増えていく！」

　マッシュの言う通り、まるで私の力に対抗するように、新たな裂傷が発生する。

　それでも勝算はあった。ヴァルハラ・ゲート天獄門による代償は永遠に続く訳ではない。ヴァルキュレ様がオーダー神界特別措置法施行で体力を増やし、代償を防いだことでそれは証明されている。与えられる一定量のダメージを治癒の力で凌しのぎきることが出来れば、聖哉は助かるのだ。




　私は聖哉を膝ひざ枕まくらし、脳と心臓に細心の注意を払いながら、治癒を続ける。

　人間の魔力なら、とうに尽きている程の治癒の力を聖哉に注いでいると、エルルが心配そうな眼差しを私に向けた。

「リスたん……リスたんは平気なの？」

「ええ。私は全然、大丈夫よ」

　エルルに笑ってみせる。空威張りではない。体の底から無尽蔵に湧わき出るような力。それは魔力とは別種の『神力』。ＭＰのように数値化される概念ではないこの力は『永遠』だ。

　──助ける。助けてみせる。今度こそハッピーエンドで終わろう。ね……聖哉。




　一体どれ程の時間が経過しただろうか。すごく長かったようで、また極々、短かったようでもある。聖哉の体に発生していた傷が少なくなり始めた。マッシュとエルルの顔に希望の光が灯ともるも、私は気を抜かずに治癒に専念する。そして遂ついに……傷は全く発生しなくなった。

「お、終わったのか？　リスタ？」

　マッシュが呟つぶやき、私は頷うなずく。

　ヴァルハラ・ゲート天獄門の代償は終わりを告げた。だが、聖哉は目覚めない。マッシュとエルルが不安そうに聖哉を見守る。しかし、女神の力を完全に取り戻している私は、聖哉の体から出る生命の反応を敏感に感じ取っていた。

　程なくして、聖哉の目がゆっくりと開かれる。

「……俺は……まだ生きているのか？」

　寝ぼけたように呟く勇者を見て、マッシュとエルルが飛び跳ねて喜ぶ。

「師匠っ!!」

「聖哉くんっ!!　よかった!!　よかったよぉっ!!」

　その後、二人は私に尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「すごいっ!!　すごいよっ、リスたんっ!!」

「リスタ、マジですげえって!!　女神みたいじゃんか!!」

「!!　いや元々、女神ですけど!?」

　聖哉は、膝枕する私を見上げていた。

「お前が俺を助けてくれたのか？」

「そうよ……」

　目頭が熱くなる。膝元には私が人間だった時の最愛の人がいた。

「聖哉……」

　私は聖哉の頭を持ち上げ、唇を近づける。

　途端、『ぐいっ』と。聖哉が私の額に手を当て、キスを拒んだ。

「えっ!?　アレ、ちょっと、えっ、えっ、何で!?」

「こっちの台詞せりふだ。どさくさに紛れて何をしている」

　そして聖哉は素早く立ち上がると、私にそっぽを向いた。

「せ、聖哉!?　照れなくてもいいのよ!!　私はアナタの最愛の伴はん侶りよ!!　大・大・大好きなリスタよ!!　キスしても全然いいのよ!!」

　そう叫びつつ、抱きつこうとするが、聖哉が腕で私を押し戻す。

「よせ。離れろ。言っている意味が全く分からん」

「よしません！　離れません！　キスさせなさい！　女神命令です！」

「いい加減にしろ。殴るぞ？」

「分かってる!!　もう全部分かってるのよ!!　それってばツンデレなのよね!?　ホントは私のこと命に代えても守りたい程、大好きな癖にっ!!」

　その刹せつ那な、『ゴッスゥゥゥン』!!　私の脳天に激烈な痛みが走る。

「……おぉうっ？」

　殴られた箇所を手で押さえる。勇者の常人離れした拳こぶしを受け、私の頭部からはドクドクと出血していた。

「ち、血が……!!」

「殴ると言った筈はずだ」

　冷たい目線を向ける勇者。私はプルプルと小刻みに震える。

「アンタ、加減ってもの知らねーの!?　此処で死んだら私、復活出来ないんですけど!?」

「むしろ復活しないで欲しいのだが」

「て、てめえっ……!!」

　いやホントっすか、イシスター様!?　ホントに私、聖哉の元恋人ですか!?　扱いが家畜以下なんですけど!?

　女神としてのルールを破ってまで救ってやったことを後悔していると、聖哉は頰をポリポリと搔いた。

「しかし、まぁ……よくあの状況から治癒出来たものだ」

　そして私を見つつ、偉そうに宣のたまう。

「よし。下薬草女から中薬草女に格上げしてやろう」

「!?　全くと言っていい程、嬉うれしくない!!」

　熱い抱擁やら接せつ吻ぷんやらを想像していた私は憮ぶ然ぜんとしていた。

　微妙なハッピーエンドに不満な私の腕をエルルが引っ張る。

「リスたん……どうして……？」

「て、照れてるだけよ、きっと！　本当は私のこと……いや私達のこと大切に思ってくれてる……と思うんだけど……」

　うん……でもまぁ、とりあえずは気持ちを切り替えよう！　何はともあれ、魔王を倒して、聖哉だって助かった！　此処はこれで良しとしておきましょう！

　しかしエルルは私の腕を引っ張り続ける。

「違う。違うの。リスたん……」

「え？　違うって何が？　エルルちゃん？」

「ねえ……どうして……」

　そして、エルルは金切り声で叫ぶ。

「どうして、まだヴァルハラ・ゲート天獄門が消えていないの!?」

　ぎくりとして、震えるエルルの指先に目を向ける。

　言われた通り、ヴァルハラ・ゲート天獄門はまだ宙に不気味な姿を浮かべていた。だが、扉は固く閉ざされている。何も問題はない……そう言おうとした時。

「ぎげげ……ぐがげ……ぎぐげ……！」

　門上部にある女神の顔が苦しそうに歪ゆがむ。そして次の瞬間、耳をつんざく音と共にヴァルハラ・ゲート天獄門の扉が大きく開かれる！　ヴァルハラ・ブレード冥王断罪剣に頭部を破壊され、破壊の針と冥めい界かいの瘴しよう気きに体を蝕むしばまれ、削そげ落ちた肉と骨のみの体になりつつも、魔王は私達に白骨化した腕を向けていた！　その手の中には黒い光源が輝く！

「お前達も道連れだ！　世界もろとも砕け散れ！　『ジャッジメント・ゼロ暗黒回帰点』……！」

　……全ては瞬まばたき一つの間の出来事だった。

　女神本来の力を取り戻した私は、不幸にも魔王が繰り出す技の威力を瞬時に感じ取ってしまった。魔王の手の中にある黒き光源は世界を二度破壊する程の力を秘めている。きっと痛みすら感じることなく、ゲアブランデの全ての生物は塵ちりと化すだろう。そう……そして勿もち論ろん、私達も。

　魔王最大の技が発動する刹那、私はふと考えた。こんな時なのに……いや、こんな時だからだろうか。何故だか気持ちは穏やかだった。

　──あーあ。頑張ったけど結局やられちゃうのか。思い描いたハッピーエンドとは程遠かったなあ。せめてもの救いは愛する人と一緒に消滅出来ることかしら……。

　最後に聖哉の顔を目に焼き付けておきたくて、振り返ったその時。

　私は……骨と化した魔王が天獄門から這はい出てきた瞬間よりも驚きよう愕がくした。




「無駄だ。魔王」




　……油断や安心など微み塵じんもしていない！　まるで当然、こうなることを分かっていたように！　こうしなければ、この戦いが終わらないことを悟っているかのように！　ありえない程、慎重な勇者は既に左手を右手首に添え、魔王に向けて構えていた！　魔王が技を発動するよりも、私が「やめて」と叫ぶよりも早く！　せっかく助けた命を、ゴミ籠かごに放り投げるようにいとも容易たやすく！　勇者が最終破壊術式を再び発動させる！

「『ヴァルハラゲート・アナザー第弐天獄門』……！」

　刹那、瘴しよう気きと共に聖哉の頭上に出現した新たなヴァルハラ・ゲート天獄門！　その上部には凜りんとした男神の顔！　そして開かれた門の中には、

「おのれ……おのれ、おのれ、おのれ、おのれ、おのれ」

　既に怨えん嗟さを撒まき散らす魔王が捕らえられている！　魔王が黒き光源を放とうとするが、最初のヴァルハラ・ゲート天獄門も復活！　背後から魔王の腕ごと、門に引きずり込む！　更に、

「ぐひゃは!!　ひひひはははははははははははははははは!!」

　新たなヴァルハラ・ゲート天獄門の男神の顔が大きく歪み、流血と同時に狂笑！　最初のヴァルハラ・ゲート天獄門もろとも、魔王を門の奥深くに吞のみ込んだ！

　激しい音を立てて、閉じられる第弐天獄門！　時を同じくして、内側で起こったジャッジメント・ゼロ暗黒回帰点の超爆発により、扉が大きく膨れあがり、突出する！　第弐天獄門は歪いびつにひしゃげるが、それでも扉は開かない！




　……時が経ち、辺りが静けさに包まれるも、私達は息を吞んで新たな天獄門を凝視していた。

「お、終わったのか？　こ、今度こそ……ほ、本当に？」

　マッシュが呟くと、それに呼応するように宙から野太い声が響く。

「ぐひゃははひひひひひひ!!　安心するがいい!!　奴は最初の天獄門と共に吞み込んだ!!」

「も、門が、喋しやべったあっ!?」

　エルルが体を震わせ、尻しり餅もちをつく。

「ぐひひひへははははは!!　奴は確実に破壊され、虚空へと還かえった!!」

　突然、第弐天獄門の男神の血に濡ぬれた目がギョロリと聖哉を向く。

「それでは術者よ!!　代償を頂く!!　貴様の命をな!!」

「さ、させるもんですか!!」

　私は第弐天獄門を放ったまま、その場に立ちすくむ聖哉に向かう。

「大丈夫よ、聖哉!!　私がもう一度、アナタを助けるわ!!」

　さっきだって出来た！　きっと今度だって上手うまくいく！

　私は天獄門の代償に備え、治癒の力を発動するが、

「……え？」

　聖哉の体には切り刻まれたような裂傷は起きなかった。代わりに聖哉の頰が、ぱきりとひび割れる。

「な、何よ、コレ……！　さっきと違う……？」

　私はひび割れた聖哉の頰に手を当て、即座に治す。だが聖哉の腕、足、様々な部分が亀き裂れつを生じる。治しても治しても亀裂は生まれ、そして体中に広がってゆく。

　──ま、間に合わない!?　私の再生より崩壊の方が速い!!

　第弐天獄門が焦る私を嘲あざ笑わらう。

「ぐひゃはははははけけけははははは!!　神ならぬ人間の分際で天獄門の代償から二度までも逃げ切れると思うな!!」

「う、うるさい!!　黙れ、黙りなさいよ!!」

　──もっと……もっと……！　破壊のスピードよりも再生のスピードを！

　意識を集中し、治癒するが、それでも無数に生まれた亀裂が聖哉の体を侵食していく。

　私は天獄門の男神に叫ぶ。

「何よ!!　何なのよ!!　聖哉は世界を救ったのよ!!　助けてよ!!」

　だが男神は下卑た笑いを轟とどろかせる。

「ぐひはひははははははは!!　我は天獄門!!　神でも悪魔でもない冥めい府ふの使い!!　代償は平等かつ厳正に執り行われる!!」

　そして白い瘴しよう気きを発散させ……天獄門は暗黒空間から忽こつ然ぜんとその姿を消した。

　エルルが私の肩を揺さぶる。

「リスたん!!　異世界の門だよっ!!　此こ処こから出て、チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊が発動していない場所まで行けば……!!」

　マッシュもエルルに同意する。

「そ、そうだ!!　そうすりゃあ師匠は死んでも元の世界に戻れるぜ!!」

　それでも私は聖哉から一歩も離れることが出来ない。凄すさまじい破壊のオーラが聖哉を覆っていた。

「ダメ……!!　今、一瞬でも治癒を止めれば、その瞬間、聖哉は砕け散る……!!」

「そ、そんな……!!」

　私達が焦燥に駆られている最中。勇者だけは、いつもと変わらぬ平然とした顔付きでエルルを見詰めていた。そして世間話でもするような感じで口を開く。

「エルル。戦帝の時は助かった」

「せ、聖哉くん……？」

「お前の補助魔法が無ければ俺はあの時、死んでいたかも知れん」

「違う……違うよ……！　聖哉くんが私を助けてくれたから……私を聖剣にしなかったから……だから私は……！」

　聖哉は次にマッシュに目を向ける。

「マッシュ。四天王と魔王亡き今、この世界でお前に勝てる者はいないだろう。ロザリーと協力して、しっかり世界を守れ」

「師匠……やだよ……！　俺、師匠に何もお礼してねえのに……！」

　竜族の二人が声を押し殺すように泣く。私は聖哉達に向かって叫ぶ。

「やめて!!　やめてよ、そんな話!!　いい!?　アンタは私が助ける!!　絶対に助けるんだから!!」

　私はありったけの力を注ぐ為、聖哉を両手で抱きかかえた。それでも聖哉の皮膚はひび割れていく。小さな亀裂の集まりはやがて大きな亀裂を生み、聖哉の右足へと広がった。そして、遂ついに右足はガラス細工を床に落としたように粉々に砕け、片かた膝ひざを突く。

「どうして!?　どうして治らないの!?　どうして!?」

　悲鳴にも似た声で叫ぶと、聖哉が私の耳元で囁ささやく。

「……もういい。リスタ」

「いい訳ないじゃん!!　こんな最後ってないよ!!　あの時も助けられなくて、女神になったのに今回も……!!　こんなのって……」

　ふと背中に温かいものが触れた。それは聖哉の両手。聖哉は私を優しく抱き締めていた。

「リスタ。お前はよくやった」

　瞬間。目から涙が溢あふれてきた。私は聖哉に力一杯、抱きつく。

「結局……何も出来なかったよ。女神になっても全然役に立てなかった。ごめん。ごめんね。ダメな女神でごめんね……」

　聖哉は私の泣き顔をじっと見詰めていたが、

「不思議だな。こんなことがいつかどこかであった気がする」

　突然、聖哉の顔付きが変わった。私の頰を伝う涙を指で拭ぬぐう。

「そうか、お前は……。だから、俺は……」
















　聖哉は私の頰に手を当てたまま、微笑んだ。聖哉の笑顔を見たのはそれが初めてだった。

「よかった。今度は助けることが出来た」

　私の頰から聖哉の手が離れ、力なく私の胸に顔を落とす。




　そして──

　かつて人間だった時の最愛の人……そして女神となった私が召喚した慎重な勇者は、胸の中で粉々に砕け散った。








終章　罪と罰と後ひとつ






　帝国城の王の間では多数の兵士達が毅き然ぜんとした表情で整列していた。女帝ロザリー＝ロズガルドは玉座より立つと私に近寄り、しんみりとした表情を見せる。

「……本当に行ってしまうのか」

　ロザリーの言葉は社交辞令ではなく真に憂いを孕はらんでいるように思えた。

「アナタ方が魔王を倒してくれたお陰でゲアブランデは救われた。本来なら国をあげて礼をしなければならないところなのだが」

　私は小さく首を横に振る。

「いいのよ、そんなの。それに……魔王討伐最大の功労者は、もういないのだから……」

　私の言葉にロザリーは何かを言いかけたが、

「そうか。そうだな」

　込み上げる言葉を吞のみ込むように、数度、頷うなずいた。その後、真しん摯しな瞳ひとみを私に向ける。

「一言だけ言わせてくれ。竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やは、己の身を顧みず、他人にどう思われようが常に自己が信念する正義を貫いた。今になって思う。彼こそ真の勇者であったのだ、と」

　私もロザリーの目を真っ直ぐ見詰める。

「ええ。そして、その行動のどれもが普通の勇者には為なし得ない奇跡の連続だったわ」




　私はロザリーの背後、マッシュとエルルの元へと向かう。マッシュは帝国騎士の鎧よろいをまとい、エルルは貴族のような美しい衣装に身を包んでいた。

　勇者の仲間として世界を救った竜族の二人をロザリーは帝国騎士団に招しよう聘へいした。聖哉の遺言もあり、マッシュはそれを快諾し、エルルもまたマッシュと一緒に帝国に残ることを決めた。

　私はマッシュに握手の手を差し伸べる。

「マッシュ。頑張ってね」

「リスタ……」

　マッシュは私の手を取り、真剣な顔で言う。

「俺、守るよ。師匠が救ってくれたこの世界を……」

　少年は数日前とは比べものにならないくらいに大人びて見えた。私はマッシュの手を強く握り締める。

「アナタならきっと出来るわ」

「私が付いてるから大丈夫だよー!!」

　隣でエルルが「えへへ」と笑う。マッシュがきまりの悪そうな顔をしたのを見て、私もロザリーも口角を上げた。

「エルルちゃん。マッシュを助けてあげてね」

「うんっ！」と元気の良いい返事をした後で、エルルは一転、寂しげな顔を見せた。

「リスたん……ホントに行っちゃうんだね……」

「そうね。あまり長居は出来ないから」

　途端、エルルが私に抱きついてきた。

「エルルちゃん？」

「また……遊びに来てね？」

　私を見上げながらエルルは言う。

「温泉行こう？　ね？」

　マッシュも笑顔を見せる。

「そうだ、そうだ！　カジノだって行かなきゃいけねえしな！」

　私も二人に微笑みを返す。

「そうね。行かなきゃ、ね」

「絶対だよ？　約束だよ？」

「うん。いつか、きっと」

　私もエルルをきつく抱擁する。そして……

「それじゃあ、行くわ」

　私はエルルから離れる。王の間で空いたスペースを見つけ、呪じゆ文もんを唱えた。

　神界への門を出現させて、扉を潜ろうとした時、

「……女神リスタルテ」

　不意にロザリーが私の名を呼んだ。

「アナタは強いのだな。私は未いまだに父の死を引きずっている」

「そんなことないわ。でも……聖哉の為にも、ちゃんとした女神にならなきゃって……今はそう思ってる」

「私もアナタを見習わなければならぬ。帝国を統べる者として、もっとそれに適した器にならねば」

「今のアナタなら大丈夫よ。それよりマッシュとエルルちゃんをよろしく頼むわ。無茶な命令したりしないでね？」

「うむ。肝に銘じておく」

　ロザリーはマッシュとエルルに微笑む。二人もロザリーに笑顔を返す。その様子に安心し、私は門に手を掛けた。

「救世の女神に敬礼！」

　背後から、ロザリーの声が響き渡り、兵士達の踵かかとが一斉に音を鳴らした。

　その音を背中に聞きながら、私はゲアブランデを後にした……。




　門は統一神界の自分の部屋に出現させた。扉を閉めた後、私は閉じた門をしばらく眺める。扉の向こうに今一度、思いを馳はせ、一礼をしてから、私はようやく門を消した。

　ベッドの端に腰を下ろし、私を見送ってくれたマッシュとエルルの顔を思い浮かべる。

　二人共、とても良い顔をしていた。いつの間にあんなにたくましくなったのだろう。

　ふと、目の前に、聖哉の自信ありげな姿が過よぎった。いつものように「フン」と鼻を鳴らす。

『これも想定内だ』

「聖哉……」

　触れようと手を伸ばした瞬間、幻影はかき消える。そこには何もない空間が寂しげに広がっているだけだ。

『リスタルテ。アナタは強いのだな』

　先程、言われたロザリーの言葉に首を大きく振った。

　私は立ち上がり、部屋の扉の鍵かぎを閉める。

　これで誰も中には入って来ない。もう人目はない。だから何も気にすることはない。

　……私はベッドにくずおれると、小さな女の子のように大声で泣き喚わめいた。




　部屋をノックする音を無視し続け、ドアの下から差し出される食事にも手をつけずに二日が過ぎた。

　いつものようにノックを放っておくと『カチャリ』とドアが開く音。封印解除の能力で鍵を開けたアリアが佇たたずんでいた。

「ごめんね、リスタ。でもイシスター様が呼んでいらっしゃるの」

「……うぅん。分かった。今、行く」

　ベッドから、のそりと起き上がる。私の顔を見ると、アリアは少しだけ笑った。

「あら、酷ひどい顔。髪の毛もボサボサよ」

　無言の私の手を握ると、

「リスタ、こっちにいらっしゃい」

　アリアは部屋隅の鏡台に私を連れて行く。

　そして何も聞かず、ただ櫛くしで髪をといてくれた。

「……よし。美人になったわよ」

　そう言われて鏡を見る。髪の毛はどうにか整っていたが、肌が荒れ果て、疲れた顔の女が映っている。

　私の肩に手を置くと、アリアは少し表情を固くした。

「リスタ。きっとイシスター様は今から、アナタが女神の力を解放したことに対する責任問題の話をすると思うの」

　神妙な顔のアリアに、私は淡々と告げる。

「いいよ。どんな罰でも受けるわ。だって悪いのは私だもの」

　吐き出した潔いさぎよい言葉と、本音とは合致していなかった。大切な人を失った今となっては、全てがどうでもよかった。叱られようが、酷い罰を受けようが、女神の称号を剝はく奪だつされようが全く構わない。いやそれどころか、こんな気分を多少なりとも変えてくれるのなら、与えられる罰すらありがたいと思えた。

　だがアリアは決意に満ちた顔で言う。

「安心して。アナタはあの難度Ｓの世界ゲアブランデを救ったのよ。重い罰なんか絶対に受けさせないわ」




　アリアの後ろを歩いていると、廊下で軍神アデネラ様に出会った。猫背のまま、ひょこひょこと近付いて来る。

「り、リスタ。お、お前、大丈夫か？」

「ええ。何とか」

　笑顔を繕ったつもりだが、上手うまく笑えたかどうか自信はない。

「アデネラ様は？　アデネラ様も聖哉のこと好きだったものね」

「い、いや、私のことより、お、お前が心配だ。は、話は聞いている。お、お前は、も、もっと悲しかったのだろう？」

　返事に窮していると、隣からガサツな声がした。

「おう、リスタ！　何だか知らんが、元気がないらしいじゃないか！　これでも食って元気を出せよ！」

　剣神セルセウスは皿に載せたケーキを差し出した。

「ちょっと趣向を変えてフローズン・ケーキだ！　ひんやり冷たくてうまいぞ！」

　アデネラ様がクマのある目でセルセウスを睨にらむ。

「こ、こ、こんな時に、つ、冷たい物とか……ば、バカか、お前は……」

「えっ、な、何で!?」

　動転するセルセウス。何だか申し訳ないので私はフォークを手に取ると、そのケーキを一口食べてみた。だが何の味もしない。実際はおいしいケーキだったのかも知れないが、私の舌は味覚を失っていた。

　それでも感想を期待して待つセルセウスに微笑む。

「うん。おいしいわ。この『プロテイン・ケーキ』」

「!!　いや『フローズン・ケーキ』だけど!?　プロテインなんて入ってないけど!?」

「ああ、ごめん。『フローズン・プロテイン』だったわね」

「それだとプロテインを凍らせただけになってるだろ!!　違うと言ってるのに!!」

　騒ぐセルセウスの首元にアデネラ様がフォークをピタリと付けた。

「ひ、ひいいいいっ!?」

「だ、黙れ……！　は、入ってるよな？　ぷ、プロテイン……！」

「は、は、入ってますううう!!　このケーキはプロテインをふんだんに使用しておりますううううう!!」

　実際は何の味もしなかった。だが、

「少しプロテインを控えめにすると、もっとよくなるわ」

　自分でも何だかよく分からないアドバイスをセルセウスにした後、私は二人のもとを後にした。




　アリアと一緒にイシスター様の部屋に入る。イシスター様はいつものように椅子に腰掛けていたが、その顔は普段よりも少し厳しかった。

「リスタ。ゲアブランデの救済、ご苦労様でした。アナタが無事に帰って来られたことを非常に嬉うれしく思っております。しかし、私の心情とは別に、神の規律を破ったアナタに最さい奥おう神界から達しが届いています。罰は罰として受けねばなりません」

　イシスター様の荘厳な言葉。だが今の私には何もかもが響かない。何処か他人ひと事ごとのような気持ちで話を聞いていた。

　逆にアリアの方が血相を変える。

「イシスター様！　過程はどうあれ、リスタは難度Ｓの世界ゲアブランデを救いました！　罰を与えるというのなら、その点を充分に加味してからお考えください！」

　しばしの沈黙の後、イシスター様は語る。

「リスタへの罰。それは難度ＳＳダブルエスの世界『イクスフォリア』の救済です」

「な……っ!?」

　アリアが絶句する。

「い、イクスフォリアは既に魔王に征服された世界！　勇者を倒した後、イクスフォリアの魔王は強大な力を手に入れ、世界は魔界と化しました！　今更、あの世界を救うなど……！」

　アリアが硬直するが、イシスター様は話を続ける。

「加えて、リスタ。イクスフォリア救済の際、アナタの女神の力である治癒の特技は封印します。そしてイクスフォリアの救済が出来なければ、女神の称号は永久に剝奪されます」

「ただでさえ……あの世界はリスタにとって辛つらい世界だというのに……」

　アリアが堪こらえきれなくなったようにテーブルを叩たたく。

「酷すぎます!!　女神の力を封じられ、勇者のサポートをすることすら出来ず、あの恐ろしい世界を救うなど絶対に不可能です!!」

　こんなに感情を剝むき出しにしたアリアを見たのは初めてだった。しかしイシスター様は飄ひよう々ひようとアリアに言葉を返す。

「そうでしょうか。私は満更、不可能とは思いません」

「何を根拠に!?　魔界と化した世界の救済など、一体どの勇者に可能だと仰おつしやるのですか!!」

　イシスター様はおもむろに立ち上がると部屋の窓から神界の庭園を見渡した。

「第弐天獄門に魔王が吞のみ込まれた時……チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊の効力もまた一緒に吞み込まれていたのです」

　アリアが真意を測りかねて、問いただす。

「い、一体、何を言って？」

「通常は一度失敗した世界には二度と戻れないのですが、今回は特例です」

　イシスター様は振り返ると、机にあった一枚の書類を手に取った後、私の目前に歩み寄る。

「リスタルテ。難度ＳＳ世界イクスフォリアの攻略に、このリストに載っている勇者を召喚し、連れて行くことを許可します」

　渡された勇者リストを見た瞬間。今の今まで放心状態だった私は我に返る。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や

Ｌｖ：１

ＨＰ：３８５　ＭＰ：１９７

攻撃力：１２４　防御力：１１１　素早さ：１０５　魔力：86　成長度：１８８

耐性：火・氷・風・水・雷・土

特殊スキル：火炎魔法（Ｌｖ：５）　獲得経験値増加（Ｌｖ：２）……






　能力値は初期化され、千分の一以下になっていた。だがそれでも変わらない表示があった。

　それを見た途端、私の目から涙が止とめ処どなく流れ落ちる。

　……それは過去の後悔が与えた力。

　……それは魔王を倒し、世界を救った力。

　……それは仲間と私を守り抜いた力。

　ステータスの最後には、こう記されていた。




　性格──ありえないくらい慎重。


〈ゲアブランデ編・完〉










あとがき






　この度は『この勇ゆう者しやが俺おれＴＵＥＥＥくせに慎しん重ちようすぎる』二巻を手にとって頂き、ありがとうございます。作者の土日月です。『どにちげつ』ではなく『つちひらいと』と読みます。ですが、別にどう読んで頂いても構いません。あ……このくだり、一巻でも言いましたね。という訳で、一巻を読んで下さった方は、お久しぶりです。

　ちなみに一巻は『出版して早々に重版』という、大変嬉うれしいサプライズがありました。重版なんて話には聞くものの、まさか自分が体験出来るとは思ってもいませんでした。買って下さった方、本当に本当にありがとうございました！

　それでは、二巻の概要について説明させて頂こうと思います……がその前に、

「一巻は面白かったけど、二巻は買うか買わないか、どうしようかなあ……」と迷いながら、このあとがきを読んでらっしゃる方に言っておきたいことがあります。

　世の中『絶対に～だ！』ということは、あまりないと思います。それでも、あえて言います。

「一巻を面白いと思ってくれた方なら、絶対に二巻も楽しんで頂ける」と！

　なので、一巻を読んで下さった方々には、厚かましいながらも「是非二巻も続けて読んで欲しい！」と願っています。一巻がコインの表なら二巻は裏でありまして、両方を読了して初めて「『この勇者が俺ＴＵＥＥＥくせに慎重すぎる』を本当に読んだ」ことになるからです。

　一巻に出てきた伏線はこの二巻で、ほぼ全て回収されていますし、二巻の後半部分では、主人公である竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やがどうしてこんなに慎重になったのか、その理由も明かされています。敵は更に凶悪になり、後半に近付くにつれ、シリアスな展開も増えていきます。その一方、コメディも一巻以上に詰め込んだつもりです。

　ちなみに、私がこの物語を書くにあたって念頭に置いていたのは『笑いと感動の融合』ということでした。私自身が『いっぱい笑えて、少し泣ける物語が読みたい！』そう思ったことから、この創作は始まりました。ですので、読んで頂いた方々が「結構笑えたし、ちょっと泣けたかも！」という風に思って下さるのなら、作者として感慨無量です。

　それでは、前回のあとがきで補足として、本文中に出てくる『英語』に触れましたが、友人からそれ以外のところでも指摘がありましたので、今回はそのことに触れておきます。友人いわく、

「タイトルの『俺ＴＵＥＥＥくせに』って、日本語おかしくね？」

　……つまり「俺ＴＵＥＥＥのくせに」として間に「の」を入れるべきだと言うのです。もしくは「な」を入れて「俺ＴＵＥＥＥなくせに」にした方が正しいのではないかと言われました。[image: そ][image: ん][image: な][image: の][image: ど][image: う][image: だ][image: っ][image: て][image: い][image: い][image: じ][image: ゃ][image: ん]確かに言われてみれば、そちらの方が日本語として正しいのかも知れません。

　タイトルのみならず、本文中にはネイティブスピーカーが「ＷＨＹ？」と首を捻ひねる英単語が頻出していると思います。私は大学時代、英語を専攻しておりましたので、正直、かなりおかしい英語表現だと心から思っております（笑）

　しかし、そこはあえて『本来の正しい意味』よりも『語感』を重視して書きました。

「俺ＴＵＥＥＥのくせに」より「俺ＴＵＥＥＥくせに」の方がスッキリして良いですし、「オール・セット」より「レディ・パーフェクトリー」の方が「準備万全」という意味が伝わりやすいと思うのです。あくまで作者的な感覚ですが。

　……という訳で、もし読んでいて「ん？　変だな？」という箇所を見つけた時は「ああ、これもこの作者の個性なんだなあ（白目）」と思って頂ければ幸いです。

　それでは最後に謝辞を述べて、二巻のあとがきを締めくくりたいと思います。

　まずは、とよた瑣さ織おり様。

　今回も素敵なイラストをありがとうございます。輪郭がぼんやりしていたキャラクター達が、とよた様のお陰で命を持ちました。特に二巻のお気に入りはヴァルキュレです。格好良く、パンクな感じに仕上げて下さり、感動致しました。シリアスシーンもギャグシーンも見事に描き分けることの出来るベテランのとよた様がイラストレーターで作者は本当に幸せ者です。

　担当様。

　二巻の表紙が出来る際「どんな感じになるんだろう？」と自分なりに想像してみたのですが、全然、絵が浮かびませんでした（笑）　けれど出来上がった表紙のラフを見て、「ああ、これだ！」と納得したのを覚えています。聖哉の格好良さを前面に出し……また二巻の要となるヴァルキュレの存在……そしてリスタの心情……マッシュ、エルルのコメディ感……一枚の絵の中に二巻の内容を凝縮した色んな意味が込められていると感じました。そしてこの構図を考えてくれたのが、他ならぬ担当様だと知って驚きました。文章のアドバイスだけでなく、そのセンスの良さに、この物語は助けられています。

　そして何と言っても、この本を買って頂いた皆様方。

　自分の考えた物語が本になるということだけでも大変ありがたいことなのですが、その物語が日本の何処かの部屋の本棚の片隅に置かれていると考えた時、望外の喜びを感じます。二巻だけ買う、という方は珍しいと思いますので、きっと一、二巻続けて買って下さる方がほとんどだと思います。ということは、自分の考えた物語が、世界の何処かの部屋の本棚の片隅に二冊並んで置かれていると考えた時、望外を遥かに超えた圧倒的なる至福の喜びを（省略）……とにかく、本当に本当にありがとうございます！

『難度Ｓゲアブランデ編』はこの巻で終了ですが、次の物語である『難度ＳＳイクスフォリア編』もＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』にて、既に連載を始めています。書籍版共々、応援して頂けると幸いです。

　それでは最後にもう一度、この本に関わって下さった全ての方々に心からの感謝を捧ささげると共に、皆々様の幸せを祈念しつつ、二巻のあとがきを終わりたいと思います。


土日　月　










土日月

LIGHT TUCHIHI

愛知県在住。昭和生まれ。牡牛座。ＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』に投稿していた本作でデビュー。デビュー前も今も変わらない目標は、『読者に楽しんで貰える物語を作ること』。お笑いが好き。悲しいだけのお話は苦手。最近は気に入ったゲーム実況者の動画をエンドレスで観ている。家にいる三匹のハムスターの世話をしている時が幸せ。


















カバー・口絵・本文イラスト／とよた瑣織

デザイン／木村デザイン・ラボ










この勇ゆう者しやが俺おれＴＵＥＥＥくせに慎しん重ちようすぎる２








土つち日ひ 月らいと
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